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小池遺跡第2次 調査区全景(西 から)

小池遺跡第2次 調査F区 全景(上 が北)
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一ツ家遺跡A区 全景(南 から)

一ツ家遺跡A区 方形区画1・2周 辺(上 が北)



序

松本市南東 部 に位置す る寿 ・内田地区 には、多 くの埋蔵文化財が残 され ています。小池 ・

一 ツ家遺跡 もその一つ と して知 られてい ま した。 このたびその一帯 に圃場整備事業がお よ

ぶ ことにな り、文化財 の保護 を図るため に松本市が 内田土地改 良区か ら委託 を受 け、松本

市教育委員会が 緊急発掘 調査 を実施 した ものです。

発 掘調査 は市教育委員会 の委託 を受 けた(財)松 本市教 育文化振興財 団 によって組織 さ

れ た調査 団 によ り、平成6年7月 か ら同年12月 にか けて行 われ ま した。作業 は夏 の猛暑 か ら

冬 の厳寒期 にお よび ま したが、参加者 の皆様の ご尽力 によ り無事終 了する ことがで きま し

た。その結 果、縄紋 時代 中期 の竪穴住居;趾:116棟、古墳時代 の住居;趾:1棟、奈 良 ・平安時代

の竪穴住居趾150棟 、 中世 の屋 敷跡 な どを発見 し、 また同時代 の貴 重 な遺物 も多 数得 る こ

とがで きま した。 これ らは今 後地域 の歴史解明 に大変役立つ資料 になる ことと思い ます。

しか しなが ら開発事業 に先立 って行 われ る発掘調査 には、記録保存 とい う遺跡の破壊 を

前提 とす る側面があ ること も事実 であ ります。私た ちの生活 が豊 かになるための 開発 とそ

れに よって失 われ る歴史遺産 とい う矛盾 のなかで、文化財保護 に携 わる ものの苦悩 は絶 え

ませ ん。本書 を通 して貴重 な文化財 の保 護 とその施策へ の ご理解 を深 めてい ただ けれ ば、

この上 な く幸 いに存 じます。

最後 にな りま したが、過酷 な状況 のなか発掘調査 にご協力い ただいた参加者 の皆様、 ま

た調査 の実施 に際 して、多大 なご理解 とご協 力 をいただい た内 田土 地改 良区、地元関係 者

の皆様 に厚 く御礼 申 し上げ ます。

平成9年3月

松本市教育委員会 教育長 守屋立秋



例 自

1本 書 は、平成6年7月25日 か ら12月21日 にわた り実施 された松本市 寿小池 に所在す る小池遺跡 、お よび同市内田 に所在す る一 ツ家遺

跡の緊急発掘調査報告書 である。

2本 調査 は平成6年 度 内 田地 区団体営圃場整備事業 に伴 う緊急発掘調査 であ り、 内田土 地改良区 よ り松本市 が委託 を受 け、松本市 か

ら再委 託 を受け た(財)松 本 市教育文化振興財 団・松本 市立考古博物館 が実施、本書の作成 も行 った。なお業務委託 お よび再委託 に

かかる事務処理 につい ては松本市教 育委員 会が行 った。

3本 書 の作成 にあた り、すべ ての遺構 ・遺物について図を掲載す る予定 であったが、時間お よび頁数の制約か ら遺物、特 に土器 ・石器

類 につ いてはすべ てを図化 ・報告 するこ とをあ きらめ、写真図版 につい て も割愛せ ざるをえ なかった点 をお断 りしてお く。

4本 書 の執筆 は、1:事 務局 、IV-2・3、W-3一(1)、 冊 一2・3:竹 内靖長 、VI-1一(2)、VI-4一(5):太 田圭 郁、V【一4一

(1):野 村一寿 、他 を竹原学が行 った。

5本 書作成 にあたっての作業分担 は以下 の通 りで ある。

遺物洗浄 内澤紀代子 、竹平悦子 、洞沢文江

遺物保存処理 ・復原 五十嵐周子 、内沢紀代子、内田和 子、大角け さ子、竹平悦 子、洞沢文江 、村松恵美子

遺物 実測 内田和子 、大城 よ しの、太 田圭郁、 下谷 亜希子、竹 原久子 、竹 平悦 子、 田多 井用章、野村 一寿、林 和 子、平 出貴史、

洞 沢文江、松尾明恵、三宅康 司、MINAUNGTHWE、 村松恵美子、吉沢克彦

遺構図整理 赤羽包子 、石合英子

トレース 内田和子 、太 田圭郁、 開嶋八重子、竹原久子、洞沢文江 、三村 孝子、MINAUNGTHWE

版 組 赤 羽包子 、石合英子、 内田和子、清沢智恵、清沢由美、林 和 子、洞沢文江、MINAUNGTHWE、 村 松恵美子

写真撮影 市川 温 、久保 田 剛、柴 秀毅、竹内靖 長、三村 竜一、村田昇司(遺 構写真)、 エ アーテック(航 空写真)

6本 書で使用 した遺構 の呼称お よび本文、図中での略称は次 の通 りである。

竪穴住居趾→住 、竪穴状遺 構→竪 、礎石建物趾→礎建 、掘立柱建物趾→建 、方形柱穴列→方柱 、柱穴列→柱、屋外埋甕→埋 、土坑→

土、井戸趾→井戸、 ピ ット→P、 溝状遺構→溝、 ロー・ムマ ウン ド→LM、 土坑墓 、火葬墓、埋納銭

7遺 構図中の土層名 は記号化 してい る。各記号 の説明は以下 の通 りである。

表記法 土色(混 入物 ・量)混 入物量a少 量b中 量c多 量

土 色

1

2

3

4

5

6

混 入 物

A

B

c

D

E

F

G

褐 色

暗褐色

黒褐色

明褐色

赤褐色

黄褐色

7茶 褐色

8灰 褐色

9榿 褐色

10灰 色

11暗 灰色

12黒 灰色

小 礫H黄 色土粒

礫1黄 褐色土粒

焼土粒J榿 褐色土粒

焼土塊K茶 褐色土粒

炭化物粒.L黄 色土塊

炭化物塊M黄 褐色土塊

炭化材N榿 褐色土塊

8調 査、整理期間中以下の方々から有益なご教示をいただいた。

小野正敏、桐原 健、笹本正治、島田哲男、新谷和孝、関沢

13赤 灰色

14黄 灰色

15青 灰色

16黄 色

17暗 黄褐色

18暗 茶褐色

0茶 褐色土塊

P砂 粒

Q黒 色土粒

R黒 色土塊

S暗 褐色土粒

T暗 褐色土塊

U灰 色土粒

色

土

礫

色

砂

灰

黒

焼

砂

緑

19

20

21

22

23

V灰 色土塊

W赤 褐色土粒

X赤 褐色土塊

Y鉄 分

聡 、直井雅 尚、原 明芳、樋 口昇一、平林 彰、福 島 永

9本 調査で得 られた出土遺物 および調査 の記録類は松本 市教 育委員 会が保管 ・管理 し、松本市立考 古博:物館(〒390長 野県松本市 中

山3738-1TELO263-86-4710FAXO263-86-9189)に 収蔵 されてい る。
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第1図 調査地の位置と周辺遺跡(松 本市域のみ)



韓楓灘嚢繍麟織
1.文 書 記 録

平成5年1月11日 平成6年度補助事業計画書提出

平成6年5月30日 小池遺跡及び一ツ家遺跡埋蔵文化財発掘調査の通知提出。

7月1日 平成6年度団体営土地改良総合整備事業内田地区埋蔵文化財発掘調査委託契約締結。

6月24日 平成6年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)内 定。

平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)内 示。

7月18日 平成6年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)交 付 申請書提出。

7月29日 平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)交 付 申請書提出。

9月26日 平成6年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)交 付決定通知。

平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)交 付決定通知。

ll月30日 平成6年度国宝重要文化財等保存整備事業費補助金計画変更承認申請書提出。

平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)計 画変更承認申請書提出。

12月8日 小池遺跡埋蔵文化財拾得届及び保管証、発掘調査終了届(通 知)提 出。

12月20日 平成6年度団体営土地改良総合整備事業内田地区埋蔵文化財発掘調査変更委託契約締結。

平成7年1月11日 一ツ家遺跡埋蔵文化財拾得届及び保管証、発掘調査終了届(通 知)提 出。

3月22日 平成6年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)変 更交付決定通知。

平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)変 更交付決定通知。

3月31日 平成6年度国宝重要文化財保存整備費補助金(国 庫)確 定通知。

平成6年度文化財保護事業補助金(県 費)確 定通知。

10月6日 平成8年度補助事業計画書提出。

平成8年5月16日 平成8年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)内 定。

雫成8年度文化財保護事業補助金(県 費)内 示。

6月3日 平成8年度団体営土地改良総合整備事業内田地区埋蔵文化財発掘調査委託契約締結。

平成8年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)交 付申請書提出。

6月13日 平成8年度文化財保護事業補助金(県 費)交 付 申請書提出。

8月9日 平成8年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)交 付決定通知。

平成8年度文化財保護事業補助金(県 費)交 付決定通知。

平成9年 月 日 平成8年度国宝重要文化財等保存整備費補助金(国 庫)確 定通知。

平成8年度文化財保護事業補助金(県 費)確 定通知。

2.調 査体 制

調 査 団 長 守屋立秋(松 本市教育長)

調査担当者 三村竜一(～H7.3)、 竹内靖長、久保田 剛、竹原 学、市川 温、村田昇司、柴 秀毅

調 査 員 太田守夫、竹原久子、西沢寿晃、松尾明恵、三村 肇、宮嶋洋一、望月 映

協 力 者 青木雅志 、赤羽包子、浅井信興、浅輪敬二、荒井留美子、荒木 龍、飯田三男、五十嵐周子、池田良枝、石合英子、石井脩二、

市場茂男、入山正男、臼井秀明、内澤紀代子、内田和子、遠藤賢二、大城 よしの、大角けさ子、大谷成嘉、大月みや子、大月入十喜、

小笠原 昌文、小原 きみ え、小原深雪、開嶋八重子、鹿取 功、上條 尚美、上條道代、河上純一、神田栄次、北澤達二、北原千秋、久保田登子、

倉科祥恵、黒沢恒夫、小島茂富、小幅幸男、小林 隆、小林みつる、小松正子、近藤高史、斉藤温子、斉藤政雄、酒井 良、坂口ふみ代、

笹木伊都子、佐々木 祐、鈴木幸子、鷲見昇司、瀬川長廣、関 敦志、高荷敏之、高橋登喜雄、滝川麻子、瀧澤千尋、竹内直美、竹平悦子、

田多井 亘、田中佐紀、堤加代子、鶴川 登、寺島 実、内藤かお り、中村恵子、中村安雄、中山自子、長澤多門、畑 茂、林 和子、

林 武佐、平井伸 治、平出貴史、藤沢今佐子、藤本利子、布山 洋、細田貞子、洞沢文江、前澤保亀、真 々部まさ子、丸山麻子、丸山一子、

丸山久司、丸山喜和子、丸山恵子、丸山よし子、丸山隆香、三尾みね子、御子柴長寿、道浦久美子、南山久子,三 村けさ江、三宅康司、

宮下悦子、宮下美保、宮田美智子、三代沢二三恵、MINAUNGTHWE、 村松恵美子、村山牧枝、甕 國茂、百瀬健司、百瀬幸子、百瀬滝雄、

百瀬二三子、百瀬二三子、百瀬正彦、百瀬美江子、百瀬義友、森崎和佳奈、森山 じつ江、両角民子、矢崎寛子、山崎照友、山本憲一.

横山 清、横山保子、吉澤克彦、吉田 勝、米山禎興、渡辺 よし子、和田和哉

事務局(平 成6・8年度)

市教育委員会 岩渕世紀(文 化課長)、木下雅文(課 長補佐、H6年 度)、熊谷康治(文 化財係長H8年 度)、窪田雅之(主 査、H6年 度)、

田多井用章(事 務、H8年 度)

(財)松 本市教育文化振興財団

事務局:大 池 光(事 務局長)、牟禮 弘(局 次長、H8年 度)、手塚英男(局 次長、H8年 度)、上條恒嗣(次 長補佐、H6年 度)、

川窪 茂(次 長補佐、H8年 度)

考古博物館:熊 谷康治(館 長、H6年 度)、村田正幸(H8年 度)、松澤憲一(主 査)、古幡昌史(主 任、H6年 度)、遠藤 守(主 事、H6年 度)、

近藤 潔(主 事、H8年 度)、秋山桂子(H6年 度)、川上真澄(H8年 度)
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a

皿 曝鑛綴 講灘

今回調査 を行 った小池遺跡では、すでに平成2年 度に大規模な調査 を実施 している(松 本市教育委員会

1991『 小池遺跡一平安時代集落趾の発掘調査一』)。その位置は小池神社の南東200m、 小池堤の北東100m、

および今次調査地点の北西200mの 一帯である。調査地は現在住宅地 となってお り、区画整理工事 によりこ

の部分の遺跡は煙滅 した。

この調査では8世 紀代に始 まり、9世 紀後半 に盛期 を迎え、10世 紀代 に衰退する大規模な集落;吐が捉 えら

れている。特 に注目されるのは8世紀末～9世 紀前半に方形の柱穴、庇 を伴 う巨大な掘立柱建物;吐群が出現

することである。大小5棟 からなり、居館的、あるいは官的な建物と推定されている。また遺物では、平安

時代の遺構からは緑紬陶器の多出をみ、銅製帯金具や富寿神寳、火舎など特殊なものの出土が多い。集落

趾が どこまで広がるのか、巨大な建物玩の性格は何 だったのか、また水田可耕地の少 ないこの地域に、な

ぜ このような集落が出現 し繁栄 したのか、大 きな課題 となった。

なお第1次調査の検出遺構i、出土遺物などについては以下に列記 してお く。

調査原因

調査期間

調査主体

調査面積

検出遺構

出土遺物

寿小池地区土地区画整理事業

平成2年9月10日 ～12月17日

松本市教育委員会

合 計

竪穴住居趾

竪穴状遺構

掘立柱建物趾

柱穴列

井戸趾

土坑墓

火葬墓

土 坑

ピット

溝状遺構

縄紋時代

奈良・平安時代

中・近世

9,300m

79棟

5棟

5棟

2列

1基

3基

4基

77基

約700基

22条

土・器・石器

(奈良13・平安62・不 明4)

(近世)

(平安)

(奈良～平安)

(近世)

(平安1・近世2)

(中世)

(奈良～近世)

(奈良～近世)

(奈良～近代)

土器 ・陶・器(土 師器 ・須恵器 ・灰粕陶器 ・緑紬 陶器)

石器(砥 石)

鉄器(刀 子 ・鎌 ・鎌 ・紡錘車 ・釘 ・苧引金具他)

銅製 品(帯 金具)

銭貨(富 寿神寳)

土製品(錘 ・鞘 羽口・土製円板)

その他(墨 書土器 ・火舎等)

土器 ・陶磁器(土 師器 ・青磁 ・白磁 ・陶器等)

銅製品(刀 装具)

銭貨(渡 来銭 ・寛永通寳)

鉄 器(釘 他)

石器(砥 石 ・揺鉢 ・石臼)
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第2図 小池遺跡第1次 調査遺構配置
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囎譲繋籍麟灘灘垂謝

松本市寿小池地区に所在する小池遺跡、内田地区に所在する一ツ家遺跡は、ともに松本平の南東部、筑摩

山地西麓の緩斜面上、標高660～690mに 立地する縄紋、古墳、奈良、平安時代、中世の集落趾を主体 とする

遺跡である。遺跡の現況は水田、畑地、および住宅団地(小 池第1次調査地)と なっている。

遺跡付近の地形状況を詳 しくみると、この地域は東方、横峰に源を発 し、西北流する牛伏川、およびやや

南方をやはり西北に流下する塩沢川により形成された扇状地の接する部分にあた り、現在は両扇状地の接点

を舟沢川、やや南に塩沢川が西北流 し、遺跡は塩沢川の扇状地上にのっている。舟沢川の現河道は小池遺跡

と一ツ家遺跡の問で方向を西か ら南に直角に折れ、塩沢川に注いでいるが、地形の流れから考えて台地 を横

切るなど不自然であり、後世、人為的に流路の付け替えを行っているものと推察 される。また本来の河道 と

考えられる窪地が西方に延びていることが地形図上からも観察される。

遺跡ののる扇状地面、すなわち南側を塩沢川の形成 した河谷、北側を舟沢川で挟まれた細長い地帯は、東

方の崖ノ湯下から幅を300～500m程 度に保ちながら続き、上方から雨堀遺跡、清心遺跡、エリ穴遺跡、一ツ

家遺跡、小池遺跡など縄紋時代、とりわけ中期を主体とした遺跡が連続的に形成されている。一ツ家遺跡付

近には両河道の間にさらに台地を切 って東西に走る窪地があり、平成7年 度 に実施 したエ リ穴遺跡の発掘調

査所見か らここにも舟沢川 と考えられる河道が近世以前 に存在 したことが把握 された。そ してこの河道が一

ツ家遺跡 とエ リ穴遺跡を隔てる地形的要因となっている。また先に述べたように、小池遺跡と一ツ家遺跡を

分ける舟沢川は人為的に設けられた可能性の高い ものであり、地形的にはまったく同一の連続する面上にあ

る。後に述べ る結果報告か らも明らかなように、平安時代 に至っては両遺跡 を分ける理由はほとんどな く、

一つの遺跡 として捉えるべ き性格のものである。この舟沢川の旧河道はむしろ小池遺跡の第1次 調査地 と今

回の第2次調査地 を分けてお り、川を挟んだ南北の地域に平安時代の集落が広がっているのである。

次に両遺跡の基本土層について触れてお く。ともに開田時の改変が著 しいが、遺構iの掘 り込まれる基盤土

は二次的な堆積による黄褐色の砂質ロームで、時に石英閃緑岩の礫を含 んでいる。一ツ家遺跡ではこの層面

まで撹乱や削平が及ぶ。小池遺跡では残存の良好な部分でこのロ.___ム層上にのる暗褐色の遺物包含層が観察

され、縄紋～平安時代の生活面 として捉えられる。さらに両遺跡 とも耕作土が平均40cm前 後でのっている。

さて、今回の圃場整備事業は小池堤から国重要文化財馬場家住宅の間の水 田・畑地が対象 とな り非常に広

範囲にわたるため、事前の試掘調査 を実施 しその結果か ら面的な発掘調査の範囲を決定 した。ただ し遺構の

存在推定範囲のすべてを面的に調査することは期間的に不可能であったため、事前の試掘調査 とは別に小池

遺跡ではH区 の西側、一ツ家遺跡ではA区 の北側から舟沢川との間について、 トレンチによる確認調査を実施

することとした。

調査の方法は、ローム層面まで重機で表土 を除去 した後人力で遺構確認、掘 り下げ作業を行い、調査終了

後再び重機にて埋め戻 しを行 った。遺構などの測量記録は圃場整備工事で設置 された図根点から国家座標 を

導 き、これに沿った方向に3mの 方眼を設定 して行った。従って本書内の図で示 した方位は真北を向いている。

遺跡の全景写真は調査が広範囲に及ぶため、ブローニー版カメラを搭載 したラジコンヘリコプターで行 った。

遺構および調査地区の番号は小池遺跡では第1次調査からの連番 とし、重複 を避けた。また一ツ家遺跡は

今回が初調査 となるので各遺構とも1番からの番号を付 した。ただし住居趾のうち第1号 から第16号 について

はA区 北側の確認調査 ト1ノンチ内にあ り、一部の住居趾の遺物図面を除き今回遺構図などの提示はしていな

い。調査範囲図(第3・4図)に トレンチの位置と住居趾の確認位置のみを表示 した。そのほかの調査概要は

次頁に列記 しお くので参照されたい。

一4一



調査期間

調査面積

検出遺構

出土遺物

小池遺跡:
一ッ家遺跡:

小池遺跡:

F地 区

G地 区

H地 区

合 計

小池遺跡:

竪穴住居;吐

竪穴状遺構

礎石建物趾

掘立柱建物趾

方形柱穴列

柱穴列

井戸趾

土坑墓

火葬墓

屋外埋甕

土 坑

ピット

溝状遺構
一ツ家遺跡:

方形区画

竪穴住居趾

竪穴状遺構

掘立柱建物趾

柱穴列

土坑墓

火葬墓

屋外埋甕

土坑

ピット

溝状遺構

縄紋時代

奈良・平安時代

中・近世

平 成6年7月25日 ～12月1日

平 成6年11月7日 ～12月21日

一 ツ 家 遺 跡:

4,258mA地 区

3,263mB地 区

2,071mC地 区

9,592㎡ 合 計

棟

棟

棟

棟

基

列

基

基

基

基

基

数

条

64

13

1

9

2

1

1

1

1

5

21

多

18

1
1

月
1

棟

棟

棟

列

基

基

基

基

数

条

06

5

2

12

3

2

5

11

多

11

1

くJ

5,356m

1,450m

54m

6,860m

(縄紋49、 奈良 ・平安112、 中世3)

(奈良 ・平 安5、 中世8)

(中世)

(奈良 ・平安6、 中世3)

(縄紋)

(中世)

(中世)

(平安)

(中世)

(縄紋)

(縄紋、奈良 ・平安、中世)

(縄紋、奈良 ・平 安、中世)

(中世17・近世1)

2区 画

(縄紋67・古墳1・平安38)

(中世)

(平安1・中世1)

(中世)

(中世1・近世2)

(中世)

(縄紋)

(縄紋 ・平安 ・中世)

(縄紋 ・平安 ・中世)

(中世)

土器(浅 鉢 ・深鉢 ・台付鉢 ・釣手土器 ・有孔鍔付土器等)

石器 ・石製品(石 鐡 ・石錐 ・石匙 ・スク レイパ.___・ピエスエ スキーユ ・

打 製石斧 ・磨 製石斧 ・磨石 ・凹石 ・敲石 ・石皿 ・石棒 ・

石 刀 ・砥石 ・有孔石製品等)

土製 品(土 偶 ・土鈴 ・ミニチュア土器等)

土器 ・陶・器(土師器 ・須恵・器・灰粕陶器 ・緑紬陶器)

鉄器 ・鉄 製品(刀 子 ・11・鎌 ・斧他)

銅製品 ・銭貨(寛 平大寳)

石器(砥 石)、 その他(墨 書土器 ・転用硯等)

土器 ・陶磁器(土 師器 ・須恵質土器 ・陶器 ・青磁 ・白磁 ・青 白磁等)

土製 品(羽 口・増塙 ・土 製円盤等)

鉄器 ・鉄製品(短 刀 ・武具等)、 銅製品(刀 装具他)

銭貨(中 国 ・朝鮮 渡来銭 、寛永通寳)

石器(砥 石 ・硯 ・石 臼 ・石鉢)
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第3図 調査範囲(1)
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第4図 調査範囲(2)
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囎灘鞭鞭織鑛編翻譲翻叢騰1襯 麟覇幽

1縄 紋時代の遺構

(1)竪 穴住居趾(第1表 、第9～18図)

G区1棟 、F区42棟 、H区5棟 、H区 西側 の トレンチ2で1棟 、以上合計49棟 を検 出、調査 した。いず れ も中期

に帰属 し、 出土土・器の編年 に基づい て推定 した段 階 をみ ると、 中期3段 階(狢 沢式期)5棟 、中期4段 階(新

道式期)2棟 、中期5段 階(藤 内1式 期)1棟 、中期6段 階(藤 内H式 期)3棟 、中期7段 階(井 戸尻1式 期)6

棟 、 中期8段 階(井 戸尻 皿式期)3棟 、 中期9段 階(唐 草紋1段 階)1棟 、 中期10段 階(唐 草紋H段 階)12棟 、

中期11段 階(唐 草紋 皿段階)1棟 、中期12段 階(唐 草紋IV段 階)3棟 、中期13段 階(唐 草紋V段 階)7棟 、その

ほか時期の確定 で きない もの5棟 となる。個 々の遺構 についての記述 は一覧表 に譲 り、 ここでは時期 毎の概

要 について記す。

① 中期3段 階(狢 沢式期)

120・205・208・261・265住 が該 当す る。径3.6～3.8m内 外 、円形基調 の ものを主体 とす るが、208住 のみ長径5m

を超える大型の住居である。265住 は掘 り込みが非常 に深 く、208住 で は壁下に周溝 を巡 らせ る。炉 は261住 で

深鉢上半部 を用 いた埋 甕炉 、205・208住 は6個 の礫 を用いた小型 の方形石組炉であ る。 ともに床面 中央部 に設

置 される。柱穴 は判然 としないが205・208住 では4～5本 程度で、壁寄 りに掘 り込 まれる。そのほかの屋内施設

としては208住 で2基 の袋状 貯蔵穴がみ られる。遺物 の出土状況 はやは り208住 で中央 部の覆土 中に多量 の一

括土器群が残 されていたほかは非常 に少 ない。

② 中期4段 階(新 道式期)

200・215住 の2棟 が該当す る。長径4.5～5.9mの 楕 円形 を呈 し、壁下 に周溝 を巡 らせ てい る。炉 は確認 で きた

215住 で は礫7個 を用いて小型 ・方形 の石組炉 を、床 面中央に設置す る。柱穴 は4～5本 柱 と捉 え られ る。215住

で は中央部 の覆土 中～上層 に多量の一括土器群が遺棄 されていた。

③ 中期5段 階(藤 内1式 期)

268住 のみである。炉 とその周 囲か らピッ トが検 出 され たのみで、遺構の全貌 は不明で ある。炉 も掘 り込

みが浅 く、内部 に土器片がみ られたが、形態の種別 は判然 としない。

④ 中期6段 階(藤 内ii式 期)

102・198・218住 が該当する。形態 は径5m前 後の円形 を呈す る。炉 は102住 で は小礫 と一部 に深鉢の破片 を用

いた浅 く小型の円形石組炉 を、198住 では7個 の礫 を用 いた円形石組炉 を床面 中央 ～やや奥寄 りに設 けている。

柱 穴 は5な い し7本 主柱 で、198住 で は柱 穴間 を周溝 で結ぶ。遺物 は198住 の覆土中 に多量 の一括土器 が廃棄 さ

れていた。

⑤ 中期7段 階(井 戸尻1式 期)

84・118・170・214・216新 ・254住が該当する。径5.5～6.8mと やや大型 の円形基調 の ものが多いが、214住 のみ

3m未 満で特殊 な性格 の建物 と考 え られる。炉 は118・254住 で は小礫 を用 いた浅 い小型方形の石組炉 を床面や

や奥寄 りに設け るが、216住 で は深鉢下半部 を用 いた埋甕炉、214住 も埋甕炉の炉体土器 を抜 き去 った もの と

考 えられる。柱配置は6本 前後で、216・254住 では柱穴 問を周溝 が結 んでいる。 また216住 で は壁下 に垂木 と思

われ る小 ピッ トが多数検 出 された。特殊 な用途 と考 え られる小型の214住 では奥壁下の柱穴 間に大型 の袋状

土坑 を伴 ってい る。そのほか、84・216・254住 では同心円状 に住居 の拡張が行 われてお り、84・216住 では旧段

階の遺構 に貼床 を行 って新 しい床面 を設 けてい る。遺物 は118・216住 で覆土 中に多量の一括土器が廃棄 され
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ていた。

⑥ 中期8段 階(井 戸尻iii式期)

164・169・201住 が該当す る。径5～7.5mと 大型の円形基調の遺構 が主体 である。炉 はやや平 たい礫10個 程 を

浅 い掘 り方の周囲 に平面 を上 に向 けて円形 にならべ る傾 向が窺 え、方形 とはな らない。柱 穴は5～6本 主柱 で

ある。164・201住 では1度 の拡 張を行 ってい るようだ。遺物 は164・169住 で覆土 中 に非常 に多量 の土器が廃棄 さ

れ、その様相 は次段 階につ ながる ものが多 く、本段 階で も新 しく位 置づ け られ る。

⑦中期9段 階(唐 草紋1段 階)

168住 のみ該当す る。 円形 を呈 し、壁 沿い に周溝が巡 る。 やや奥 寄 りに掘 り込み の浅 い炉 があ り、石組炉

と考 えられる。柱穴 は5～6本 主柱 と想定 され るが判然 としない。

⑧ 中期10段 階(唐 草紋ll段 階)

92・116・117・134・172・173・185・187・199・202・229・241住が該 当する。平面形 は円形 を基調 とし、径5m内 外の

も・のが多い。壁下 に周溝iを巡 らせ、南側 を出入口 とする。92・172・173・202住 で は周溝iが二重 に巡 り、拡張の

あったこ とを示 してい る。炉 は奥壁寄 りに設 け られ、すべ て石組炉 であ る。92・117・202・199・241住 で は廃絶

時 に石材 を抜 き取 られ、掘 り方のみが残存す る。形態 は116・172・229住 の ように掘 り込みの浅 い長方形炉で縁

石 に棒状礫 を並べ るもの と、173・134住 の ように板状石 ない し平石 を仕切状 に斜 め に埋 め込み、す り鉢状 に

掘 り込みの深い方形炉 とす る ものがあ る。後者 は より新 しい様相 と考 え られ、石 材の抜 き取 りや出入口部 の

埋甕 の存在 も本例 で顕 著であ る。173住 では炉底 に小 型の深鉢 の頚部 を埋 め込 んでい る。柱 穴 は4～6本 配置

となる。出入口部の埋 甕 は1基 ～3基 存在 する ものがあ り、117住 では内側 か ら外側 のへ直線的 に切 り合 いな

が ら造 り替 え を行 ってい る。土 器の埋 設方法は底部 を有 す る深鉢 を正位 に埋 め る もの(正 位Aタ イプ)5基 、

底部 のみ欠 いた深鉢 を正位 に埋 める もの(正 位Bタ イプ)5基 、深鉢の上半部 を正位 に埋 める もの(正 位Cタ

イプ)1基 、深鉢 の上半部 を逆位 に埋 める もの(逆 位Cタ イプ)1基 であ る。複数 の埋甕 を有 す る場合 は正位A

タイプ と正位Bな い し正位Cタ イプの組み合 わせ である。 そのほかの屋内施設 としては、134住 の 出入 ロ部右

脇 に壁 の張 出 しがあ り、大礫4個 が長軸 を北東 一南西 に向 けて遺存、傍 らには炭化材が み られた。原形 をと

どめてはい ないが、状況か らみて立石 ・祭壇状 の施設 と推定 され る。遺物 は202住 で床面上 に大小 の深鉢が横

倒 しに潰れていたが、ほかの住居趾ではあ まり顕著 な状況 を呈 さず出土量 も多 くはない。

⑨中期11段 階(唐 草紋iii段階)

115住 のみが該当 し、棟 数は少 ない。115住 は保存状態が非常 に不 良で、住居形態 など判然 と しない。前段

階の新 しい タイプの住居趾 と同様 な状況 と考 え られ る。

⑩中期12段 階(唐 草紋IV段 階)

206・213・223住 が該当す る。 隅丸方形 に近 い形態 をな し壁下 に周溝iを巡 らせ るが、206住 で は二重 に巡 り、

拡張 を行 ってい る。炉は奥 寄 りの位置 に設 け られ、方形 の石組炉 と考 え られ るが石材 は抜 き取 られる。柱配

置 は4～6本 主柱で ある。出入口部の埋 甕は正位Aタ イプ と正位Bタ イプがある。206住 では石蓋が残 り、 また

炉 の西側 にも逆位Cタ イプの ものが貼床下か ら検 出 された。遺物 は206住 の覆土中か ら一括土器が出土 した。

⑪中期13段 階(唐 草紋V段 階)

104・114・210・224・238・242・243住が該当す る。直径4.5～4.8m、 円形基調 の ものが多い。114・210・238・242住

で は壁下 に周溝が巡 る。炉 は奥壁寄 りにあ り、大半 の遺構 で廃絶時 に石材 を抜 き取 られてい る。残 りの よい

114・224住 で は石英閃緑:岩の平石4枚 を垂直 に仕切状 に立 て、深い方形炉 を構築 する。柱 配置は4～5本 主柱 で

あ る。出入口部 の埋甕 は3棟 で認 められ、正位Aま た は正位Bタ イプであ る。224住 で は石蓋が残存 す る。良好

な遺物 出土状況 を呈 した遺構 は少 ない。
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第5図 小池遺跡遺構配置(1)

一11.12一



(2)方 形柱穴列(第19図)

F区 の南辺部で2基 が検出 された。 ともに土坑 として当初の調査 を行 い、後 に方形柱穴列 と して捉 え直 した

もので ある。 方柱1は 東西2問 で南北 は東側1間 分 が確認 された。調査 区外 にかか るた め全形 は不 明であ る。

規模 は東西が5.6m(柱 間2.8m)で 南北 方向は2.1mで ある。東西軸 の方位 はN-78.一Wで あ る。方柱2は 北辺

部1間 分 のみ検 出 され、東西2.8mを 測 る。 またN-58.一Wを 向 く。方柱1・2と もに掘 り方は直径0.7～0.8mの

円形 を呈 し、深 さは40～100cmを 測 る。方柱1のP2で は柱痕 が確認 され、最 下部 で直径16cmを 計測 した。掘 り

方の埋土 は さほ ど堅 く突 き固め られ てはい なか った。 また これ らの遺構 の帰属時期 は判然 と しないが、 とも

に中期後半期 、 と りわけ集落:が盛期 を迎 える10段 階頃 と推察 される。

(3)屋 外埋甕(第19図)

F区 の南辺部で5基が検出された。屋外埋甕1は 大型の深鉢下半部を正位に埋設 し底部は欠いている(正 位B

タイプ)。 内部には同一個体の土器片が崩れ込んでいた。土器は中期11段 階の様相 を呈する。屋外埋甕2は 正

位Bタ イプと逆位Bタ イプのものが南北に接 して埋設 される。土器は中期10段 階である。屋外埋甕3は 正位に

埋設された深鉢底部のみ残存 し、上部は削平される。屋外埋甕4は 正位Aタ イプで、内部に角礫1個 が存 して

いた。屋外埋甕5は 下部が割れ重なってお り、本体のほかに数個体分の破片が存 していた。土器は中期11段

階である。これらの埋甕は一応屋外の単独埋甕として捉えたが、屋外埋甕3な どはあるいは削平 された住居

趾 に伴 うもの も可能性 としては残される。また屋外埋甕5は その状況からほかの埋甕とは異なった性格を帯

びていたのかもしれない。

(4)土 坑(第20～22図)

各地 区か ら総 数721基 が検 出されたが、F・H区 では縄紋 ～中世の各時代の ものが混在 した状況で検出 された

ため、一括遺物が ない遺構の場合時期 決定 が極 めて困難 な状 況 にあった。従 ってここでは出土遺物か ら確実

に縄紋時代 に位置づ け られ る83基 のみ図示 した。

土坑 の分布傾 向はF区 の南東 隅～H区 東半部、すなわち環状 に分布す る住居趾群 か ら内側 にかけての一体 に

集 中がみ られ ることである。形態的 には直径0.5～1.5mの 円ない し楕円形 を呈 し、直あ るいは斜 めに掘 り込 ま

れ、底面が比較 的平坦で明瞭な ものが大半 である。土1560・1654な どは壁 がオーバ`.ハ ング し、袋状土坑 に分

類 される。直径2m以 上 の円形 を呈 し、 浅 くダラ ダラと掘 り込 まれ壁 ・床 の区別が不 明瞭 な もの に土1040・

1107・1488な どがあ る。

土坑内部 の状 況 と しては覆土中 に礫 を多含 す る ものが あ り、土1043・1307・1313・1425・1450・1555・1608・

1621・1632・1692・1718・1735な どが該 当する。 また内部 に完形か大型破片 の一括土器が存 した もの に土1028・

1052・1068・1303・1307・1562・1612・1651な どがある。

土坑 の時期 は大半が 中期3段 階 ～13段 階 に帰属 し、H区 では土475な ど後期 初頭 ～前葉の ものが少数存在す

る。 またF区 の土1107は 前期諸磯ic式併行期 に位置づ けられる。

(5)ピ ッ ト(第5～8図)

円形 ・小径 の ものを ピッ トとして扱 った。F～Hの 各地 区で多数検 出 されたが、時期決定ので きるものは少

ない。F区 の南東部～H区 、すなわち土坑 と同様、縄紋 時代の住居趾群 の南側一帯 にこの時代 の ものが集中す

るようである。
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F区

第6図 小池遺跡遺構配置 (2)
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F区南東部拡大

第7図 小池遺跡遺溝配置(3)
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F区 北部拡大

第8図 小池遺跡遺溝配置(4)
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第1表 小池遺跡縄紋時代竪穴住居趾一覧
難懸 難麟 鐡縷 簡

嚢爾.

s.

蕪 灘鐡簸諜 驚糊 熊露積
盤撚難蓑態 ・ ・獲1 纒饗 鐘繕辮雛. 灘

トレンチ2に係る部分のみ調査。二重 に周溝が巡

り、 一 回の拡張 を行 ってい る。

84 T2 (円 形) 632X?X17 ? ? ? 一 一
拡張後の床が一段高 く、旧住居部分 は黄褐色土 7

を貼 る。覆土中には完形 に近い土器が多量 に廃

棄 される。

162・163住 に切 られ る。西 部 は床 ・壁 を失 う。 東

92 F区 円 形 (632)X600×17 (22.7)
O

N一 一5-E
(石組)

長方形
一

壁下では拡張のため周溝が二重 に巡る。炉は浅

く、あまり焼 けていない。

遺物は炉か ら入 口部にかけて礫 とともに少量が

10

出土す る。

一 竪5、 土1808・1849に 切 られ る。柱 配置 は5本 主柱

と考えられるが ピッ トが切 り合い、2回以上の建

102 F区 不整円形 (436)X416×13 (13.7)
O

N-S一 一W 石組円形 一 て替えを行っている。炉は浅 く、周囲 を円礫で 6

囲むが南側では深鉢 の大破片 を用いている。南

壁に接 して石皿が置かれる。

中央部を撹乱で破壊される。柱穴は5本程度と推
104 F区 円 形 480×476×31 16.3 N-60'一W (石組)

一
察 されるが、判然と しない。炉は掘 り込みがほ　 13

とん どな く、焼 土面 のみ検 出 され た。

224住 、溝40、 ピ ッ トに切 られ る。 溝 に よる破壊

114 F区 円 形 (452)X(420)X35 (13.6)
O

N-25一 一E (石組〉 正B×1 が著 しく、柱配置 は判然 としない。炉 は残存部 13

では石英閃緑岩の平石 を立てている。

　 187住 を切 る 。86住 に切 られる 。西側 は削平 され

115 F区 楕円形 (696)X?X13 ?
a

N-25-E (石組)一
一 る。柱配置等 は判然と しない。炉は小形だが掘 11

り込 みは深 い。

一 179住に切 られる。削平で西壁を失う。柱配置は

116 F区 楕円形 560X?X11 ?
O

N-25一 一E 石組長方形一 一 5～6本 と考えられるが、建て替えによる重複が

激 しい。炉は浅 く、被熱 も弱い縁石は角礫、棒
10

一 　

状礫 を用 い、完 存。 遺物 は少 ない 。

土1784、 溝29に 切 られ る。床 面 は平坦 ・堅緻 で あ

117 F区 円 形 580X?X8 ?
O

N-65-E (石組)一
正A×2

正B×1

る。柱穴は4本配置 と考えられ、掘 り方は大 きく

深い。埋甕は3基が切 り合い、順次外側へ と造 り

替えを行 っている。遺物 は少ないが土偶胴部、

10

ミニ チ ュア土器 が出土 。
一

163・185住 に切 られ る。252住 と切 り合 う。床 面

は 堅 緻 で あ る 。 柱 配 置 はP1・3・4・5・6・17の6基 が

想定 される。炉縁石は円礫、棒状礫 を用い、炉
118 F区 楕円形 536×520×27 20.0

O

N-S一 一E 石組円形 一 底 は浅 い。 7

遺物は覆土上層 に多量の廃棄が認められる。周

溝内 より土偶胴部、他 に朱の入ったミニチュア

土器等出土。

120 F区 円 形 264X?X24 ? ? ? 一 196・265住 、土1230に 切 られ る。265住 の 旧住居

と考 え られ る。 床面 の大 半 を失い 、詳細 不明 。
3

保存状況は良好である。主柱 は4本配置で、各穴一一
とも重複がみ られ、 また東壁下の周溝 のあ り方

134 G区 隅丸方形 472×472×20 16.0
O

N-25-E 石組方形 正B×1
か ら1回の拡張が行われている。出入口部か ら南

東隅にかけて壁が張 り出し、棒状の巨大な礫が4
10

個残 される。立石、祭壇状の施設かと思 われる。

遺物は少ない。炉は縁石が完存する。

土1677を 切 る 。87・92・162・166住 に 切 ら れ る 。 大

形の住居趾で、二重に巡る周溝から1回の拡張が

164 F区 円 形 952×668×42 (33.9)
O

N-3-E 石組円形 一 推 察 され る。柱 配 置 はP7・14・16・18・27・28の6本

だが 、拡 張 に伴 い付 け 替 え を行 って い る。 炉 は
8

平石 を円形に敷 き囲み、炉底は浅い。遺物は床

より浮いて多量の土器が廃棄される。

214住 を切 る 。239・244住 に 切 ら れ る 。 土1792・

168 F区 円 形 568X?X13 (24.3)
O

N-25一 一E (石組) 一 1961と切 り合 う。耕作による破壊が著 しい。床

は黄褐色土 を叩き締め、堅い。炉は石材が全 く
9

残 され ない。

170・254住 を 切 る 。166・252住 、 土1569に 切 ら れ

る。床面は黄褐色土 を叩 き締める。炉は小円礫 一一

169 F区 円 形 596×572×40 (24.2)
O

N-60-E 石組円形 一 を縁石に用い、炉底の掘 り込みは深い。西 に接

して旧炉 と思 われ る焼土面、掘 り込みがある。
8

柱配置は5～6本 が想定 され、掘 り込み も深 い。

遺物は覆土中に多量の完形土器が廃棄される。

169・172・254住 に切 られ 、わ ずか に東壁 と床 の 一

170 F区 (円 形) ? ? ? ? 一
部 を残すのみである。遺物 はほとん どないが、 7

覆土 中より顔面把手形の土偶頭部が出土 した。
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懲農

斑③.
纏 嚢 簸縷

i規摸
壷勲叢灘 額 埋甕 鑓繕灘獄 覇灘縫短獲深 驚鋤 瀬爾積

172 F区 円 形 524×512×16 (17.9)
O

N-25-W
(石組)

長方形

一

170・254住 を切 る。土1456・1557・1558・1575に 切

られ る。 北 半部 の 床面 は黄褐 色 土 を貼 る。 柱 穴

は6本 配置 と捉 え られ る。 炉 はほ とん ど掘 り込 み

が な く、焚 口 は平石 を敷 き、他 は棒状 礫 で 囲む 。

遺物 は大形 の深鉢 の他 、少 な い。

10

173 F区 円 形 480×456×9 (15.6)
O

N-25-E 石組円形
正A×1

正C×1

261住 を切 る 。174・203住 、土1565に 切 られ る 。

柱 配置 は5本 が想 定 され る。炉 は平 石 を斜 め に配

し、 揺鉢 状 の炉 底 中央 に は小 形 の深 鉢頚 部 を埋

め込 む。

10

185 F区 (楕円形) ?X?X12 ?
O

N-40-E
(石組)

方形
正A×1

118住 を切 る、土1027・ll38・1238・1567・1571に 切

られ る 。柱 配 置 は判 然 と しな い。 炉 は東 壁 の 石

材 が抜 か れてい る。遺 物 は少 ない。

10

187 F区 (円 形) (652)X(624)X7 ?
O

N-30-E
(石組)

方形
逆C×1

86・115・169住 に切 られ 、壁 ・床 を ほ とん ど失 う。

P4内 か ら釣 手土 器 出土。
10

198 F区 不整円形 560×544×21 (23.2)
O

N-40-W 石組円形 一

土1515・1652に切 られる。床面は礫混 じりの黄褐

色土中に設 けられる。柱穴は7本配置で、間隔の

狭いP4・5間が入ロ と推定される。炉はやや奥 ま

った位置にあ り、棒状礫 を配する。炉底 は浅 く

被熱 も弱い。遺物 は中央部の覆土中 に多量 に廃

棄 される。北寄 り周溝内 より有孔石製品出土。

6

199 F区 円 形 424×412×18 22.0
O

N-85-W (石組) ?

218住 を切 る。溝40・43に 切 られ る。 床 面 は黄褐

色 土 を叩 き締 め る。 炉 は石材 を抜 き取 られ 、柱

配置 は判然 と しな い。遺物 も非 常 に少 ない。

10

200 F区 楕円形 592×536×18 (10.3)
O

N-5-W ? 一

201住 、方柱1に 切 られ る。床面 の1/2以 上 を失 う。

柱 配 置 は5本 と推定 され る。炉 は削 平 の ため か 、

判 然 としない。 遺物 は少 ない。

4

201 F区 円 形 528×528×8 (22.6)
a

N-15-W 石組円形 一

200住 を切 る。199住 に切 られる。東～南部で周

溝が二重に巡 り、拡張を示 している。炉 は奥 ま

った位置 にあ り揺鉢状 に深 く掘 り込 まれるが 、

縁石は浅 く敷 くように配する。柱配置は6ない し

7本配置 と捉 えられる。遺物は少ない。

8

202 F区 円 形 (532)X(520)X8 (17.7)
O

N-10-W (石組)
正A×1

正B×2

溝38に 切 られ、南壁 を失 う。周溝は拡張のため

東半部で二重 に巡る。柱配置 は周溝上に連なる6
～8基が該当か。炉は石材の一部が揺 り鉢状の掘

り方 内に遺棄 される。遺物は埋甕～炉にかけて

の床上に深鉢3～4個 体分が潰れていた。

10

203 F区 隅丸方形 340X?XS ?
O

N-50-E (石組)
一

173・218住 を切 る。土1516に 切 られる 。覆土 をほ

とん ど失 う。柱 穴 は4本 配 列で 、床 面 やや奥 まっ

た位 置 に炉 が 設 け られ る。奥 壁 部 の み周 溝 が認

め られ ない。遺 物 はほ とん どない。

10
S
13

205 F区 楕円形 380×304×8 (8.3)
O

N-80ｰ一E 石組円形 正C×1

204住 、 土1671・1446に 切 られ る。 床 面 は黄 褐色

土 を貼 り、 中央 部 に小 礫 を配 した炉 を設 け る。

柱 穴 は2～4本 と考 え られ る。北 壁 下 に は埋 甕状

に深 い鉢 が埋 め込 まれ ていた。 遺物 は少 な い。

3

206 F区 楕円形 520×492×18 20.1
O

N-15-W (石組)
逆C×1

正B×1石 蓋

86住、土1512・1513に切 られる。東～南側で周溝1

が二重 に巡 り拡張を行っている。炉は揺鉢状に

大 きく掘 り込 まれ、掘 り方の形態か ら一度造 り

直されている。柱穴は4本配置である。埋甕は出

入口部の他、炉の西側にも存在。遺物 は覆土中

に数個体分が廃棄され土偶、土鈴等が出土。

12

208 F区 楕円形 536×436×23 14.4
ON-0 石組方形 一

土1473・1505・1506を 切 る。黄 褐色 土 を堅 く叩 き

締 め、 平 坦 な床 を なす 。炉 は小 礫 を組 む。 主柱

穴 はP1・4・6・10・11の5本 で、小 径 であ る。南 壁沿

い のP3・5は 袋状 に深 く掘 り込 まれ る貯 蔵 穴 で あ

る。遺 物 は 中央部 の覆 土上層 に完 形 に近 い 土器

が多 量 に廃 棄 され る。土偶 腕部 出土 。

3

210 F区 円 形 476×452×12 (16.8)
O

N-45-W (石組)
一

土1449、 溝:43に切 られる。199住 と接 す る。 方柱

1と 重複 。柱 配置 は5本 内外か 。P10は 旧炉 の可 能

性 あ り。 遺物 は非常 に少 ない。

13

213 F区 隅丸方珍 ?X?X30 ?
O

N-20一 一E (石組) ?

土1741・1742・1743を 切 る。P3・4・5・6・8が主 支柱

に係 る ピ ッ トで あ ろ う。炉 は石 材 が抜 かれ 、揺

鉢状 の炉 内 に投 棄 され る。遺 物 は東半 部 の 覆土

中 にや や大形 の土器 片等 があ る。

12

214 F区 円 形 292×280×14 5.6
O

N-15-E (埋甕) 一

168住 に切 られる。小形の住居趾である。炉 は

元々埋甕炉であったと推定される。柱穴は4本配

置で、奥寄 りのP1・2の間には袋状の貯蔵穴が設

けられる。出土遺物は非常 に少ない。

7
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215 F区 楕円形 452×452×40 ? N-15`一E 石組方形 一

216住 に切 られる。黄褐色土層中にタタキ床 を設

ける。柱は1・3・6・7・8の5本配置である。炉は石

英閃緑岩の小礫で囲み、浅い炉底はわずか に焼

ける。

遺物は中央部の覆土中層 に多量の土器が廃棄 さ

れ、顔面把手1点が出土 している。

4

216旧 F区 円 形 252X?X30 ? ? (埋甕) 一
216新住に貼られる。炉は中央部のP3が 可能性高

く、埋甕炉 と推定。遺物等はほとんどない。

6

216新 F区 円 形 548X?X20 ?
a

N-20-E 埋甕 一

215住 を切る。216旧 住 を貼 る。P1・3・4が主柱穴

で、間を周溝が結ぶ。壁下には垂木穴 と考え ら

れる小 ピッ トが連なる。炉 は深鉢底部 を埋設す

る。遺物は覆土上層 に完形 に近い土器が多量 に

遺棄 される。

7

218 F区 円 形 516X?X17 ? ? ? 一

199・203住 、溝40・43に 切 られる 。床 の大 半 を失

うため 、炉 、柱 配置 等 の詳 細 は不 明 で あ る。 遺

物 は東 壁 下の覆 土 中に大型 破片 がみ られ る。

6

223 F区 隅丸方形 408×396×18 (13.3)
O

N-35一 一E (石組) 正A×1

220・221・226住 、溝40に 切 られ る。柱 配 置 は判 然

と しない が、 入 口部 には壁 に接 して小 ピ ッ ト3基

が 配 され てい る。炉 は石材 を抜 き取 られ てい る。

遺 物 は少 ない。

12

224 F区 不整円形 360×296×28 (7.0)
O

N-75一 一E 石組方形 正A×1石 蓋

114住、土1581を切 る。土1539に 切 られる。小形

の住居趾である。柱配置は4本で、炉は石英閃緑

岩の平石4枚を仕切に立てる。埋甕は石蓋が伴い、

内部は空洞であった。遺物 は覆土 中に破片が多

く、土偶頭部 も出土。

13

229 F区 円 形 496X?X26 ?
O

N-15一 一E (石組) ?

溝``一40・42に切 られ る。主 柱 は6本 配置 と推 定 され

る。 炉 は小 礫 を縁 石 に用 い、 掘 り込 み は 浅 い。

遺物 は炉 内 に土器 片が 多い。

10

238 H区 円 形 452×424×11 14.0
a

N-15一 一W (石組) 一

土1606・1607と 切 り合 う。床面 等 、判然 と しない

遺構 で あ る。 主柱 は4本 と考 え られる。 炉 は石材

を抜 き取 られ てい る。 全域 で 礫 が み られ るが 、

遺物 は少 ない 。

13

241 H区 円 形 476X?X6 ?
O

N-10一 一E (石組) 正B×1

242住 に切 られる。 土1302と 重複 。東 ～南側 にか

け て周 溝 が検 出 された 。主 柱 は4～6本 と推 定 さ

れ る。遺 物 は少 ない。

10

242 H区 円 形 412×392×3 (9.6)
O

N-40一 一E
(石組)

方形
正B×1

241住 を切る。小形の住居趾である。柱穴は周溝

上に検出され、主柱 は6本と推定される。炉は東

側で石材を欠 くものの良好 に残存。

13

243 H区 楕円形 588×484×12 20.1
O

N-50一 一E (石組)
一 土1543・1608・1692と 重 複。 判 然 と しない 遺構 で

あ る。柱配 置 は4～5本 程度 か。遺 物 も少 ない。
13

252 F区 ? ? ? ? 石組長方形 一

169住 を切 る。118住 と切 り合 う。炉 の み が確 認

され た 。炉底 は浅 く、あ ま り焼 け てい な い。縁

石 は小礫 を用 い る。

8
S

9

254 F区 楕円形 680×580×33 27.6
O

N-5-W 石組方形 一

170住 を切る。169・172住に切 られる。切 り合 う

住居趾の中では最 も掘 り込みが深 い。柱配置は6

本で、柱穴を結んで周溝が巡る。

炉は小礫 を縁石 に用い、炉底はほとんど掘 り込

まれない。覆土の大半を失 うため、遺物 は極め

て少 ない。

7

261 F区 不整円形 360×348×7 ? ? 埋甕正A 一

173・174住に切 られる。柱配置は判然とせず、断

片的に周溝が確認された。炉は深鉢上半部を埋

設する。

3

265 F区 円 形 372×340×44 7.5 ? ? 一

120住 を切 る。196住 、土1230に 切 られ る。掘 り

込 み は深 く、 床面 は緩 く中 央部 が 窪 む。 中央 の

深 い ピ ッ トは 位 置 的 に は炉 の 可 能性 もあ る が 、

全 く焼 けてい ない。

柱 配置 は判 然 と しないが 、 おお む ね4～5本 程 度

か。 遺物 は大変 少 ない。

3

268 F区 ? ? ? ? (石 組)? 一 炉 と周囲のピッ トを残すのみである。炉は浅 く

掘 り込 まれ、内部に土器片が残されていた。
5

277 H区 楕円形 536×460×20 18.5 ? (石組)?
一

250住 、 土1621に 切 られる。 床上 よ り多数 の ピ ッ

トが 検 出 され たが 、相 当数 は他遺 構 との重 複 と

考 え られ る。柱 配 置 は5～6本 か。 遺物 は ほ とん

どない 。

?

278 F区 (円 形) ?X?X16 ? ? ? ?
わずかに北壁部分を調査で きたのみである。遺

物はほとんどな く、詳細不明。
?
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竪穴住居趾
92住

102住

■

第9図 小池遺跡縄紋時代の遺構(1)
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第10図 小池遺跡縄紋時代の遺構(2)
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第11図 小池遺跡縄紋時代の遺構(3)
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第12図 小池遺跡縄紋時代の遺構(4)
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第13図 悦遺跡縄紋時代の遺構(5)
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第14図 小池遺跡縄紋時代の遺構(6)
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第15図 小池遺跡縄紋時代の遺構(7)
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第16図 小池遺跡縄紋時代の遺構(8)
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第17図 小池遺跡縄紋時代の運構(9)
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第18図 小池遺跡縄紋時代の遺構 く10)
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第19図 小池遺跡縄紋時代の遺構(11)
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第20図 小池遺跡縄紋時代の遺構(12)
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第22図 小池遺跡縄紋時代の遺構(14)
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2.奈 良 ・平 安 時 代 の遺 構

(1)竪 穴住居 趾 ・竪穴状遺構(第2表 、第23～38図)

小池遺跡2次 調査 では、F区40棟 ・G区49棟 ・H区23棟 の合計112棟 の竪穴住居趾 と、5棟 の竪穴状遺構iが検 出 さ

れた。これ らの遺構の帰属時期 は、長野県埋 蔵文化財 セ ンターによる松本平土器編年(参 考文献参照)に 基

づ き4期(8世 紀後葉)～10期(10世 紀 中葉)の 時期 に比定 され る。各 時期の住居;趾:数の内訳 は、4期:3棟 、5

期:5棟 、5～6期:10棟 、6期:1棟 、6～7期:2棟 、7期:11棟 、7～8期:11棟 、8期:9棟 、8～9期:9棟 、9

期:9棟 、9～10期:4棟 、10期:4棟 、時期不明:34棟 である。各地区の様相 は、4～5期 の古い段 階 にG区 やF

区の北半 に集中す るが 、それ以降 は全面的 にみ られる。住居趾 規模 は、一辺7m以 上の大型住居趾 がH区 に1

棟(246住)み られ るが 、概 して一辺4.5m以 下 の中型 ～小型 の ものが多 く、一辺3.5m以 下の超小 型 も多数 み

られる。

これ らの各遺構1の記述 は一覧表 にあ るので、時期 ごとの概要 を述べ る。

①4期(8世 紀後半)

該期 の遺構は 少 な く、F・G区 の124・132・196住 の3棟 が相当す る。124・132住 は一辺3.5m以 下の小 型住居 であ

るが、196住 は一辺6.4m～5.8mの 比較的大型 の住居趾 である。いずれ もカマ ドは東壁 中央部 にある。196住 か

らは馬具、124・132住 か らは甲斐型杯 が出土 している。

②5期(8世 紀末～9世 紀初頭)

85・127・155・260住 が該 当す る。85・155住 は一辺3.8～4.2mの 小 型住 居趾 、127・260住 は一辺3.5m以 下の超小

型 の住居趾 であ り、小 型住居趾 のみ で構成 される。カマ ドは、いずれ も東壁 中央部 に位 置す る。155・260住

では、住居廃絶時 に人為的 にカマ ドを破壊 された痕跡がみ られる。

③6期(9世 紀前半)

96・125・128・130・133・136・189・236・246・259住 が該 当す る。246住 は、一辺7.48～7.88mを 測る大 型住居 であ

る。小池遺跡 では最大規模で、該期の中核 をなす住居 と考 え られ る。住居趾 の分布 をみる とG区 ・H区 に集中

す る。カマ ドは、ほ とん どが東壁 中央部 に設置 され、133住 のみが西壁 中央部 に位 置す る。いず れの住居肚 』

もカマ ドの遺存状況 は悪いが、そのほとん どが住居廃絶 時に人為的に破壊 された もの と考え られる。

④7期(9世 紀 中頃)

105・107・122・129・133・136・141・157・221・226・251・256・262・263・275住が該当す る。各地区 に全面 的 に住居趾

が み られる。住居趾規模 は、一辺5.5m未 満 の中～小型の ものが多い。カマ ドは、東壁中央部 に位置す る もの

が ほ とんどで、122住 のみが西壁 中央部 に位置す る。

⑤8期(9世 紀末)

94(新 ・旧)・132・142・143・151住 など20棟 が該当する。各地区全面 に展開 し、最 も住居趾数が多 くみ られる。

カマ ドは、7期 まで は東壁 中央部 に位置す る ものが ほ とん どであったが 、東壁南寄 り(247住)・ 西壁 南寄 り

(174・181住)や 北壁東寄 り(158住)に 位置す るものがみ られる ようになる。規模 は7期 と同様 、一辺5.5m未

満 の中～小 型の住居趾がみ られる。

⑥9期(10世 紀前葉)

86・87・97・108・110住な ど18棟 が相 当す る。F・G区 に該期 の遺構が多 くみ られる。1辺5.5m以 上の準大型の住

居趾が2棟(86・139住)み られる。カマ ドの位 置は、東壁 中央部(87・108住 など)と 東壁南寄 り(154・162住)、

東壁北寄 り(86住)が 混在 し、壁の中央部か ら隅 に寄 る例が増加す る。

⑦10期(10世 紀 中葉)

93・100・131・191・269・270住 が該当す る。住居趾数 は6棟 と少 な くなる。規模 は、一辺3.5～5.5m未 満 の小型
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から中型のものがみ られる。カマ ドは、すべて東壁南寄 りに位置する。今回の調査地では、11期 以降の平安

時代住居趾はみられなくなる。

(2)掘 立柱建物趾(第3表 、第38～40図)

掘立柱 建物趾 は6棟 検 出 された。いずれ もH区 に位 置 してお り、F・G区 にはみ られ ない。平面形状 は、すべ

て側柱式 で総柱式 は検 出 され なか った。規模 は3間 ×2問 と2問 ×2間 の2種 類 み られ る。いずれの建物趾 も掘

り方 は円形であ る。各建物趾 は、主軸 方向か らN-13～15.一E(建7・8・10)を 指す もの、N-70.一W健9・

11)、N-18.一w(建6)の3つ の グループに分 け られ る。 これ らの建 物趾 の時期 は、出土遺物が ほ とん どみ

られなかったので判然 と しない。

(3)土 坑墓(第40図)

本遺跡では数多 くの土坑が検出されたが、その多 くは遺構の性格を決定するには至 らなかった(次 項の土

坑参照)。 その中には、墓であったもの も含まれている可能性があるが、出土状況などか ら墓趾 と認定でき

るものは土坑墓1の みであった。ここではその検出状況について述べる。

土坑墓1はF区 南側中央部で検出された。平面形は長方形を呈 し、規模は長軸282cm、 短軸166cm、 主軸はほ

ぼ真北を指す。底面 までの深 さは、検出面から最深部で30cmを 測る。底面はほぼ平坦である。出土遺物は多

量で、北壁際中央部 と南東部からまとまった量の土・器が出土 した。特に北壁際は遺物の量が多 く、土師器杯

16点 ・土師器椀1点 ・灰紬陶器長頸壺1点 ・灰粕陶器平瓶1点 が出土 した。これらのうち土師器杯2点 を除き、他の

すべてが正位で出土 した。また、南東隅部分か らも土師器杯が3点 出土 している。これらもすべ て正位で、

うち2点 は重ねられた状態で出土 した。また、棺を打 ちつけてあったと考えられる釘が北壁際と南東壁際か

ら出土している。土・器はこの釘よりも外側から出土 しているため、死者を納めた棺外に供献されたものと推

定される。本趾の帰属時期は、出土土器の様相から松本平古代土・器編年の9期(10世 紀前葉)に 比定 される。

(4)土 坑(第40図)

本遺跡 か らは751基 の土坑が検出 されている。 しか し、 その多 くは時期 ・遺構 の性格 まで を特定 で きない も

のが ほとんどであ る。特 に本遺跡 は、縄紋 ・奈 良～平安 ・中世 と複 数の時代 にまたが る複 合遺跡であ るため、

時期 が比定で きる土坑 は非常 に少 ない。該期の土坑 と推定で きる ものは、 出土遺物か ら土1121・1531・1568・

1808の4基 のみであ る。形態 は円形 を基本 としてい る。規模 は概 して小 さく、径60～100cmの ものが多い。分

布 は、G区 ・F区西側 ・H区中央付近 に多 くみ られる。

(5)ピ ッ ト(第5～8図)

各地区全域に多数分布するが、特にF区 北東部・南西部、G区 南半部などに集中すると考えられる。しかし

遺物を伴出するピットが少ないため時期決定が困難で、その様相は判然としない。
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第2表 小池遺跡奈良・平安時代竪穴住居趾 ・竪穴状遺構一覧

僅 居
斑0.

弛墜 譲顧形
規 模

塗謝欝繊 鐵懇 穣 遣 構 所 冤 時
期藻 灘短 鱗深IG鋤 膿藏積

85 F区 (方形) 424X?X16 ? ? ?

土1135に 切 られ る。 床面 は凹 凸が あ り、堅 くな い 。11基 の

ピ ッ トを確 認 した が、柱 穴 は見 当た らな い。

遺物 は豊 富で 、墨書 土 器等 あ り。

5

86 F区 長方形 596×524×26 (26.7)
O

N-90-E
東壁北寄
石 組

206住 を切 る。 土1043～1045・1512に 切 られ る。 整 っ た長 方

形 プ ラ ン をなす が 、 カマ ド部 分 のみ 外方 に膨 らむ 。 カマ ド

は両 袖 、 火床 面 を残 し、 支 脚 石が 存 在 。天 井 部 等 の構 築 材

が周辺 の床 上 に散乱 。

P1～5・7～9は 柱 穴 の 可 能性 が ある 。緑 粕 陶 器 、 墨 書 土 器 、

鉄 釘2点 、鉄 津3点 出土 。

8
S
9

87 F区 長方形 328×212×12 6.6
O

N-105-E
東壁中央
石 組

164・166住を切 る。小形の住居趾である。カマ ドは両袖 を残

し、右脇 に貯蔵穴 を配す る。カマ ド～貯蔵穴にかけて構築

材 の礫が散乱する。

遺物は墨書土器 などが出土。

9

93 F区 長方形 532×436×26 (19.9) ? ?

竪10、 土1822に 切 られ る 。南 北壁 は緩 く弧 状 に張 る。 カマ

ドは北 壁 に存 在 か。P3・7は 柱 痕 が観 察 され、柱 穴 と考 え ら

れ 、P8・11も 可 能性 が高 い。

特記 すべ き遺物 と して緑 粕 陶器 、鉄 津1点 出土 。

10

94 F区 方 形 368×348×16 9.8
O

N-105-E
東壁中央
石 組

覆土中東半部には礫が散在する。 カマ ドは両袖 、支脚石を

残 し、天井構築材は内部 に崩れ込 んでいる。北東 隅、南東

隅には貯蔵穴様の楕円形 ピッ トがある。明確な柱穴 は観察

されない。緑紬陶器、墨書土器出土。

8

94旧 F区 方 形 360×332×29 8.8 N-100-E
東壁南寄
石 組

94住 の建て替え(拡 張)前 の遺構iと考えられる。カマ ドは

新住 とほとんど位置を替 えていない。北東隅に貯蔵穴様の

ピットがある。墨書土器出土。

?

96 F区 長方形 464×388×6 14.5
a

N-25-E 一

土1047に 切 られ る。 削 平 に よ り西 壁 をほ とん ど失 う。 カマ

ドは存 在 しない 。12基 の 円形 ピ ッ トを検 出 した が いず れ も

浅 く、配 置 も定 ま らない。

5
S
6

97 F区 方 形 396×368×13 (11.5)
O

N-83一 一W
一

土1639を 切 る 。土1225・1640に 切 られ る。 カマ ドの み られ な

い住 居 趾 で あ る。14基 の 円形 ピ ッ トを検 出 した が、 柱 穴 は

判然 と しない 。

特記 遺物 と して、墨 書土 器 な どが 出土 。

9

100 F区 (方形) 452X?X23 ? ? ?

183・184住 、溝25に 切 られ る。 平坦 な床 面 と4基 の 円形 ピ ッ

トを検 出 。 カマ ドの存 否 等 、他 遺構 との重複 に よ る破壊 の

た め不明 。鉄錺i・鉄 釘 各2点 、鉄 津1点 出土 。

10
5

11

101 F区 (方形) 524X?X17 ?
a

N-115-E
東壁中央
張 出

{Zs、 ピッ トに切 られ る。 カマ ドは袖 ・天 井 を失 い 、火床 面

のみ を残 す。位 置 的 にみてP2・8が 主柱 穴か 。墨書 土 器 出土 。

8

5
9

105 F区 方 形 368×356×22 9.6 N-llぴ 一E
東壁北寄
石 組

ピットに切 られる。東壁以外 の各壁下 には周溝二が確認 され

る。カマ ドは袖、火床面を残 し、南東隅のP8は 貯蔵穴と捉

え られる。北西隅の床上 には焼土面が観察され る。柱穴 は

存 しない。鉄鎌1点出土。

7

107 F区 方 形 388×344×14 9.9
a

N-27-E 一 北 ・東 ・南 壁 下 に周 溝が 巡 る。 カマ ドは な く、柱 穴 も判 然 と

しない。
?

108 F区 長方形 (384)X?X18
'

?
O

N-115-E
東壁中央
石 組

土1107に 切 られる。 北 ～西壁 を失 う。 カマ ドは袖 石 を残 す 。

P2・8は 貯 蔵 穴 か。 柱 穴 は存 在 しない 。火床 面 よ り土 師器杯

の完形 品 出土。

8
S
9

110 F区 長方形 384×284×10 9.3
O

N-60一 一W
一 カマ ド、ピッ ト等 の床面施設 をもたない遺構である。北東

部に大礫3個、杯類が2点みられるが遺物は少ない。
7

112 F区 (方形) 364X?X14 ? ? 一

171住 、土1791に 切 られ る。 カマ ド、柱 穴等 、床 面 施設 は何

らみ られ ない。

出土遺 物 は きわめて少 ない。

?

121 G区 方 形 404×372×16 12.1 N-110-E
東壁中央
石 組

カマ ドは撹乱 により左袖部を失 う。 また構築材の礫が北側

にかけて散乱する。床面はやや軟弱で、中央部 に貼床がな

される。カマ ド両脇 には貯蔵穴様 の楕円形 ピッ トが存在す

る。柱穴はみられない。

遺物は少な く、土師器杯、灰紬陶器碗 などがある。

8
S

9

122 G区 方 形 352×336×14 (10.2)
O

N-65-W
西壁中央
石 組

土1158に 切 られる。 カマ ドは火床面のみ残 し、構築材の礫、

土師器甕片等が上部に集積する。南西隅には貯蔵穴があ り、

杯類が多 く出土。柱穴 はみられない。

7

124 G区 方 形 368×348×26 (11.3) N-110'一E
東壁中央
石 組

土1192に 切 られる。カマ ドは火床面のみ残 される。南東隅

に円形の貯蔵穴があ り、土器類が多 く出土。甲斐型土器杯1

点あ り。

4

125 G区 方 形 392×368×12 11.5 N-100-E
東壁中央
張 出

床面は堅 く、黄褐色土 を全面に貼 る。 カマ ドは破壊 され、

土師器甕片 と共に一部の構築 材が火床面上 に残 される。西

壁沿いに5基のピットが検出されたが、柱穴はみられない。

遺物は少ない。土師器類等出土。

6
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126 G区 方 形 444×372×10 ?
a

N-5-E ?

竪3に切 られる。床面はやや軟弱。残存部分での カマ ド、ピ

ット等屋内施設の検出はされなかった。遺物 は非常 に少ない。

鉄器3点、鉄津2点出土。

{
9

127 G区 方 形 344×336×21 8.9 N-110'一E
東壁中央
石 組

カマ ドは両袖 、火 床 面 を残 す 。床面 は平坦 で、 ピ ッ ト等 は認

め られ ない。

遺 物 は、須 恵器 杯 ・蓋 な どが ある。

5

128 G区 方 形 400X(380)X14 (12.7) ? ?

129住 に切 られる。床面は貼床 され、非常に堅い。残存部分

ではカマ ドは確認されない。東半部に遺物が多い。

遺物は少ない。鉄器2点あ り0

5
S

6

129 G区 方 形 536×508×35 22
O

N-15一 一E 一

128住 を切 る。 カマ ドは設 け られ な い。 四 隅 に円形 ピ ッ トが

あるが 、掘 り込 み は浅 く柱 穴 とは考 え に くい。

遺 物 は少 ないが 、墨書 土器 出土 。

7

130 G区 方 形 428×416×16 (15.5) ? 一

177住 を貼 る。土lI93に 切 られ る。 床面 は177住 の覆土 中 にあ

り、 黄褐 色 土 を堅 く貼る 。 カマ ド、柱 穴等 は見 当 た らな い。

刀 子1点 出土。

5
S
6

131 G区 方 形 440×408×21 13.5
a

N-115一 一E
東壁南寄
石 組

180住 を切 る。南東隅および北西隅のみ隅丸形態 をなす。カ

マ ドは石材が抜かれ、火床面のみ残される。覆土中全域に礫

が散在する。

遺物 は土師器、灰紬陶器、鉄釘1点出土。

9
5
10

132 G区 長方形 416×328×26 10.9
a

N-115一 一E
東壁中央

張 出

四壁共に直線的で、断続的に壁下に周溝が巡 る。床面は堅い。

カマ ドは天井部以外良好 に残存、カマ ド内～焚口前方 に構築

材が散乱する。5基 のピッ トが検出 されたが、柱穴はみられ

ない。甲斐型杯、墨書土器出土。

4

133 G区 方 形 460×424×23 14.8
O

N-65一 一W
西壁中央
石 組

土ll94を 切る。1回の建て替 えが行われる。南壁を除 き各壁

沿いに周溝が巡る。床面は堅い。カマ ドは両袖、支脚石、火

床面 をよく残 し、カマ ド内か ら掻 き出 されたものか、炭灰が

右脇 に集積する。壁沿いに5基の ピットがあ り、東壁の3基は

柱穴の可能性がある。

遺物は多量の土器のほか、鉄鎌1点出土。

古
5
5
6

新
7

135 G区 方 形 480×440×30 15.3
a

N-75一 一W
西壁中央
石 組

隅丸のプランをなす。北 ・東壁下には周溝が存在す る。床面

は堅緻 。カマ ドは両袖、支脚 を残す。柱穴 は壁沿いにあるP4
～7が該当する。覆土中は全域 に礫が散在 し、カマ ド周辺 ～

南壁沿い～東壁沿いにかけて杯類等が残される。

墨書土器、鉄釘等出土。

8

136 G区 方 形 396×360×32 9.7 N-120'一E
東壁中央
石 組

土1190に 切 られる。1回 の建て替えが行われる。床面はやや

軟弱。カマ ドは天井・袖部が壊 され、石材が焚口前の床上 に

廃棄 される。2基の ピットが検出されるが、柱穴は見当たら

ない。

脚台状の土師器不明品等出土。

古
5
S
6

新

S

8

137 G区 方 形 440×420×26 15.6 N-110-E
東壁中央
石 組

138住 を切 り、土1180に 切 られる。壁 よりやや内 まって断続

的 に周溝が巡る。床面はやや軟弱。カマ ドは火床面のみ残存

し、構築 材か否か不明だが南壁下および西寄 り床上 に石材が

散乱する。

遺物 は杯類がみあたらない。

?

138 G区 方 形 320×308×5 (9.3)
a

N-115一 一E
東壁中央
石 組

137住 に切 られる。軟弱な床 をなす。カマ ドは廃絶時 に破壊

され、石材は火床面上に置きかためられている。柱穴、 ピッ

トは検出されなかった。

9

139 G区 長方形 552×540×21 23.7 N-120'一E
東壁中央
石 組

182住 を切 る。北辺部のみ隅丸 ・胴張 り形態をな し、壁下に周

溝を巡 らせる。カマ ドは天井部 を壊 され内部に杯類が残され

る。カマ ド右脇 には貯蔵穴があ り、柱配置は判然 としない。

なお床面には埋められた周溝があ り、拡張前の遺構 と捉えら

れた。緑紬陶器、墨書土器、鉄津出土。

9

140 G区 方 形 307×300×22 8.4 ? 一

181住 を切る。削平のため壁 をほとんど失 う6床 面は軟弱で

ある。カマ ドなどの屋内諸施設 も残存部分では見当たらない。

遺物 もきわめて少ない。

?

141 G区 長方形 468×412×14 16.6
O

N-115一 一E
東壁中央
石 組

溝35に 切 られ る。 カマ ドは溝35に 左 袖部 を破 壊 され る。3基

の ピ ッ ト以外 、柱 穴等 はみ あた らず 、床 面軟弱 。

遺 物 は皆無 に等 しい。

7

142 G区 長方形 424×392×13 (13.9)
O

N-65一 一W
西壁中央
石 組

143住 に切 られる。壁 をほとん ど失 う。 カマ ドは基底部のみ

残存、両脇 に貯蔵穴 を設けている。柱穴 は見当たらない。墨

書土器、刀子1点出土。

8
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143 G区 (方形) 372X?X17 ? ? ?

142住 を切 る。土1147、 溝35に 切 られ る。 床面 は や や軟 弱 。

南 西隅 に4基 の ピッ トが検 出 され た。

遺 物 は非常 に少 ない。

5
8

144 G区 方 形 336×28×14 8.6
O

N-25一 一E
一 隅丸の形態 をなす。南東 隅に礫、杯類が残 され、堅い床画

の中央に2基の小 ピットが存在する。

8
S
9

145 G区 長方形 444×384×15 13.3 N-100'一E
東壁中央
石 組

やや隅丸 な形態 をなす。床面は貼床 され、堅い。カマ ドは

両袖・火床面 を残す。カマ ド脇 に貯蔵穴あ り。北壁の一部に

周溝が巡る。

特記すべ き遺物として、墨書土器出土。

5
9

146 G区 長方形 452×324×10 12.6 N-65ｰ一W
一 溝36を 切 る。 カマ ドは有 さ ない。P1～5は 柱 穴 か 。南半 部 の

覆 土 中に は礫 が散 在す る。
?

147 G区 方 形 480×480×22 (16.7) N-11ぴ 一E
東壁中央
石 組

南北壁下 のみ周溝が存在 する。 カマ ドは天井部のみ破壊 さ

れる。柱穴は存 しない。遺物 はカマ ド周囲に杯・甕片が礫 と

ともに散在する。墨書土器出土。

9

148 G区 長方形 440×312×10 (10.6) N-100`一E
東壁中央
石 組

カマ ドは天井部以外良好に残存。3基のピットが検出される

が、柱穴はみ られない。遺物 は礫 とともに散在す る。鉄津1

点出土。

S
8

149 G区 (方形) 308X?X8 ?
O

N-90一 一E
東 壁
石 組

南壁下のみ周溝 が残存す る。 カマ ドは火床面のみ残存 し、

南東隅にかけて構築材の礫 と甕片が散っている。
5

8

151 G区 (方形) 316X?X9 ? ? ?
土1220を 切 る。調 査 部分 で の カマ ド、 ピ ッ トの検 出 は ない。

床 上 に杯類 が残 され る。
S
8

152 G区 (方形) (396)X(384)X12 (13.1) ? 一 土1166に 切 られ る。 北 ～ 西壁 を失 う。 カ マ ドは み られず 、

遺 物 も少 ない。
?

154 G区 方 形 376×372×9 11.3
O

N-105-E
東壁南寄
張 出

土1206に 切 られ る 。 カマ ドは天 井部 を 失 う。 柱 穴 はみ られ

ない 。

9
S
10

155 G区 長方形 384×344×17 10.8 N-100ｰ一E
東壁中央
石 組

カマ ドは天井部を破壊 され、火床上に構築 材が廃棄される。

支脚石 も抜 き取 られている。 カマ ド～中央部の床上 には大

礫が多 く集積 される。柱穴 は見当たらないが、西壁中央下

には浅い楕円形ピッ トが掘 り込 まれている。

遺物は特殊なものとして、墨書土器出土。

5

156 G区 長方形 ?X?X? ? ? 一

土ll89、 溝31に 切 られる 。壁 を削平 され 、床 面 が露 出 して
、

いる。カマ ドらしき焼土等はみ られず、柱穴も定かでない。

遺物は皆無である。

?

157 G区 (方形) 440X?X24 ?
O

N-20-E ?

壁下 に周溝が巡 る。調査部分でのカマ ドの確認 はないが、

南部に被熱面が存する。壁外に張 り出すP4～6は 主柱穴 と捉

えられる。被熱面周囲に遺物が散在。

墨書土器、鉄津1点出土。

7

158 G区 方 形 300×284×33 (6.2)
O

N-20-E
北壁東寄
石 組

溝35に 切 られる。東壁は胴張 り形態 をなす。カマ ドは天井

部を失 う。柱穴等、他の施設はみられない。カマ ド周辺 を

中心に覆土中への礫の廃棄が著 しい。

8

159 G区 方 形 344×328×24 (9.4) ? ?

273住 を切 り、溝35に 切 られ る。東 壁 沿 い に5基 の ピ ッ トが

検出 され た。 カマ ドの存否 は不明 。鉄 器(馬 具)1点 、砥 石

1点 出土 。

8
5

9

160 G区 (方形) 420X?X12
一 ? ?

土1891に 切 られる。西壁部分の調査 にとどまったため詳細

は不明である。一部 に焼土面が検出 されたが、カマ ドで は

ない と判断 した。

鉄器2点などの遺物が出土。

5
8

161 G区 方 形 372×344×14 (11.0) ? ?

竪15、 土1196に 切 られる 。 カマ ドの有無 は分 か らな い。 円

形 ピ ッ トが 多数検 出 され たが、柱 配置 は判然 と しない 。

遺物 は大変 少な い。

?

162 F区 方 形 416×388×23 12.9
O

N-95一 一E
東壁南寄
石 組

92・164住 を切 る。北 東 部 の覆 土 中 に礫 の集 中廃 棄 が な され

る。 カマ ドは袖 ・天 井 を破壊 される。 壁 沿い に ピ ッ トが検 出

され たが、確 実 な柱 穴 は ない。墨 書土 器、鉄 器2点 出土。

8
5

9

163 F区 (方形) 492X?X6 ? ? ?

92住 を切る。壁 を失う。北東隅には周溝が確認される。3基

のピッ トが検出されたが、柱穴は見当たらない。

遺物は大変少ない。

?

166 F区 方 形 336×336×28 (9.4) ? ?

87住 に切 られ る。 中央 部 に集 中 して床上 に礫 が廃 棄 され る。

カマ ドは存在 しな い可 能性 が 高 い。7基 の ピ ッ トの うちP2・

5・6・7は柱 穴の可 能 性 もあ る。墨 書土 器出土 。

8
5
9

167 F区 (方形) 356X?X14 ? N-110-E
東壁中央
石 組

溝27に 切 られる。カマ ドは左半の火床面 ・袖石 を残す。北東

隅には貯蔵穴様 のピッ トが存する。

9
S
10

171 F区 長方形 424×308×18 11.0
O

N-70-E
東壁南寄
石 組

112住 、 竪14を 切 る 。 プラ ンは平 行四 辺形 に近 い。 カマ ドは

火 床が 張 り出 し、袖 ・天井 を失 う。13基 の ピ ッ トが 検 出 され

たが、柱 穴 はPl～3・6・7・11～13等 が考 え られる。

?
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174 F区 方 形 380×372×13 (1i.o)
O

N-75一 一W
西壁南寄

張 出

173・261住 を切 る。 土1576に 切 られ る。 カマ ドは袖 、 火床 面

を残 す 。 ピ ッ トは3基 が確 認 され たが 、柱 穴 は み られ ない 。

遺 物 は カマ ド前 の床 面 上 に杯 ・甕 類 が 残 され る。 墨 書 土 器

出 土。

8

177 G区 方 形 328×304×7 8.6
O

N-75一 一W
西壁中央
石 組

130住 に貼 られ る。 カマ ドは火床 面 を残 す のみ であ る。 遺物

は少 ない。
?

178 F区 方 形 472×468×17 15.8
O

N-65-W
西壁中央
石 組

南 東部 のみ 隅丸 形 態 をな し、 カマ ドを 除 く四壁 下 に周 溝 が

巡 る。 カマ ドは 火床 面 のみ を残 存 し、P6・8・11・13・14・16は

主柱 穴 の可能性 が あ る。

遺物 は少 ない 。

8

179 F区 ? 368X?X20 ? ? 一

116住 を切 る。部 分 的 な調査 にと どま り、 カマ ド等 の詳 細 は

不 明。7基 の ピ ッ トを検 出 した 。

遺物 は 出土 してい ない。

?

180 G区 方 形 SOOX472×23 (ZO.9) ? 一

131住の建て替え前の遺構 と考えられ、壁沿いの床面 を残す

のみ。

土器類 の出土はほとんどないが、刀子1点出土。

?

181 G区 方 形 248×228×14 3.6
O

N-85一 一一W
西壁南寄
石 組

140住に切 られる。小形の住居趾で、プランは台形 を呈する。

カマ ドは袖、天井が破壊され、石材は床面上に散乱する。
8

182 G区 (方形) 292X?X24 ? ? ?
遺構の大半を139住 に破壊 され、カマ ド、その他詳細は不明

である。
?

184 F区 (方形) 380X?X24 ? ? ?

100住 を切 り、183住 、溝:25に 切 られ る。 残存 部分 が少 な く、

詳 細 は不明 。

遺 物 はほ とん どみ られない 。

?

189 H区 方 形 372×308×20 8.5
O

N-118-E
東壁中央
石 組

土1381・1395・1396を 切 り、 土1393に 切 られ る。 カマ ドは破

壊 が 著 しい 。北 東 隅 には礫 が 置 きか た め られ てお り、 あ る

い はカ マ ド構築 材 の 可 能性 もあ る。柱 穴 はみ られ ない 。墨

書土 器 出土。

5
S

6

190 H区 方 形 420×352×12 10.4 N-11ぴ 一E
東壁中央
石 組

ピッ トに切 られる。カマ ドは袖、火床 を残す。柱穴は存在

しない。遺物はカマ ド周辺から少量出土。
S
8

191 H区 方 形 460×432×14 17.0
a

N-20-E 一 『
土1378・1380を 切 る。建11、 溝44に 切 られる 。 カマ ド、柱 穴

等 はみ あた らず、遺 物 も少 ない。Hll41点 出土 。

10
S
11

192 H区 方 形 456×456×14 16.9
O

N-25一 一E
一 1352・1353を 切 る。 カマ ド、 明確 な柱 穴 はみ られ ない 。墨書

土器 出土 。
9

193 H区 方 形 384×380×17 (13.2)
O

N-115一 一E ?
240住 、溝41に 切 られ る。 カマ ドは不明 、検 出 され た ピ ッ ト

は柱 穴の 可能性 もあ るが 、配置 は判然 と しない 。
?

194 F区 (方形) 464X?X9 ? ? 一 竪12、 土1087・1088・1240・1422、 溝26を 切 る。重複 が 激 しく、

残存す る部 分 は少 ない。鉄 釘2点 出土。
?

195 F区 (方形) ?X?X15 ? ? 一

溝25に 切 られ、遺構の大半が調査区外 にかかる。調査部分

では1基の小円形ピットを検出。

特殊な遺物 として、緑粕陶器 ・墨書土器出土。

?

196 F区 方 形 640×580×18 (30.4)
O

N-110-E
東壁中央
石 組

120・265住 を切 り、 土1230、 溝25に 切 られる 。 プラ ンは台 形

に近 い 。 カマ ドは左 袖石 と火床 面 を残 し、袖 周 囲 に は構築

材 の 粘土 が堆 積 。 火床 面 中央 には 支脚 席 の抜 き取 り痕 が 残

る。北 壁 下 と南 壁 下 の一 部 に は周溝 が み られ る。主 柱 穴 は

P1・4・9・12が想 定 され る。馬具(鋏 具)出 土。

4

204 F区 方 形 508X?X10 ?
O

N-70-W
西壁中央
石 組

204住 、土1652を 切 る。 土1514に 切 られ る。削 平 に よ り北半

部 を失 う。 カマ ドは 火床 面 の み 残存 、 柱 穴 は み られ ない 。

南西 隅 の貯 蔵穴P4内 には杯類4点 が残 され てい た。 墨書 土器

出土 。

?

220 F区 (方形) 340X?X14 ? ? ?
221住 、土1569に 切 られ る。残 存部分 で の カマ ドの検 出は な

い。2基 の浅 い円形 ピ ッ トが検 出 された のみ。
?

221 F区 (方形) 400X?X21 ?
O

N-10-E
東壁中央
石 組

220・223住 を切 り、溝40に 切 られ る。 カマ ドは火床 面 の みが

確 認 され る。 北 西 隅 に浅 く大 きい ピ ッ トが あ る。柱 穴 はみ

られ ない。 刀子 ・鉄 釘 出土 。

7

226 F区 (方形) 328X?X7 ? ? ?

223住 を切 る。土1636・1777・1778、 溝40に 切 られ る。 カマ ド

は北 半 部 に存 す るの か。 南 部 で は ピ ッ トが集 中的 に検 出 さ

れた。

7

232 F区 (方形) 300X?X15 <7.8>
O

N-40-E
北壁中央
石 組

233住 を切 り、土1509・1511に 切 られ る。 カマ ドは わず か に

火 床面 を残 す。 長楕 円形 のP2に は礫 が 多 く存 した。 柱 穴 は

存 在 しない。

?

233 F区 (方形) ?X?X12 ,?
ON-0 東壁中央

張 出

232住 、土1509・1511・1573に 切 られ る。 東部 の み残 存 す る。

カマ ドは火床面 のみ 捉 え られ た。
9

234 H区 方 形 284×260×23 (6.2)
O

N-95-E

L

東壁中央
石 組

建10、 土1694に 切 られ る。小 形 の住 居趾 であ る。 カマ ドは

天井 ・袖 の大半 が破 壊 され 、構 築材 が土器 と共 に内外 に散 乱

す る。柱穴 は み られ ない。

?
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住居
No

地区 平面形
規 模

主軸方懲 戴嶽 撰 遣 構 癬 鍼 、 鷺長x短 ※深(cm) 厳面積

235 H区' 方 形' 416×412×10 13.0
O

N-105-E
東壁南寄
石 組

260住 を貼 る。 土1601・1602に 切 られ る。 壁 下 に周 溝 が 巡 る。
r

カマ ドは火床面のを残す。墨書土器出土。

5
5
7

236 H区 長方形 408×352×17 12.1
O

N-105-E
東壁中央

張 出

237・260住 を切 る。 カマ ドは半 円状 に張 り出 し、短 く袖が 取

り付 く。P1～4は 位 置 的 にみ て主柱 穴 か。 緑紬 陶器 、 墨書 土

器 、鉄 製紡錘 車 出土 。

5
S
6

237 H区 (方形) 440X?X11 ? ? ?
236・260住 、土1662に 切 られ る。南 壁 のみ が残 存 し、 詳細 不

明 。墨書 土 器出 土。

5
5
7

239 F区 (方形) ?X?X10 ? ? 一
168住を切る。北東部のみ調査。

遺物 は東壁下に杯類が残される。
?

240 H区 方 形 340×324×14 8.8
O

N-115一 一E
東壁南寄
石 組

193住 を切 る。 カマ ドは袖 部、 火床 面 を残存 す る 。柱 穴 はみ

られ ない。

遺 物の 出土 は ない。

?

244 F区 長方形 <516>X<412>X3 <18.1>
O

N-105一 一E
一

土1463に 切 られる。削平 により壁 を失い、床面が露出する。

カマ ドは不明、南東隅の貯蔵穴内から杯類が多 く出土。多

数の円形 ピ ットを検 出するが、柱配置は判然 と しない。墨

書土器多数出土。

8

245 H区 方 形 312×280×36 (5.7) ? 一

246住 に切 られ る。 カマ ド、柱 穴等 み あ た らず 、2基 の ピ ッ

トが検 出 され たのみ であ る。

遺 物 は少 ない。

?

246 H区 方 形 788×748×19 (55.9) N-11ぴ 一E
東壁中央
石 組

245・259住 を切 る。255・258住 に切 られ る。小 池 遺 跡 で は最

大 級 の住 居 趾 で あ る。 カマ ドは廃 絶 時 に破 壊 され 、火 床 面

のみ 残 存 す る。構築 材 は カマ ド内、 南 東 隅、 北東 隅 に散 乱

す る。 主柱 穴 はPl・2・7・9の4本 と考 え られる。

特 記遺 物 と して墨書 土器 、刀子 出土 。

5
S
6

247 H区 長方形 420×336×25 (11.5)
O

N-115一 一E
東壁南寄
張 出

248住 を切 り、 土1737に 切 られ る。 カマ ドはや や小 形 で、 天

井 部 を失 う。 火床 面奥 寄 りに支脚 石 があ る。 床面 か らは7基

の ピ ッ トが 検 出 され たが 、P3・6に つ いて は柱 穴 の 可能 性 も

あ る。 墨書 土器 出土 。

5
8

248 H区 (方形) 440×420×27 ? ? ?
247住 、土1737に 切 られ る。残 存部 分 での カマ ドの検 出 はな

い。P1・5は 柱 穴か?、 墨 書土 器、鉄 津2点 出土。
S
8

249 H区 (方形) 280X?X20 ?
O

N-115-E ?

250住 、土1714に 切 られ る。残 存部 で は カマ ドは確 認 され な

か った。大 小6基 の ピ ッ トが 検出 され た。

遺物 は皆無 に等 しい。

?

250 H区 (方形) 376X?X27 ?
O

N-115-E ?

249住 、土1679を 切 る。西 半部 を削平 され 、 カマ ドの 有無 は

不明 であ る。10基 の ピ ッ トが検 出 され た。

遺物 は皆無 に等 しい。

?

251 H区 長方形 432X?X4 ? N-120-E
東壁中央
石 組

192住、土1678に 切 られる。削平で壁 をほとんど失 う。カマ

ドもわずかに火床面が捉 えられたのみである。位 置的にみ

てPl～4が 主柱穴の可能性があるが、いずれ も浅い。遺物は

中央部の不整形 ピット内より杯類、短刀1点が出土。他に墨

書土器等。

7

253 F区 (方形) ?X?X4 ? ? 一
土1502、 溝39に 切 られ る。 調査 部 分 で は カマ ドは見 当た ら

ない。柱 穴 も判 然 としない。
?

255 H区 方 形 508×488×27 21.8 N-llぴ 一E
一 246・256・257・259住 を切 り、 土1712に 切 られ る。 カマ ド、柱

穴等 は設 け られ ない ようであ る。苧 引金 具他 出土 。
5
8

256 H区 (方形) 376X?X25 ? N-11ぴ 一E
東壁中央
石 組

255・257住 、溝44に 切 られ る。堅緻 な床 をなす 。 カマ ドは石

材 を抜 き取 られ 、 火床 面 上 に支 脚 、袖 石 の抜 き取 り穴 が 残

される。柱 穴 はみ られ ない。

7

257 H区 方 形 320×300×18 (9.0) N-11ぴ 一E
一 256・258住 を切 る。255住 に切 られる 。 カマ ド、柱 穴 等 み ら

れず 、詳細 不 明。
S
8

258 H区 方 形 340×312×15 9.6 N-120-E
東壁中央
石 組

257・258住 に切 られ る。 カマ ドは左 袖 と火床 面 を残 す 。確 実

な柱 穴 は見 当た らない。

遺物 は皆 無 に等 しい。

?

259 H区 長方形 420×336×6 12.9 N-11ぴ 一E
一

246・255住 に切 られ る。 カマ ド、柱 穴等 屋 内施 設 は検 出 され

なか った。

5
5

6

260 H区 (方形) 348×344×12 ?
O

N-105-E
東壁中央
張 出

235・236住 に切 られ る。 カマ ドは破壊 され、火床面 のみ残 す。

遺物 は少 ない 。
?

262 F区 方 形 472×468×19 (i9.o) N-11ぴ 一E
東壁中央
石 組

263住 、 土1092～1095に 切 られ る。 カマ ドは右 袖 のみ芯 材 を

残 し、焚 口 手前 の床 上 に他 の構 築材 が 置 きか た め られ て い

る。P3・10は 柱 穴 か。

特記 遺物 と して、鉄 津1点 出土。

7
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糊 霞
嚢轍

織匿 撚錘影
親 漠

叢騰灘獲 鐵潔 縢
マ

慧 機 欝 獄 灘暴灘短瀦離 磯) 騰面積

263 F区 長方形 336×320×25

、

(s.9) ? 一

262住 を切 り、 土1092・1093に 切 られ る。東 壁 中央 下 の床 上 に

土 師器 甕 片が 礫 とと もに集 中 しカマ ドか と思 われ たが 、火 床

面 は確 認 され な い。柱 穴 はみ られ ない 。刀 子1点 出土 。鉄 津1

点 出土 。

6
5
7

264 F区 (方形) ?X?X8 18.2> ? 一 267住 、溝25、 ピ ッ トに切 られ る。 カ マ ドの所 在 は 不明 で あ

る。多 数 の円形 ピッ トを得 たが 、柱穴 配置 は判 然 と しない 。
?

266 F区 方 形 (456)X420×17 (15.2) N-120-E 一 西壁を削平される。カマ ド、柱穴はみ られない。床中央 ～南

側に杯類、礫 などが残 される。鉄津1点出土。
9

269 G区 (方形) 368X?X4 ?
O

N-113一 一E
東壁南隅
石 組

カマ ドは廃絶時に天井部を破壊 され、火床面上に杯類が置か

れる。天井部の構築 材は焚口付近の床上 に廃棄 される。墨書

土器出土。

9
S
10

270 G区 長方形 SOOX340×38 13.7
O

N-30一 一E 一

271住 を切 る。溝 に切 られる 。 カマ ドは設 け られ ない よ うで

あ る。 柱 穴 、 その 他 ピ ッ トは一切 検 出 されな い。 鉄 釘4点 出

土 。

10

271 G区 (方形) 304X?X18 ? ? ? 270住 に遺 構 の大半 を破壊 される。3i基の ピ ッ トを検 出 した。 ?

272 G区 方 形 476×424×12 (18.6) ? 一 276住 を切 る。 カマ ドは見 当 た らない 。多 数 の 円形 ピ ッ トを

検 出す るが 、いず れ も浅い ため柱 穴 と決定 し難 い。

11
5
14

273 G区 (方形) 324×312×18 ? ? ?
159住 、溝35に 切 られ る。 東壁 と一部 の床 面 を調 査 した のみ

で詳細 不 明。 壁下 には周 溝 が巡 る。

274 G区 (方形) 384X?X6 ?
O

N-115一 一E
東壁南寄
石 組

ごく一部の調査 にとどまる。カマ ドは天井部、袖部 を破壊 さ

れ、構築 材の大半は土器類と共に北側の床上に置 きかためら

れる。

11

275 G区 (方形) (392)X?X2 ? ? ?
壁 ・床面 を削平 される。カマ ドの有無は不明である。楕 円形

のP4内 より土器出土。
7

276 G区 (方形) 232X?X14 ? ? ?
272住 に切 られる。調査部分 はわずかで、遺構の全体像 をつ

かむには至 らない。
?

竪4 F区 長方形 352×268×10 8.1
a

N-60-W 一
土1850・1871・1042に 切 られ る。南 西隅 に焼 土面 があ り、他 に

8基 の ピ ッ トを検 出。墨書 土器 、釘 他鉄 器3点 出土。
9

竪6 F区 (方形) 256X?X13 ? ? 一 土1889を 切 る。 溝26に 切 られ る。5基 の ピ ッ トを検 出 。 ?

竪10 F区 不整形 328×228×40 4.0 ? 一 中央～北壁外 に突出 して細長い落ち込みが付属。性格不明の

遺構である。
?

竪14 F区 (円形) 296×296×9 ? ? 一 171住 に切 られ る。 覆 土 は薄 く、 底面 で の ピ ッ ト等 の 検 出 は

ない。 墨書 土器 出土。
8

竪15 F区 長方形 356×260×22 7.3
O

N-25-W 一
161住 を切 る。土1157・1196に 切 られる。床 中央部 に円形 ピッ

トあ り。
?

第3表 小池遺跡奈良・平安時代掘立柱建物趾一覧

建 葡
澱◎.

地区 繋翻 珍

粧i酉繭

叢軸秀繊

面積(m

窺 模"

驚翻

態 間 灘1繊
難翻

獲r一'一

鶴 考羅面叢 規模 ㈱1 獲癒翻

6 H区
長方形
側柱式

O

N-18一 一W

18.3

3間 ×2間

496×368

桁 行120～150(165)

梁 間180～196(184)
円形

径36～60

深4-36
5基 φ20 Pllは 補 助 的な柱 穴か 。

7 H区
長方形
側柱式

O

N-15一 一E

12.7

3間 ×2間

440×288

桁 行120～168(147)

梁 間136～160(144)
円形 径32～76

深12～28

一
土1531・1566・1600と 切 り合 う。

8 H区
長方形
側柱式

O
N-13_一E

23.5

3間 ×2間

560×420

桁 行168～200(187)

梁 間200～210(210)
円形

径64～112

深28～40

3基

φ20～48
土1548・1689・1734と 切 り合 う。

9 H区
長方形
側柱式

O

N-70-W

11.8

2間 ×2間

368×320

桁 行160～216(184)

梁 間160・320
円形

径44～120

深16～56

一
東 壁 は1間 。

10 H区
長方形
側柱式

O

N-15一 一E

17.9

2間 ×2間

560×320

桁 行120～240(187)

梁 間160・320
円形

径44～108

深32～52

6基

φ24～28
東壁 は1間 。

11 H区
長方形
側柱式

O

N-70-W

13.2

3間 ×2間

440×300

桁 行140～160(147)

梁 間150・300
円形

径36～88

深20～72
4基 φ20 西壁 は1間 。
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第23図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(1)
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第24図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(2)
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第25図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(3)
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第26図 小 池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(4)
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第27図 小池遺跡奈良 ・平安時代 の遺構(5)
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第28図 小池遺跡奈良'・平安時代の遺構(6)
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第29図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(7)
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第30図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(8)
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139・182住

第31図 小 池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(9)
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第32図 小池潰跡T小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(1U)
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第33図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(11)
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第34図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(12)

一53一



第35図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(13)
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第36図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(14)
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第37図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(15)
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第38図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(16)

一57一



第39図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(17)
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第40図 小池遺跡奈良 ・平安時代の遺構(18)
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3.中F近 世 の遺構

(1)竪 穴住 居趾 ・竪穴状遺構(第4表 、第41～43図)

今 回の調査 では、発掘調査 の検 出時 に竪穴住居趾 として把握 された ものの他 に、平面形が不整形 であるた

め竪穴住居趾 と認定 されず、竪穴状遺構 とした ものがあ る。 これ らは、用途 ・性格等 で区別す るこ とは困難

である。 ここで は、両方 を対象 に記述 してい く。

分布 は、F区 に10棟 、G区 に1棟 でF区 に集 中す る。竪穴住居趾 とした ものは、95・183・267住 の3棟 で ある。

すべ てF区 に位置 し、平面形 は長方形 を呈す る。出土遺物 の様 相か ら、95住:13世 紀 末 ～14世 紀前 半、183

住:13世 紀前半 ～中頃、267住:13世 紀 に比 定 されてい る。いず れの遺構 も床 が貼 られ てお り、柱穴 も検 出

されている。

遺物 の出土量 は全体 的 に少 ないが、183住 か らは青 白磁 の合子、青磁 ・白磁 の碗 ・皿、 山茶碗 、常 滑の壷 、

東海系の捏鉢 、土師器の皿な どが、267住 か らは鎧 の小札が出土 してい る。

竪穴状 遺構 は8基 検 出された。平面 形 は不整形 で、壁 は、緩 やかに立 ち上 が るものが多い。いず れの遺構

か らも、覆土か ら底面 にかけて拳大か ら人頭大の礫が 出土 している。特 に竪5に は多量 にみ られ、拳大 の も

のが中心 部分 に敷 きつめ られ、人頭大 の ものがその周囲 を取 り囲む ように出土 してい る。竪12は 、北東 隅に

テ ラス状 の段がみ られる。

出土遺 物 は青磁 ・白磁 な どの輸入 陶磁 器の碗 ・皿類 、古 瀬戸 の水注、土師器皿、須恵質の揺鉢 、東海系 の捏

鉢 などのほか、鉄器 として馬具 、刀子、釘、鉄製容器 に加 え、特筆すべ き もの と して金銅製 の鎧 の飾金具が

竪12か ら出土 している。

(2)礎 石建物趾(第5表 、第43図)

F区 北側中央部付近に1棟のみ検出された。規模は4間 ×2間で、西側に1問 ×2問の庇が付属 している。礎石

は9個残存 している。礎石が遺存 していない箇所では、石 を設置するため掘 られた掘 り方のみが捉えられた。

石の周囲あるいは底面にはグリ石等がみられず、浅い掘 り込みの底面に礎石を設置 したものと考えられる。

P8・P9は遺存状況が良い。平坦な石を2段に積んだP9と、比較的大 きな石が設置されたP8の 上面の高 きは全 く

同一であるため、綿密な高さの調整がなされていたと考えられる。

本趾は、転ばし根太により床 を貼っていた可能性が高 く、しかも溝に囲続されていることや規模などか ら

該期の中核 をなす建物と考えられる。

遺構の帰属時期は出土遺物がないため直接決定することはできないが、そのあ り方からみて周囲の竪穴住

居趾・竪穴状遺構、溝などと同時期のものと考えて差 し支えなかろう。

(3)掘 立柱 建物趾(第5表 、第43・44図)

F区 に3棟(建14・ 建15・建17)検 出されている。 しか し、実際には建物趾 と して捉 え きれなか った ピッ トが

多数あ るため、実数 はさ らに増 える もの と考 え られ る。規模 は、3問 ×2間(建14)、2問 ×2間(建15)、4間 ×

2問(建17)と 多様で、平面形 も総柱式(建14・15)と 側柱式(建17)の 両者が み られる。掘 り方 の構造 は、

大 きく以下の2種 類 に大別 される。

1類 として は、古代 と同様 に掘 り方 に柱 を立 てて、土で埋め返 された方法 であ る。建15が 相当す る。

2類 としては、掘 り方内 に根 固め用 のグ リ石 を入れて強固に した構造がみ られる。建14・17が 相 当す る。こ

の種 の建物 の掘 り方か らは、人為 的に割 られた グリ石(割 りグ リ石)が 検 出 された。各建物;吐あ主軸方 向を

み ると、礎 石建物1と 建14がN-25。 一Eで 同様であ るため、同時か近接 した時期 に建 て られていた もの と考
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え られる。建15の みN-115。 一Wを 指 し、他 の建物趾 とは主軸 がず れる。 また建14内 に、軸 をほぼ同一一にす

る土坑1874が あるが、付属 施設 となるのか否かは不明であ る。

遺構の 帰属時期 を直接決定 で きる資料 は出土 していないが、遺構 のあ り方 か ら周辺 の中世の遺構 と同時期

に営 まれた もの と考 え られ る。

(4)柱 穴列(第5表 、第45図)

F区 北 部中央 に位置 す る。 ピッ ト4基 、3問 分 が検 出 された。出土遺物が ないため時期 は判然 と しないが、

礎石建物1・建14と 東西方向の軸 が同一であ るため、3遺 構が ほぼ同時期 に存在 した可能性がある。

(5)井 戸趾(第45図)

F区 中央付近に1基検出された。調査開始当初は竪穴住居趾として捉えていたが、土層断面の観察や遺構の

深 さなどから井戸趾 と判断 した。また危険防止のため井戸最深部までは調査が及ばなかった。

掘 り方は、長軸5.32×短軸4.96mの 不整形を呈する。井戸枠や井戸側は検出されていないが、土層断面 を観

察すると、掘 り方 と井戸側問に人為的に埋土 をしていった状況が観察できる(H～IX層)。 井戸側の平面形

状は隅丸長方形で、規模は長軸1.24×1.16mを 呈する。石積みは検出されず、井戸側を抜き取った り崩落 した

形跡 も土層断面からは観察されないので、埋没後に腐朽 したものと考えられる。

出土遺物は14世紀か ら16世紀 までの土器・陶磁・器が混在 しており、遺;構の帰属時期は判然 としない。

(6)火 葬墓(第45図)

F区 北側 中央部 に位置す る。溝25を 切 る。掘 り方は浅 く、底面 には赤 く焼 けた被熱痕がみ られる。検 出面

か ら底面 には、20～30cm大 の礫 が多 量にみ られ、 ほ とんどの もの に被熱痕 が確認で きる。礫 の上面 あ るいは

礫 中か ら人骨 とみ られる骨片 が多量 に出土 してい る。銭貨 は出土 していない。

(7)土 坑(第45～47図)

本遺跡 で検 出された 中世の土坑は、総数73基 を数 える。 しか し、実際 に時期 を明確 に限定 で きる ものは少

数であ るため、出土遺物 ・切 り合 い関係 ・覆土 の状態 ・時期 の限定で きる他遺構 との位 置関係 などを総合的 に

判 断 して中世の土坑 と捉 えた。

出土遺物が得 られた土坑 は32基 あ る。 これ らの遺物は土器 ・陶磁器 のほか に、鉄鉱澤(土1062・1351・1358・

1359・1756・1892)、 紋様 のあ る石硯(土1035)が ある。特 に鉄鉱津が多 く出土 していることか ら、鍛冶遺構 の

存在が考 えられるが、鍛 冶炉 な どに比定 で きる遺構 はみつか っていない。

これ らの検 出 された土坑 は、その形状 ・規模 などか ら大 きく3種 に分類で きる。

1類 方形 を基本 とす る土坑(隅 丸形 も含 む)で 、掘 り込 みが浅 く、底面が平坦 の もの。 これ らの中 には、

長方形の もの(土1005・1022・1045・1238・1874)、 方形の もの(土1021・1098・1837)が あ る。双方 ともに、特 に

F区 北側 中央部 に集中する。長方形 の ものは長軸1.7～3.5m程 の規模 を呈す るものが多 い。土1874は 長軸の方

向 ・規模が建14の 梁 間 と同一であ るため、建物 内の施設 とも考 え られる。方形 の ものは、一辺0.8～2.7mの 規

模 の ものが多 い。

2類 円形 を基本 とする もの(土1014・1877・1893)。 径0.8～2.6mの ものが多い。分布 はF区 北側 中央部 ・東側

中央部 ・西側 中央部 ・G区南半部 にみ られる。 この種の土坑 の覆土 中には礫が混入 してい ることが多い。

3類 不整形(土1042・1103・1833・1838)の もの。各調査区 に散在す る。規模 は、1～2.5mの ものが多 い。

これ らの ことか ら、大型 で方形 あるいは長方形 を呈す る ものは、F区 北側 の建物趾が位置す る箇所 に集中
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するため、建物等に付属する可能性がみられる。

(8)ピ ッ ト(第5～8図)

中世のピッ トは、F区 北半部に集中す る。これらの中には柱痕の確認 されるものがあるため、建物趾や柱

穴列となるものも多数含 まれると考えられる。 しか しほとんどの遺構か ら遺物が出土 していないため時期決

定は困難であ り、また遺構の様相 も不明である。

(9)溝 状遺構(第5～8図)

F区8条 ・G区6条 ・H区5条 の合計19条 が検 出 された。(溝25～46、 欠番:溝34・37・42)。 これ らは、 自然流路 と

考え られる もの、区画溝 と考 え られる もの、その他(溝32・39・43・44・45・46)が 存在 する。時期的 には、溝29

のみが近世 に帰属 し、 これ以外 は中世の溝 と考 え られ る。

自然流路 は、溝25・33・35・36があ る。溝33・35・36は 同一遺構 と考 え られ、東側か ら北東部へかけて氾濫 した

流路 と考 え られ る。 これはG区 北東部 で平 安期 の住居趾 を切 る。溝25は 、F区 北側 に位置す る。埋 土 中には

砂 ・礫 な どが堆積 し、底面 には鉄分 の沈殿が明瞭にみ られた。267住 ・竪8・11を 切 るか貼 ってい るため13世 紀後

半以降 に氾濫 した流路 と考 えられる。

区画溝 と考 え られ る もの は、溝26・27・28・30・31・38・39・40があ る。溝26は 、F区 北部 を南北 に延 びる。溝25

に貼 られる。規模 は、幅1.3m・ 長 さ20m・ 深 さ0.25～0.3mを 測 る。溝=27はF区 西端 か ら中央部 にかけて幅1.8m・

長 さ35m・ 深 さ0.3mを 測 り、 ほぼ直線 に延び る。中世 の遺構 は、 これ よ り北側 に集 中す る。溝30は 、G区 中央

南端 か ら北西 隅にかけて2ヶ 所屈 曲 しなが ら延びる。G区 南端か ら北側11m付 近 で西側へgoo向 きを変 え、西

側20m延 びた後 でgoo北 側へ 向 きを変 える。 さらに調査 区西端沿 いを北側へ延 びる。底面 には酸化鉄 の沈殿

がみ られ、流水があ った可能性がみ られ る。溝28・38～40は 、幅80～125cmの 小規模 な溝 である。 これ らの溝i

と溝27は 、方向が同様あ るいは直交す るため同時 に存在 した可能性がある。

これ らの溝iの帰属 時期 は、出土遺物 やあ り様か ら溝26が13世 紀 中頃、溝27・28・30・31・38・39・40・41が13世紀

後半 ～14世 紀 中頃 と考 えられ る。
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第4表 小池遺跡中世竪穴住居:趾・竪穴状遺構一覧

総 震

難購、
雛羅 繍 癒i懲

† 親 摸

暴鰯襲繊 鑛 灘 鐙 犠 麟 鑓 購暴灘蓼謙 灘 ㈱ 菱 携癒積

95 F区 長方形 572×456×29 19.1
O

N-22-E 一

竪9を切 る。土1866・1867に切 られる。南部は半円形状 を呈す

る。覆土中には礫が散在的にみられる。床面は凹凸があるが

堅い。南半部の東西壁沿いに柱穴様のピッ トが集中す る。捏

鉢、揺鉢、鉄釘1点 出土。

13C

末～

寄

183 F区 長方形 828×400×45 20.4
O

N-65-W 一

100・184住 を切 る。 隅丸形状 をな し、 四壁 は傾斜 して掘 り込

まれ る。 覆土 中 に礫 がみ られ る。床 面 は黄褐 色土 中 にあ り、

明瞭 、堅緻 。 配置 は判然 と しないが 、柱 穴 と考 え られ る ピ ッ

トが検 出 され た。青 白磁 合子 、青磁 碗 、 白磁 碗 ・皿 、 山茶碗 、

捏 鉢 、土 師器皿 、鉄 器5点 、鉄津4点 出土 。

1箭

S
中

267 F区 長方形 708X?X23 ?
O

N-65-W 一

264住 に接 す る。 溝24に 切 られ る。床 面 は平坦 ・堅緻 。 西半 部
J

に柱穴様のピットが集中する。青磁碗、鎧の小札、鉄釘2点

が出土。

13C

中

竪3 G区 不整形 424×340×54 9.6 ? 一

126住を切る。南西隅～北東隅に細長 く落ち窪みがあ り、底

面 は安定 しない。覆土上層 には礫が多 く投げ込まれる。古瀬

戸卸皿が出土。

璽
剛

竪5 F区 方 形 488×408×43 15.9
O

N-58_w 一

土1854、 ピッ トに切 られる。壁 と床 は区別 で きず 、 ダ ラダ ラ

と掘 り込 まれ る。 覆土上 ～ 中層 に小 礫 が集積 される。 配置 は

判 然 と しない が、柱 穴が 検出 され た。

?

竪7 F区 不整形 352×292×55 6.9 ? 一 東壁はダラダラと掘 り込 まれる。覆土中には礫が多 く廃棄 さ

れる。底面 中央 に楕円形のピットがある。鉄器出土。
?

竪8 F区 不整方形 424×360×76 9 ? 一

溝25を 切る。西壁下 にはテラス状の高まりが設けられる。各

壁共に斜めに掘 り込 まれ、ダラダラと窪んで底面 に移行する。

覆土中には礫の廃棄がみ られる。青磁碗、白磁碗、古瀬戸水

注、東海系捏鉢 ・壷、土師器皿、鉄釘出土。

13C

S

後

竪9 F区 不整円形 456×436×88 15 ? 一

土1248を 切る。95住 に切 られる。揺鉢状を呈 し、壁か ら床ヘ

ダラダラと移行 してゆ く。覆土 中には礫が少量廃棄 されてい

る。白磁碗 ・青磁碗 ・東海系捏鉢出土。

13C

中

竪11 F区 不整方形 332×324×29 6.1 ? 一 溝25を 切る。底面 は平坦である。覆土中にはわずかに礫が存

在。青磁皿、古瀬戸水注出土。

12C

S

1箭

竪12 F区 不整形 388×328×45 5.8 ? 一

194住 、溝26を 切 る 。 ピ ッ トに切 られ る 。壁 は傾 斜 が 強 い。

床 面 は 平坦 で 、北 東 隅 は一段 高 い 。4基 の 円形 ピ ッ トが付 属

す る。 青磁 碗 、 白磁 皿、 古 瀬戸 皿 、須 恵 質揺 鉢 、土 師 器皿 、

釘 ・馬 具 他鉄器8点 、 鎧の座 金出土 。

1謬

～

14C

竪13 F区 方 形 408×364×24 8.1 ? 一
ピッ トに切 られる。底面は平坦に構築 され、4基 の円形 ピッ

トが掘 り込 まれる。須恵質揺鉢、東海系捏鉢出土。

13C
S

14C

第5表 小池遺跡中世礎石建物趾・掘立柱建物趾・柱穴列一覧

建繊
Na 鐡匿

懇欝叢

繕i醗璽

盤勲灘 難
露縫1鱒

鏡 縷s

繊 墾

縫 繋 隷 灘
鰹 蒙

,ti、ris. ζ ・ 欝 鱗

翻 戴1縢 翻嚢1醐 繕灘翻

礎1 F区
長方形
側柱式

a

N-25-E

37.4

4間 ×2間

780×408

市行そテ172～220(195)

梁 間136・272

円形

(掘方)

径44～100

深6～32

礎石

9個残

西辺 に1問 ×2間(390×192)の 庇

が付 属。

建14 F区
長方形
総柱式

O

N-25一 一E

27.7

3間 ×2間

660×432

市行T7200～240(220)

梁 間180～240(216)

円形
径36～132

深28～60

礎石

3個有

土1874他 と切 り合 う。掘 立柱 か ら

礎 石 に変 遷か。

建15 F区
長方形
総柱式

N-115'一W

15.2

2間 ×2間

404×376

桁 行160・244

梁 間132・244
円形

径32～44

深16～35

一
土1061・1081・1825を 切 る 。

建17 F区
長方形
側柱式

O

N-28-E

24.5

4間 ×2間

728×336

桁行168～192

梁 間160～176
円形

径28～72

深24～56

礎 石.

1個 有
溝47を 切 る。土1846他 と切 り合 う。

柱1 F区 一 O

N-65-W 3間 148-212 円形
径24～80

深8～40
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第41図 小池遺跡中 ・近 世の遺構(1)
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第42図 小池遺跡中 ・近世の遺構(2)
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第43図 小池遺跡中 ・近世の遺構(3)
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第44図 小池遺跡中 ・近世の遺構(4)
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第45図
.小 池遺跡中 ●近世の遺構(5)
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第46図 小池遺跡 中 ・近世の遺構(6)

一69一



第47図 小池遺跡中 ・近世の遺構(7)
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第48図 小池遺跡中 ・近世の遺構(8)
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晒 識撫象纏撚翻響麟韓麟

1.縄紋時代の遺構

(1)竪 穴住 居趾(第6表 、第54～64図)

A区48棟 、B区3棟 、A区 北側一帯 に設定 、調査 した トレンチ1で7棟 、 トレンチ2で2棟 、 トレンチ3で7棟 、

以上合計67棟 を検 出、調査 した。 いず れ も中期 に帰属 し、小 池遺 跡同様 出土土 器の編年 に基づ いて推 定 した

段 階をみ ると、中期2段 階(梨 久保式II段 階)9棟 、中期3段 階(狢 沢式期)3棟 、中期4段 階(新 道式期)1棟 、

中期8段 階(井 戸尻 皿式期)1棟 、中期9段 階(唐 草紋1段 階)1棟 、中期10段 階(唐 草紋II段 階)6棟 、 中期11

段 階(唐 草紋 皿段 階)17棟 、中期12段 階(唐 草紋IV段 階)1棟 、中期13段 階(唐 草紋V段 階)1棟 、そのほか

時期 の確定で きない もの27棟 となる。

ここでは時期毎の概要 について記す こととし、各遺構 の詳細 については一覧表 にまとめてお く。

①中期2段 階(梨 久保式ii段 階)

62・67・70・71・75・79・82・86・101住が該当す る。遺物が非常 に少 ない ため時期 を確定で きない104・111・117・

128・129住 も、遺構の形態な どか らみて大半が この段 階 に帰属す ると考 え られ る。

住居形態 は円形基調で直径4.5m内 外が平均 的な規模であ る。75住 では壁下、82住 では柱穴間 に周溝 が巡 る。

炉 は床面 中央 に埋 甕炉 を設 ける。造 り替 えに より新 旧2=基を有す る もの(75・101住)、 炉体土・器に深鉢上半部

を正位 に埋 設す るもの(62・75・79住)、 有孔鍔付土器上半部 を逆位埋 設する もの(82住)、 底部 を有す る深鉢

下半部 を正位 に埋 設す る もの(101住)が ある。特徴 的な ことは廃絶時 に炉体土器 を意図的 に抜 き取 った住

居趾があ ることで、67・75・101住 で観察 される。特 に101住 では抜 き取 った土器 をやや離れた床 上 に放置 して

い る。 しか し炉 に新旧あ る場合旧炉 の炉体土器 は必ず しも抜 き取 られてはいない。柱配置 は75・82住 で は4本

柱 だが、ほか は配置が判然 としない。 そのほかの屋 内施設 として は101住 で袋状土坑が壁寄 りに設 け られて

い る。遺物 の出土 は各遺構 ともに非常 に少 ないが、101住 で廃絶時 に深鉢1個 体 を大礫で意図的 に押 し潰 し放

置 し、黄褐色土 で遺構 を半 ばまで埋め立て、同一地点 に建 て替 えと して101住 を設 けてい る。 さらに101住 の

覆土中 には多量 の土器が遺棄 されていた。 また86住 、101住 と もに床面上 に炭化物の層 があ り、被熱面 も存

在 する。廃絶時 に人為 的に行 った行為であ ろう。

② 中期3段 階(狢 沢式期)

66・74・103住 が該 当す る。住居形態は円形基調 、直径3.5～5mを 測 る。炉 、柱穴 など屋 内施設 は残存状況 の

良好 な66住 と103住 で捉 えられた。66住 は掘 り込みが深 く壁 下 に周溝が巡 るが東壁下で一部断続 し、 この部

分 の壁外 には土坑状 の張 り出 し部が取 り付 く。おそ らく階段状 の出入 口施設であ ろう。103住 の柱配置 は5本

で、柱穴 間を周溝 で結 んでいる。炉 は66住 が深鉢上半部 を用 いた埋甕炉、103住 が4個 の棒状礫 を用 いた浅 く

小 型の方形石組炉 である。遺物 は103住 でほぼ床面 直上 に一括土器 が、66住 では覆土 中 に数個体 分の土器が

廃棄 されていた。

③ 中期4段 階(新 道式期)

95住 のみが 該当す る。平面形 は径6m程 の円形 を呈 し、炉 は棒状礫4個 を用い た小 形 の方形石 組炉であ る。

柱 配置 は典型 的な4本 主柱 で、一部 を周溝が結 んでいる。遺物 は覆土 中 にほぼ完形 の深鉢 、有孔鍔付 土器が

投 げ込 まれていた。

④ 中期8段 階(井 戸尻lll式期)

試掘 トレンチ内の2住 が該 当す るが、調査地 区内での遺構 の検 出はない。2住 で は多量 の土器が覆土 中に遺
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棄 されていた。

⑤中期9段 階(唐 草紋1段 階)

試掘 トレンチ内12住が該当する。調査地区内での遺構の検出はない。

⑥中期10段 階(唐 草紋lI段 階)

57・81・87・102・105・106住が該当する。長径4～5mの 円ないし楕円形 を呈する。87住 のみ六角形 を呈 し、長

径が7mに 近い。本遺跡の縄紋時代住居趾 としては最大規模である。各住居趾とも例外なく壁下に周溝 を巡ら

せ、南側に出入口を設ける。炉は奥壁寄 りに位置する。形態的には2種 あ り、一一方は81住 にみ られる長方形

に縁石を配 した掘 り込みの浅い石組炉、他方は主体的にみられる方形の石組炉で、石材 を仕切状 に斜めに配

し、す り鉢状に掘 り込みの深い方形の石組炉である。前者が古い様相、後者が新 しい様相 と考えられ、後者

に限って廃絶時に石材を意図的に抜 き取 っているものが多 くみ られる。ただし57住では例外的にやや小振 り

の平石多数を用いて円形炉 とし、石材の抜去 も行われていない。柱配置は4本(105・106住)・5本(81住)・6

本(87住)で 規模に応 じて多 くなる。ほかの屋内施設 としては87・106住で出入口部に埋甕が存在する。 とも

に底部 を有する深鉢 を正位 に埋設するが、87住 では大型の把手付鉢を用いている。102住 では内部に小型の

深鉢が横倒 しに遺存 していた。遺物は遺構の保存状況が劣悪なため、良好な出土状況を呈さないが、81住 で

は土鈴の納められた小形深鉢が炉 と奥壁の間の床上に横倒 しに残されていた。

⑦中期11段 階(唐 草紋iii段階)

30・52・53・64・65・72・83・93・97・99・100・112・113住、試掘 トレンチ内4・5・8住が該当し、最 も遺構数が多い。

形態的には円ない し楕円形のものよりも、隅丸方形、むしろホームベース形 と言 うべきものが目立って多い

(30・64・65・83・93住)。規模的には5m内 外のものが一般的である。炉は必ず奥壁寄 りにあり、石英閃緑岩の平

石4枚 を仕切状に斜めに配 して方形の石組炉を組んでいる。ただ し住居の廃絶時に石材のほとんどを抜 き去

るものが大半である。柱穴は壁に接 して四隅に設けられる4本 主柱が多 く、出入口部と奥壁下に補助的にや

や小形の柱穴を設けるものがみられる。ほかの屋内施設としては、ほぼすべての住居趾 に出入口部の埋甕が

存在する。埋甕の種類は底部を有する深鉢を正位に埋設するもの(正 位Aタ イプ)3基 、底部のみ欠いた深鉢

を正位に埋設するもの(正 位Bタ イプ)2基 、深鉢の上半部を正位に埋設するもの(正 位Cタ イプ)2基 、深鉢

の上半部を逆位 に埋設するもの(逆 位Cタ イプ)5基 である。99住 では石蓋が残存 し、30住 では棒状の磨石が

内部に遺存 していた。使用 される土器は大半が在地的な唐草紋系の土器だが、99住 では曽利式系の深鉢が用

いられていた。出入口部の埋甕とは別に、炉脇 に近い位置に底部穿孔を施 した小型の深鉢を逆位 に埋設する

もの(逆 位Bタ イプ)が65・93住 でみられた。

この段階の住居趾も掘 り込みが比較的浅いこともあ り耕作による削平が著 しく、良好に遺物の出土した遺

構は少ない。

⑧中期12段 階(唐 草紋IV段階)

63住 のみが確定される。径5～5.5m、 前段階 と同様隅丸の五角形を呈する。柱穴は4本主柱で、周溝内に補

助柱穴がみられる。炉 はかなり奥壁寄 りにあ り、平石を垂直・仕切状に立てる方形石組炉と考えられる。出

入口部の埋甕は正位Aタ イプが1基、正位Cタ イプが1基 設けられている。比較的多 くの遺物が出土 した。

⑨中期13段 階(唐 草紋V段 階)

107住 の1棟 のみである。隅丸方形を呈 し、炉は奥壁寄 りに設けられる小型の方形石組炉である。石材は奥

壁側に大型の石材を用い、立石状に床上に立てている。ほかは垂直に埋め込むのと対照的である。柱穴は掘

り込みが小 さく、5本主柱 と捉えられる。埋甕は出入口部に正位Aタ イプのものが1基設けられる。
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(2)屋 外埋甕(第65図)

A地 区において5基 が検出された。全般に耕作による削平が著 しい調査地区のため、あるいは住居 に帰属 し

たものを単独の埋甕 と捉えた ものも少なくないと考えられる。特に屋内埋甕2は 中期初頭の深鉢底部であ り、

住居趾の埋甕炉の可能性を捨て切れない。ほかはみな中期後葉、11～13段 階の もので、屋外埋甕1・3は底部

のある深鉢下半部 を正位に埋設する正位Aタ イプ、屋外埋甕4は 筒状の深鉢体部 を埋設、屋外埋甕5は 底部を

欠 く鉢形土器 を埋設する正位Bタ イプである。

(3)土 坑(第65～68図)

A・B地 区合わせ て511基 が検 出 されたが、A地 区で は縄 紋時代 と平安時代、 中世 に帰属す る ものが混在 した

状況で検出 され、帰属 時期 を明確 に決定で きる ものは遺物 を出土 した ものや特徴的 な もの に限 られ る。遺物

を伴 い確実 に縄紋 時代 の土坑 として決定 しうる ものは58基 あ り、その ほか に可 能性 が高い ものが89基 あ る。

それ らの うち114基 を今回図示 した。総 じてA区 の西半部 に分布 の中心がある。

形態的 に特徴 的な もの としては円 ない し楕円形 を呈 し、内部が直径0.6～0.8m内 外 の袋状 に掘 り込 まれる も

の(土125・134・138・166・308・311・316・342・366・378・380・413・416・438・449・463・474・512等)、 径1～1.4m内 外 の

円形 で垂 直 に掘 り込 み平坦 な底面 を設 け、 中央部 に径30cm・ 深 さ20cm程 の円形 ピッ トを有す る ものであ る

(土412・452・457・464)。 前者 は屋外 の貯蔵穴 と考 え られ る もので、時間的に も各 時期 にわたる。後者 は4基 と

もに30住 の東側 に集 中 し、各辺3m程 の 間隔 をもって菱形 に配列す る。当初 は方形柱 穴列 に類す る ものか とも

考 えたが、断面観察の結果底 面中央部 の ピッ トか らの柱 痕の立 ち上が りは観察 されなかった。いずれ も中期

13段 階の遺物 を包含す る。

そのほか、縄 紋時代 の土坑 は平面形 と しては円 ない し楕 円形 を呈す る ものがほ とん どで、大小 ・浅深各種

あ る。 と りわけ直径0.8～1m程 で掘 り込みが しっか りとし、平坦 な底面 をなす円形土坑(土2・148・173・176・

178・188・210・216・248・252・288・289・291・293・295・300・330・423・455・456・462・467・475等)に 遺物や礫 の包含 さ

れ る場合が多 い。時期 的にはほ とんどが中期初頭～末の ものだが、土296・324・390・418・449・452・475は 出土遺

物か らみて後期初頭に帰属す る可能性が高い。

(4)ピ ッ ト(第49～53図)

A区 の全域で多量に検出されているが、ほとんどが遺物を包含 しないため直接時期を決定することができ

ない。従って縄紋時代、平安時代、中世のいずれに帰属するのか不明なものが多いが、縄紋時代のものはA

区の西半部に分布の中心があるものと捉えられる。なお遺物 を出土 したものにのみJP1～14の 番号 を冠 した。
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第49図 一ツ家遺跡遺構配置(1)
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第50図 一ツ家遺跡遺構配置(2)
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第51図 一 ツ家遺跡遺構配置(3)
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第52図 一ツ家遺跡遺構配置(4)
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第53図 一ツ家遺跡遺構配置(5)
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第6表 一ツ家遺跡縄紋時代竪穴住居趾一覧

総居
灘②. 地匿 雄置

親撲
鍵難懸繊 頬 纒叢 鑓欝穆灘 覇繋灘簸藁濃 鰯1 澱緬 積

30 A区 楕円形 564×498×24 22.2
O

N-17-E
(石組)

方形

正A×1

(内部に磨石)

29・31住 、土452・467に 切 られ る。床 面 は平坦 で 、

炉 ～埋 甕の 間で 非常 に堅 緻 。主柱 穴 はP1・5・7・8

の4基 。 炉 と奥 壁 の 間 に浅 い ピ ッ トが3基 存 在 す

る。床 面上 で の遺物 の 出土 は非 常 に少 な い。検

出面 よ り土偶頭 部 出土 。

11

51 A区 (円 形) (468)×(468)×0 (17.2) ? 地床? 一

土24、 ピッ トと切 り合 う。 削平 に よ り壁 ・床 を

消 失す る。 炉 はあ るい は石組 炉 の残痕 か。 遺物

はほ とん どない。

?

52 A区 (円 形) (356)X(352)XO (9.5)
O

N-58-W (石組) 正B×1
土20・25～27に 切 られ る。 削平 によ り壁 ・床 を失

う。位置 的 にみてP1を 炉 と推 定 。
11

53 A区 円 形 624×560×0 (26.4)
O

N-53一 一W (石組) 正B×1

溝3、 土310、 ピ ッ トに切 られ る。 壁 ・床 を削 平

で失 う。主柱 穴 はP1・3・4・6が該 当。遺 物 は少 な

いo

11

57 A区 楕円形 560X(536)X8 (22.4)
O

N-51-W 石組円形
逆C×1

縁石有

土181に 切 られ る。 西半 の壁 を失 う。 床 面 は 平

坦 ・堅緻 で ある 。P1・5・7・8・9・10の6基が主 柱 穴。

炉 はか な り奥 寄 りにあ り、小形 の 平石 を斜 に配

し、 円形 を呈す る。

io

59 A区 楕円形 408X?X6 (lo.o) ? 一 一

2基 のピッ トに切 られる。床面は平坦だが、堅

くない。柱穴、炉等何 ら床面施設は検出されな

いo

?

61 A区 (楕円形) (452)X?XO (14.0)
a

N-113一 一E ? 正A×1

土77に 切 られる。削平 によ り壁・床その他大部

分の施設を失い。埋甕の基底部 を残すのみであ

る。

10
5
12

62 A区 円 形 440X?X3 (14.6) ? 埋甕正A 一 17住 、撹 乱 、2基 の ピ ッ トに切 られる 。壁 は南

側 のみ残 存す る。遺 物 は少 ない。
2

63 A区 隅丸方形 548×508×21 22.2 N-120'一W (石組)
正A×1

正C×1

土478を 切 る 。20住 構1に 切 られ る。床 面 は平

坦 ・堅緻。 主柱 穴 は4本 配 置で 、大 き く掘 り込 ま

れ る 。埋 甕 は出 入 口部 の 他 に北 壁 下 に もあ り、

あ るい は本 趾 、20住 に切 られる別遺 構 の ものか 。

遺物 は覆 土、炉 内 か ら多 く出土 。

12

64 A区 隅丸方形 556×508×18 22.5
O

N-17-W (石組)×3 正A×1

五角 形 に近 い平面 形 をなす 。主 柱穴 はPl・2・3・5

の4基 で ある 。炉 の み2度 の 造 り替 え が行 わ れ 、

3基 の掘 り方 が重複 す る。

11

56

一

A区 隅丸方形 528×468×16 18.2
a

N-60-E (石組)
逆C×1

逆B×1

68住 を切 る。溝2に 切 られ る。床 面 は平 坦 ・堅緻。

主柱 穴 はP1・2・3・5の4基 。埋 甕 は 出入 口部 の他、

炉 の北 隣 に底 部穿 孔 の 小 形深 鉢 を逆 位 に埋 設 。

遺物 は床 よ り若干 浮 いて多 く出土 。 ミニチ ュ ア

土 器 出土。

11

66 A区 円 形 408×376×36 9.7 N-1(ぢ 一W
埋甕

正B×2
一

溝2に 切 られるが掘 り込みが非常 に深 く残存良

好。主柱穴 は4基。炉は新旧2基あ り、旧炉は貼

られる。東壁の土坑状の張出しは本趾 に伴 う階

段状の出入口施設と捉えた。床上の遺物は少な

く、覆土中に深鉢3個体が遺棄されていた。

3

67 A区 円 形 340X?X18 (6.5) ? (埋甕)
一

溝1に 切 られ る。床 面 は明瞭 、平坦 で あ る。P1・

4が 主柱 穴 と考 え られ る。炉 は埋 設土 器 を抜 き

取 られ 、 ピッ ト状 を呈す る。

2

68 A区 (円 形) (436)X(432)XO (14.4) ? ? 一 65住 、 土360に 切 られ る。壁 ・床 を失い 、 ピッ ト

の み残存 。削平 の ためか 、炉 は見 当た らない 。
?

70 A区 円 形 348×348×12 8.5 ? ? 一

87住 、 ロー ムマ ウ ン ド6に 切 られる 。床 面 は 堅

緻 であ る。P1～3の 間の床 面上 に1個 体 分 の深鉢

が潰 れ ていた。P1内 よ り土偶 脚部 。

2

71 A区 楕円形 458×388×14 (13.8) ? ? }

耕作 による撹乱で遺構の主体部分を失 う。残存

部での諸施設の検出はない。遺物は東壁下 に少

量存在。

2

72 A区 (楕円形) (524)×(448)×0 (19.8)
O

N-35-E (石組) 逆C×1

土413、 ピ ッ トに切 られ る。 削平 に よ り壁 ・床 を

失 う。主柱 穴 はPI・2・7・9・13の5本 か。遺 物 は非

常 に少 ない。

11

73 A区 (楕円形) (540)×(448)×0 (19.0)
a

N-34-W (石組) 正C×1
削平 に よ り壁 ・床 を失 い 、遺 構 の全 容 は不 明 で

あ る。土121に 切 られて いる。
11

74 A区 (円 形) 372X?X20 ? ? ? 一

42住 、.竪1、 土49・445～447に 切 られ 、東 西壁 、

周溝 、床 の一 部の み残存 。西 寄 り床 上 に深 鉢 の

大形破 片が残 される。

3

75 A区 円 形 440×428×30 14.5 ? (埋甕)×2 一

29・31住 、土412・470に 切 られる 。主柱 穴 はPl・

3・4・9が該 当か 。炉 は新 旧 あ り、新 炉 は炉 体 土

器 を抜 き取 られて いる。土 偶2点(1点 は混 入か)

出土。

2
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住居
No

地区 位置
規模 主軸方位

1

炉 埋甕 遺構所見 覇長 ×短 ×深(cm) 床面積

79 A区 円 形 352×340×10 8.2 ? 埋甕正C 一

111住 を切 る 。80住 、 土289～291、 ピ ッ トに切

られ る。床 面 はや や不 明瞭 、 中央部 で低 い。 ピ

ッ トはい ず れ も貧 弱 で 、柱 穴 は判 然 と しな い。

遺物 は少 な い。

2

81 A区 楕円形 504×456×14 16.1
O

N-8一 一E 石組方形 一

土134に 切 られる 。主柱 穴 はP3・4・6・10・13の5本

が該 当 す る。炉 は偏 平 な角 礫 を方形 に敷 き、炉

内 は浅 い 。Pl3に 接 して 土鈴 を入 れ た小 形 深鉢

が横 倒 しに床 上 に残 される。P2・7等 は本 趾 と切

り合 う土坑 か 。

10

82 A区 不整円形 426×404×28 10.9 ? 埋甕逆C 一

34住 に切 られる。床面はさほど堅 くな く、中央

部で緩 く窪む。主柱穴はP1～4が 該 当する。炉

は有孔鍔付土器の上半部 を逆位に埋設する。

2

83 A区 隅丸方形 448X(416)X4 (15.2)
O

N-63-W
(石組)

方形
逆C×1

土422、 ピ ッ トに切 られ る。壁 ・床 、 南半 部 の周

溝 を削平 で失 う。主柱 穴 はP3・4・6・10の4基 で あ

る。炉 は奥 寄 りに位 置 す る。 土偶 出土 。

11

86 A区 楕円形 436×384×26 9.2 ? 地床? 一

土293を 切 り、 土62・296・302・305・311に 切 られ

る。 本趾 は101住 を10cm程 埋 め立 て構築 され る。

床 は中央 が 低 く黄褐 色土 を貼 る もの の軟 弱 。炉

は 中央部 の焼 土 面が 該 当か。P4は 袋 状 を呈 し貯

蔵穴 と推 定 。遺 物 は廃絶 後 間 もな く多量 に遺 棄

される。

2

87 A区
隅丸
六角形

692×560×16 31.0
O

N-38-E
(石組)

方形
正A×1

70住 を切 る。 ロ.__.ムマ ウ ン ド6に 切 られ る。 縄

文 時代 の住居 趾 と して は最大 で ある 。主柱 穴 は

6基 で いず れ も大 き く、数 回 の建 て 替 えが 想 定

され る。 炉 の石 材 は大 半 が抜 か れ、 一 部 はP20

内 に移 され る。埋甕 はX字 把 手鉢 が使 用 され る。

10

88 A区 (円 形) (惣)×(獅)×10 (4.4) ? 一 一

西半部の壁 を失 う。床面 は緩 く中央が窪み、堅

緻である。柱穴 と考えられる4基のピッ トはT字

状に配列 される。遺物は皆無 に等 しい。

?

91 A区 隅丸方形 480×480×12 18.0
O

N-88-E
(石組)

方形
正A×1

土509、 ピ ッ トに切 られ る。 床面 は平 坦 かつ 非

常 に堅 緻 で あ る。 主柱 穴 はPl～4で 、 深 く掘 り

込 まれ る。炉 はか な り奥 壁 寄 りにあ り、2辺 の

石材 が 崩 され てい る。石 材 は大形 の 平石 を壁 状

に立 て てい る。土偶 脚部 出土 。

12
5

13

93 A区 隅丸方形) (532)X(444)X16 (ls.o)
O

N-18-W
(石組)

方形
逆B×1

土314を 切 り35・99住 、土456・511に 切 られ る 。

主柱 穴 はP2・5・13・14の4基 。東 ～北 部 に か けて

周溝 が 二重 に巡 り、拡張 を行 っ てい る。埋 甕 は

炉 の東側 に底部 穿孔 を施 した小形 深鉢 を逆 位 に

埋設 。炉 は大形 の石 材 を仕切 状 に立 て、 二辺 が

抜 き取 られ る。P1内 か ら土鈴 出土 。

11

94 A区 楕円形? 340X?X24 ? ? ? 一 95住 、 土451に 切 られ る。床 面 は凹 凸が 激 し く、

遺物 も少 ない 。住居 とす る には疑 問が残 る。

2
S

4

95 A区 楕円形 404×364×32 8.5 ? 石組長方形 一

94住 を切 る。土242に 切 られ る。 主柱 穴 はPl～4

の4基 で あ る 。炉 は棒 状 礫 を方 形 に埋 め込 む。

被 熱 は弱 い 。遺 物 は炉 ～ 西 壁 の 間 、床 面 よ り

10cm程 度浮 い て小 形 の深鉢 、有孔 鍔付 土器 が遺

棄 されて いた。

4

97 A区 (円 形) (560)X(480)XO (20.7)
a

N-6-W (石組)
正A×1

正C×1

35・99住 、 ピ ッ トに切 られ る。壁 ・床 を削平 され

る。柱 穴 配置 は定 ま らない。炉 は焚 口側 を除 き、

石材 を抜 き取 られ る。遺物 は少 ない 。

11

98 A区 隅丸方形 488×452×0 (IS.s)
a

N-13一 一E
(石組)

方形
正A×2

壁 を削 平 され る。P1・3・6・9の4本 柱 穴 か。 炉 の

石材 は抜 き取 られ、 一部 が炉 内 に残 され る。遺

物 は少 ない。

11
5
12

99 A区 円 形 (528)×(51翼)×10 (ZZ.s)
O

N-12一 一W
(石組)

方形

逆C×1

石蓋有

93・97住 よ り新 、37・100住 、土31・58に 切 られ る。

壁 はほ とん どが失 わ れる 。主柱 穴 は5基 であ る。

炉 はか な り奥 まった位 置 にあ り、仕 切状 に立 て

られた石材 の一部 が抜 き取 られる。 埋 甕 は曽利

式 系 の深鉢 を伏 せ、 石蓋 を有す る。

11

100 A区 楕円形 440×400×5 13.4
O

N-20-W (石組)
一 99住 を切 る。 土31に 切 られ る。 主柱 穴 はP1・2・

3・5の4基 であ る。炉 は石材 を抜 き取 られ る。
11

101 A区 不整円形 466×424×45 11.9 ? 埋甕正A×2 一

土293よ り新 、土296・302・305・311よ り古 。86住

に埋 め ら れ るが 、 そ の 際焼 却 を受 け たか 、 焼
'

土 ・炭粒が床面を覆う。炉 は2基あるが中央の1

基 は埋設土器が抜 き取 られ、東寄 り床上 に置か

れる。北壁下には深鉢が潰れ、方形の大礫が載

せ られていた。袋状のP10は貯蔵穴か。

2
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住居
No 地区 位置

規模 主軸秀位 炉 埋甕 遺構所見 時
期長 ※短 ×深(cm) 床面積

102 A区 円 形 488×476×0 16.9
a

N-20一 一W (石組)
正C×1

(内部 に土器)

34住 、土280・286・292・309・341・468よ り古 。壁

を失い 、堅緻 な床 のみ残 存 。埋 甕 内部 に小 形 の

深鉢 が横倒 しで遺存 してい た。

10

103 A区 円 形 508×504×46 18.1
O

N-47-E 石組方形

'

一

104住 を切 る。掘 り込 み が深 く、残 存 良 好 。主

柱 穴 はP1・3・4・6・8の5基 で 、柱 穴 問 を周 溝 が結

ぶ 。炉 は中央 よ りや や奥 まって棒 状礫 を用 い た

小形 の方 形石 組炉 が 設 け られ る。遺物 は南 半部

の覆 土 中、床面 よ り浮 いて一括 出 土 した。

3

104 A区 楕円形 428X?X20 ? ? 地床炉? 一

土39を 切 る 。103住 に切 られ る。 床 面 は 凹 凸が

あ り、 中央部 が緩 く窪 んで いる。 位置 的 にみ て

P1が 炉 と考 え られ るが、 焼 けて い ない。 遺物 は

皆無 に等 しい 。

2
5

3

105 A区 隅丸方形 412×404×0 (14.0) N-10。'一E
(石組)

方形
一 106住 を切 る。 壁 ・床 を削 平 され る。炉 は奥 ま っ

た位 置 にあ り、奥壁 寄 りの石材 のみ残 存 す る。
10

106 A区 円 形 (520)X(484)XO (ZO.1)
a

N-14-W
(石組)

方形
正A×1

105住 、土223・379・380、 ピ ッ トに切 られ る。

壁 ・床 は削 平で ほ とん ど失 われ る 。遺 物 は 埋 甕

以外 み られな い。

10

107 A区 隅丸方形 376×368×18 11.3
O

N-63一 一W
(石組)

方形
正A×1

土251、 ピ ッ トを切 る。溝6に 切 られ る。P2・4・

6・9・14の5基 が 主柱 穴 か。 炉 は小 形 で、 奥 壁側

に大礫 を用 い る。

13

110 A区 円 形 516×452×16 17.8 ? 一 一

土377を 切 る。43住 に切 られ る。 床面 は平坦 だ

が、Plを 除 き炉 等の 施設 は何 らみ られ な い。遺

物 も皆 無 に等 しく帰属 時期 も不 明。

?

111 A区 (円 形) (500)×(464)×0 (18.9)
O

N-63-W 地床? 一

79住 、 土274、 ピ ッ トに切 られ る。削 平 に よ り

壁 ・床 を失 い、 柱 穴 も判 然 と しな い。 遺 物 も皆

無 に等 しい 。

2
S
3

112 A区 (楕円形) (496)X(460)XO (IS.o>
a

N-101一 一W (石組)
正A×1

正C×1

113住 と切 り合 う 。 土23・83・89・367・373、 ピ ッ

ト、柱 列1に 切 られ る 。壁 ・床 を 削 平 に よ り失 う。
11

113 A区 (楕円形) (480)X(456)XO (16.8)
a

N-lzl一 一E (石組) 一 112住 と切 り合 う。 ピ ッ ト、柱 列1に 切 られ る。

壁 ・床 を削 平 され る。5～6本 主柱 か。
11

114 A区 (楕円形) (532)X(484)XO (ZO.o)
O

N-24-W (石組) 正A×2
土76・104に 切 られ る。 削平 が著 し く、壁 ・床 を

失 う。 主柱穴 は判 然 と しな い。

12
S
13

116 A区 (楕円形) (592)X(556)XO (25.7) ? (石組) 一

19住 、 土78、 ピ ッ ト、柱 列1に 切 られ る 。著 し

い 削 平 のた め 、壁 ・床 を失 っ てい る。4～5本 柱

穴 か。

?

117 B区 (円 形) 604X?X14 ? ?
(埋甕)

正A×1?×1

一

北半 部 のみ残 存 。P2・6・10が 主 柱穴 か 。炉 は2基

あ り、 北側 は埋 設土 器が 抜 き取 られ る。 遺物 は

極 めて少 ない 。

2
S
3

128 B区 楕円形 426×376×26 11.2 ? (埋甕)
一

119住 に切 られ る。P1・2・5が 主柱 穴 と考 え られ

るが、 北東 部 の床 面 に は対 応 す る ピ ッ トが確 認

され ない。炉 は抜 き取 り穴の み残存 。

2
S
3

129 B区 円 形 364×324×24 8.1 ? (埋甕)?
一

126住 に切 られ る。小形 の住 居 であ る。6基 の ピ

ッ トが検 出 され たが 、主柱 穴 は不 明。炉 も判然

と しな いがP2の 可 能性 もあ る。

2
S
3
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第54図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(1)

一84一



第55図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(2)
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第56図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(3)
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第57図 一 ツ家遺跡縄紋時代 の遺構(4)
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第58図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(5)
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第59図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(6)
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第60図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(7)
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第61図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(8)
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第62図 一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(9)
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第63図 一ツ家遺跡緻 時や 遺構(10)
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第64図 一 ツ家遺跡縄紋時代の遺構(11)

一94一



第65図 一 ツ家遺 跡縄紋時代 の遺構(12)
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第66図
一ツ家遺跡縄紋時代の遺構(13)
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第67図 一 ツ家遺跡縄紋時代の遺構(14)
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第68図 一 ツ家遺跡縄紋時代の遺構(15)
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2.古墳時代の遺構

(1)竪 穴住居趾(第69図)

B区 北辺部で検 出 された125住 のみである。8.44m×6.68mの 隅丸長方形 を呈 し、深 さ0.46m、 北壁 は調査 区

外 にかかる。長軸方位 はN-106.一W、 床面積 は推定で46.5㎡ である。覆土 は 自然埋没 の状況 を呈 し、壁 際

に褐色土、中央部 の最終埋 没土 は漆黒色 を呈す る。床面 は黄褐色土 をよく叩 き締 める。各壁下 に周溝 が巡 り、

南西 ・南東 隅には幅0.8m、 長 さ1.2～1.3mの ベ ッ ド状 の高 ま りが設 けられ る。柱 穴 は4本 主柱 で3基 が調査確認

された。P1か らベ ッ ド状高 ま りの北縁 には周溝i状の溝iがある。火処 はP2-P3間 に甕上半部 を逆位 に据 えた埋

甕炉があ り、その ほか床面2ヶ 所 に被熱面 が観察 され る。遺物 は北壁 下、P2脇 、南壁下 な どか ら高杯 、鉢、

甕な どが完形で出土 し、ほか に鉄鎌1点 があ る。出土遺物 か らみて古墳 時代前期 の遺構 と考 える。

第69図 一ツ家遺跡古墳時代の遺構
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3.平安時代の遺構

(1)竪 穴住居趾(第7表 、第70～75図)

A区 か ら30棟 、B区 か ら8棟 、合計38棟 を確認、調査 した。 これ らの うち、土器編年 に基づ く1～15期 の段 階

(奈良 ・平安時代 の遺物の記述 を参 照)に 位置づ けられ るもの としては7期:1棟 、7～8期:4棟 、8期:10棟 、8

～9期:2棟 、11～12期:2棟 、12期:1棟 、12～13期:3棟 、13期:3棟 、14期:1棟 、15期:1棟 が挙げ られ る。

遺構 の残存状況が悪 く遺物 の出土 も少 ないため時期決定で きない遺構 が多い。以下、時期毎 に遺構 の概 要 に

触 れることとする。

①7期(9世 紀 中頃)

126住 が該 当 し、37・41・43・122住が この段 階かあるい は次段 階に帰属す る。遺構の分布 のB区 に中心 がある。

方形 プランを基調 とし、規模的 には長辺3.5～4.5m程 の ものが主体で、41・126住 な ど3m内 外 の小型 住居が伴

ってい る。 カマ ドは東壁 また は西壁の中央付 近 に石組 カマ ドが設け られている。 とりわけ43住 で は一部 の天

井石が残 り、残存良好 であ る。逆 に126住 では袖 ・天井 ともに意 図的に破壊 され、構築材の礫が火床 面上 に置

きかため られ てい る。 カマ ド以外の屋内施 設は判然 とせず、浅い ピッ トが壁沿 いにままみ られる。明確 な柱

穴 を有す るものはない。

②8期(9世 紀 末)

前段 階同様、B区 に分布す る傾向が窺 える。8・27・34・39・45・118・119・120・121・123・127住が本段 階の遺構 で

あ る。最 も棟 数 の多 い時期 であ る。や は り方形 ない し長方形 プ ランを呈 し、規模 的には長辺3m未 満 の小型

(45住)、 普遍 的な規模で長辺3.5～4.3mの 中型、長辺が5mを 超す大型(34・120住)に 分かれる。完全 な把握 は

な されてい ないが、,大型 の2棟 には柱穴がみ られ る。カマ ドは東 または西壁の中央(45・118・120・121住)か 隅

寄 り(34・119・123)に 石組カマ ドが設 けられるが、39・127住 のみ北 カマ ドである。39・45・127住 で比較 的残 り

が よい。118・119住 な どは廃絶 時 に意図的 に破壊 され た もの とみ られる。ほかの屋 内施 設 と して壁沿 いに浅

い円形 ピッ トが検 出された ものが ある。特徴 的な遺物 としては119住 で鉄鎌 が2点 出土 している。

③9期(10世 紀前葉)

24・36住 が前段階か、 または本段 階の遺構 と捉 え られる。 また24住 とは連続的な建 て替 え と捉 え られ る23・

25住 も本段 階の前後 と推定 される。 なお本期 以降の住居趾 はすべ てA区 でのみ検 出され、7・8期 とは分布の様

相 を一変 させ てい る。36住 は3.7m前 後の隅丸 方形 で、やや隅寄 りにカマ ドをもつ平均的 な住居 趾であ る。23

～25住 は長方形の大型住居趾 と考 え られ、全形 の判 明す る23住 では長辺6.7mを 測 り、一 ツ家遺跡の平 安時代

住居趾 では最大規模で ある。23・24住 ともに東壁 の隅寄 りに石組 カマ ドが設 け られる。柱 穴 は設け られない。

特殊 な遺物は36住 か ら緑粕陶器 、馬具が出土 している。

④12期(11世 紀前葉)

40住 が該 当 し、46・96住 が11段 階かまたは本段階 に位置つ く。方形 を呈 し、規模 は長辺4.1～4.8mで 標準的

であ る。 カマ ドは東壁の中央か隅 に設 け られる。柱穴 を有す る ものはみ られない。96住 で は鎌 ・刀子 な ど鉄

器 の出土 が多 く、鉄{・ 銅津 も出土 している。北壁下 には粒状 の鉄{が 集 中 し、焼土面 もみ られ るこ とか ら

鍛冶 に関係 した遺構 とみ られる。 ただ し鍛冶炉 と呼べる明瞭 な施設 は確認 されない。

⑤13期(11世 紀中葉)

20・22・28住 が本段 階の遺構1、21・35・80住 が前段 階か本段階 に帰属す る。方形 プ ランを呈 し、規模 は3.8～

4.5mの ものが存在す る。 カマ ドは東西壁 の中央 もしくは隅に設 け られ、天井部以外 良好 に残存 してい る。 ま

たカマ ドの脇 には貯蔵穴 と思われる ピッ トが配 されている。22住 で は天井部 と思われる構築 石材が床 面中央

に置 きかため られ、廃絶 時の行為 の一端 を示 してい る。遺物 は22住 で比較的豊富 に出土 し、特殊 なもの とし
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ては21住から鉄鎌、35住か ら緑紬陶器などが出土 している。

⑥14期(11世 紀後葉)

33住1棟 のみである。長辺3.7mの 方形 を呈 し、カマ ドは隅に寄っている。また焚口か ら煙出しを通 した軸

線は住居の軸 とは斜交する。カマ ド脇、南東隅には貯蔵穴 と思われる楕円形ピットがある。廃絶時に投げ込

まれた礫、一部はカマ ドの構築材 と思われるものがカマ ドから南東隅にかけて散乱 している。

⑦15期(12世 紀前葉)

38住が本段階に位置つ く。長辺が5mを 超えるやや大型のもので、カマ ドは33住 と同様、軸を矢や南に振っ

た石組カマ ドが東壁の北隅に設けられる。南東隅には貯蔵穴が設けられる。東壁中央部には一段高 く焼土面

と、それに接 して長楕円形のピットがあり、何 らかの施設 と解釈 される。あるいは鍛冶炉の可能性 もあ り、

同様の様相を呈 し、重複関係にある96住の建て替えとも受け取 られるが、遺物か らみた時間差がやや大 きい。

一部に柱穴状の小円形 ピットがみられたが、不揃いである

(2)掘 立柱建物趾(第8表 、第76図)

B区 の123住 と126住 の間から1棟検出された・建2は1間 四方の小型の建物趾だが・北辺に接 して1間分・南

辺に接 して2問分の柱穴列が付随 している。この柱穴列が建物を囲む柵状のものだったのか、あるいはこれ

らを含めて全体 として1棟 の建物だったのかは定かでない。また柱穴内からの出土遺物がないため直接遺構

の帰属時期を決定で きないが、おそらく周辺の住居趾と同時期が前後 して営まれたものと推察される。

(3)土 坑(第76図)

出土遺物などから明らかに平安時代の遺構 として捉えられるもののうち、21基 についてを図示 した。特徴

的なものとしては楕円形 を呈 し垂直に深 く掘 り込 まれる土207、 隅丸長方形を呈 し覆土中に礫が多 くみられ

る土222、 二段に掘 り込まれる土230、 長方形で平坦な底面をなし、一部に被熱面を伴 う竪穴状の土401な どで

ある。そのほかは円形ない し楕円形を呈するものが主体で、土460な ど長方形のものが少数みられる。

(4)ピ ッ ト(第49～53図)

A区 を中心 に多 数の ピッ トが検 出 されたが、遺物 の出土 がないため明 らか に平安 時代 と断定 で きる ものは

少 ない。遺物 を伴 う もの については調査 時に土坑 と して処理 している。
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第7表 一ツ家遺跡平安時代竪穴住居趾一覧

纈 講'
・驚 纏 蒙縣 繍 嚢.

親 縫.ノ,

灘繊 鍵難 蓑難 鐵 難・・ 難蟻 薦 灘癬垂 …'蕪 繍、懸灘繋雛 購 難黙灘蔭

17 A区 長方形 424×356×4 13.5 N-106'一E
一

62住 、土77を 切 る。 土43、 ピ ッ トに切 られ る。床 面 は東か ら

西へ 緩 く傾斜 す る。11基 の ピッ トを検 出 したが 、柱 穴 はみ ら

れ ない。南 東 隅の ピ ッ ト内 か ら杯 が 出土 。

?

20 A区 方 形 436X?X18 ?
O

N-98一 一E
東 壁
石 組

63住 を切る。溝1、柱列1に切 られる。床面は平坦である。 カ

マ ドは両袖を残 し、右脇 に貯蔵穴を設ける。カマ ド前～中央

部に床よ りやや浮いて礫 ・杯類3点等が散在する。柱穴はみ ら

れない。

13

21 A区 長方形 454×332×16 13.5
O

N-97-E
東壁北寄

石 、組

床面は平坦・堅緻である。南・西壁には周溝が存在 する。カマ

ドは廃絶時に破壊 され、石材 はカマ ド～北東隅に置 きかため

られる。柱穴は確認されない。北壁下床面か ら雁股鎌出土。

12
S
13

22 A区 方 形 382×382×40 13.3
O

N-99一 一E
東壁南寄
石 組

四壁共残存良好。カマ ド～中央部にか けての覆土中・下層 に

は礫の遺棄が行われる。床面は平坦、東壁を除 き周溝が巡る。

カマ ドは両袖を残す。カマ'ド脇、南東隅には貯蔵穴 と考 えら

れる浅いP1が存在。柱穴はみ られない。遺物は北西部、カマ
㌔

ド内外に杯類他が多い。不明鉄器出土。

13

23 A区 長方形 670×540×20 33.7 N-82ｰ一W
東壁南寄
石 組

24住 、土197・199を切 る。平安時代 の住居趾 と しては最大。

西・南壁で周溝 を確認。床面は黄褐色土 を貼 り堅緻。カマ ド

は火床面のみ残存、構築石材 は右脇 に置きかため られ、杯が

伴 う。柱穴 らしきピッ トはみられない。P6は 内部に礫が詰め

られ、鉄鎌出土。P11・19は貼床下で検出。

?

24 A区 (方形) ?X516×8 ?
O

N-97-E
東壁北隅
石 組

25住 を切 る 。23住 、土481・482に 切 られ る。23住 の 旧住 居 と

考 え られ る 。 カマ ドはわ ず か に両袖 の 基部 と火床 面 を残す 。

刀子 出土 。

8
S
9

25 A区 (方形) (256)X?X4 ?
O

N-97一 一E ? 24住 、土481・482に 切 られ る。24住 の 旧住 居 と考 え られ る。 ?

26 A区 (方形) 456X?X12 ? ? ?

西半部 を撹乱で破壊 される。床面 は明瞭・平坦だが堅 くない。

カマ ドは火床面のみ残存、構築材 の礫 はカマ ド、床上に散乱

する。壁外に張 り出すP3か ら遺物が多 く出土。

?

27 A区 方 形 (366)X(356)X4 (12.2) N-6ｰ一E
東壁中央
石 組

土416を 切 る。土415に 切 られ る。 削平 で壁 ・床 を失 う。 カ マ

ドは焼礫 を伴 うP4と 考 え られ る。壁 沿 い にピ ッ トが連 な るが、

い ずれ も浅 く柱穴 と捉 え られ る もの はな い。

8

28 A区 方 形 456×444×16 16.2
O

N-77-W
東壁中央
石 組

撹乱が著 しい。床面は中央部で堅 く締 まる。カマ ド脇のP3は

貯蔵穴か。柱穴はな く、やや大形のP1・2は性格不明。
13

29 A区 方 形 520×504×22 23.4
O

N-99-E
東壁北隅
石 組

30・75住、土412・470を切 る。31住 に切 られる。床面は非常に

堅 く、75住 との重複部分は黄褐色土 を貼る。 カマ ドは破壊が

著 しく、火床面周辺に構築 材の礫が散る。Pl・5は柱穴の可能

性があるが、東壁寄 りに対応するものがみられない。鉤状の

鉄器、P4内 から管状の銅製品出土。

?

31 A区 方 形 344×336×14 9.9 N-100'一E
東壁北隅
石 組

29・30住、土452を切 る。床面 は黄褐色土 を薄 く貼 り、29住の

床 と面 を揃える。カマ ドは火床面 と右袖の基底部 を残す。床

面上 には礫が散在する。遺物は少ない。

?

32 A区 (方形) ?X?X6 ? ?
東壁北隅
石 組

土423・426、 ピ ッ トに切 られ る。壁 ・床 の ご く一部 の み残 存 。

カマ ドは火床 面 のみ 残 し、脇 のP1に は礫 が含 まれ る 。緑紬 陶

器片 出土 。

?

33 A区 方 形 472×448×36 17.2
O

N-107-E
東壁北隅
石 組

良好 に残存。東半部の覆土中には礫の投げ込みが観察される。

カマ ドは天井部 を失 うが、袖、火床面共に良好。柱穴はみら

れず、P2・4は貯蔵穴か。北壁沿い床上に杯類置かれる。鉄鎌

出土。

14

34 A区 長方形 540×492×8 24.7
O

N-9C1一 一E
東壁北隅
石 組

82・102住 、 土468・469を 切 る。 西半 部 の床 は黄褐 色土 を貼 り、

全体 に非 常 に堅 緻で あ る。 カマ ドは火 床面 を確 認 したの みで

あ る。柱 穴 はみ られな い。遺物 も非 常 に少 ない。

8

35 A区 長方形 348×304×16 9.2
ON-0 北壁中央

石 綿

93・97住を切る。 ピットに切 られる。床北半部は黄褐色土 を

貼 り堅緻。カマ ドは基底部のみ残存。柱穴はみられない。緑

紬陶器片出土。

12
5
13

36 A区 方 形 378×368×24 11.3
O

N-93-W
西壁南寄
石 組

土455・511を切 る。土456に切 られる。 カマ ドは袖の基部と火

床面 を残すが被熱は顕著でない。覆土中には礫が散在。東壁

下より馬具(鋏 具)出 土0他 に緑紬陶器碗破片。

8
S
9

37 A区 方 形 376×340×12 11.1
O

N-94"一E
東壁中央
右 組

99住 、土58を 切る。土234に 切 られる。カマ ドは火床面のみ

確認。構築材の礫、杯が南東隅に置 きかため られる。柱穴は

みられない。遺物は少ない。

5
8

38 A区 長方形 528×476×22 22.2 N-96ｰ一E
東壁北隅
石 組

96住 を切る。土4に切られる。西部の床面は黄褐色土を貼る。

カマ ドは天井部を除 きよく残存、軸を若干南 に振 る。東壁中

央下 には周囲よりやや高 く被熱硬化面があ り、接 して俵形の

P2が存在する。北西隅にも焼土面がある。鉄津1点が出土 し、

鍛冶にかかる遺構 か。

15
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39 A区 方 形 404×388×22 13.4
O

N-10-W
北壁西寄
石 組

土231・378を 切 る。40住 、土232に 切 られ る。床 面 は黄褐 色 土

中に あ る。 カマ ドは天 井部 が破 壊 され、 石材 が西側 にか けて

散 る 。南 壁 下 に2基 の ピ ッ トが あ るが 、柱 穴 で はな い。 カマ

ド右脇 に3点 の杯類 が残 され る。

8

40 A区 方 形 412×360×16 12.7
O

N-87-E
東壁北隅
石 組

39住、土232、 ピッ トを切 る。カマ ドは左袖 と火床 のみ確認。

構築 石材、甕類が上面 に散乱、その両側、特に北側 には杯類

が多 く残される。柱穴はみられない。鉄製紡錘車出土。

12

41 A区 長方形 328×272×40 6.3
O

N-97-E
東壁南寄
石 組

土374を 切 る。覆土上層の一部 に貼床面がある。カマ ドは長

辺上に設けられ、袖、火床面をよく残す。
S
8

42 A区 (方形) 408X?X28 ?
O

N-1(熔 一E
東壁中央
石 組

74住 を切 る 。竪1、 土443・444・446・448に 切 られ る。 カマ ド、

南 ～西 壁 の一部 が 残存 。床 面 は比較 的 明瞭 堅緻 、 カマ ドは 両

袖 を残 し、火 床 はほ とん ど被熱 してい ない。遺 物 は少 ない。

?

43 A区 方 形 464×424×40 16.8
O

N-80一 一W
西壁中央
石 組

44・110住 を切 る。床 面 は平 坦 で、 一部 周溝 が巡 る。 カマ ドは

煙 出 しを よ く残 し、天 井 石 も3個 が残 存 す る。 柱 穴 はみ られ

ない。 刀子 出土。

5

8

44 A区 (方形) 470X?X36 ? ? ?
110住 を切 る。43住 に切 られる。43住 の建て替 え前 の遺構 と

考えられる。わずかに東壁下の床面、周溝を残すのみである。
?

45 A区 長方形 268×208×16 4.6
O

N-88-W
西壁中央
石 組

土454を 切 る。小型の住居趾 である。覆土中に礫の廃棄が観

察される。床面はカマ ド前で非常に堅い。カマ ドは天井部を

失い、火床 はあ まり焼けていない。南西隅に貯蔵穴がある。

遺物は少ない。

8

46 A区 長方形 464×412×20 15.5
O

N-108-E
東壁中央
石 組

土460を 切る。カマ ド周辺に遺物が多い。床面は黄褐色土を

叩 き締めている。カマ ドは両袖、火床面 を残す。Pl・P5等大

形の ピッ トが多いが、柱穴 はない。遺物 はカマ ド～北側 に

杯・甕類等が出土。

11
S
12

80 A区 (方形) ?X?X14 ?
O

N-84-E
東壁北隅
石 組

79住 を切 る。土290、 ピッ トに切 られる。北東隅以外、削平

により失われる。カマ ドは楕 円形の掘 り方を有 し、火床の被

熱は弱い。構築材 の礫が上面にみられた。北壁沿いに浅いピ

ッ トが3基みられる。

12
S
13

92 A区 長方形 316×264×10 7.0
a

N-11-E 一
ピットに切 られる。全体 に撹乱による破壊が著 しい。南壁西

隅に張出しがあ り、カマ ドは見当たらない。遺物は少ない。
?

96 A区 長方形 476×420×22 17.8
O

N-3-E
北壁中央
石 組

土512を切 る。38住、土4に切 られる。38住 の旧住居。 カマ ド

は火床 と考えられる焼土面のみ残存する。本趾 は鉄器の出土

が多い。刀子2点、錺i1点の他、鉄津、銅津が出土、さらにカ

マ ド周辺 に打鍛津と推定 される粒状津が多 くみられた。鍛冶

に関わる遺構か。

11
5
12

118 B区 (方形) 432X?X10 ?
O

N-97一 一E
東壁中央
石 組

南部 を削平される。 カマ ドは掘 り方のみ残存 し、内部に構築

材 の礫が残 される。浅いピッ ト3基が検出 されたが、柱穴は

ない。カマ ドから苧引鉄が出土。

8

119 B区 長方形 388×344×22 11.5
O

N-90一 一W
西壁南寄
石 組

128住 を切る。 カマ ドは袖、天井部 を破壊 され、構築 材が南

西隅にかため置かれる。覆土中北西部 を中心 に礫の廃棄 も多

い。柱穴はみ られないが、中央 に掘 り込みの深い円形ピッ ト

がある。その北東床上 より鉄鎌2点出土。

8

120 B区 (方形) SOOX?X22 ? N-100'一E
東壁中央
石 組

南部を削平される。カマ ドは火床面 と袖石の掘 り方のみ確認

される。北壁中央下の床面にも焼土が広がる。P1・2は柱穴か。
8

121 B区 長方形 380×324×8 12.6
O

N-95一 一W
西壁中央

石 組

122住 を切 る。123住 、溝10に 切 られる。123住 と大半が重な

り、暗褐色土を貼るため床面の確認は難 しい。カマ ドは火床

面、袖石掘 り方のみ残存。北壁沿いの覆土中に礫の廃棄が多

い。中央床面 より鉄斧、他鉄鐵・釘が出土。

8

122 B区 (方形) ?X424×22 ?
a

N-86一 一E
東壁中央
石 組

121・123住 、溝10に 切 られ る。東 部 の み残 存す る。 カマ ドは

天 井部 を失 い、南 側床 面 に4個 体 の杯類 が置 き去 られ る。
S
8

123 B区 方 形 372×356×14 13.0
O

N-90-E
東壁北隅
石 組

121・122住 、土404を 切 る。床面 は黄 褐色 土 中 に設 け られ 、平

坦 。 カマ ドは壁外 に張 り出 しで 焼土 面 が広 が る。 柱 穴は み ら

れな い。

8

126 B区 長方形 320×308×18 8.2
O

N-88-W
西壁南寄
石 組

129住 を切る。やや小型の住居趾である。カマ ドは構築材が

火床面上にかため られている。2基 のピッ トが確認されたが、

柱穴はみられない。カマ ドから鉄鍼出土。

7

127 B区 長方形 348×304×20 8.4
ON-0 北壁中央

石 組

土坑墓 に切 られる。隅丸の形態 を呈する。カマ ドは袖の基部、

火床面 を残 し、土師器甕片が多 く出土。東壁沿いに貯蔵穴様

のP1～4が存在。鉄鎌出土。

8

第8表 一ツ家遺跡平安時代掘立柱建物趾一覧

建灘
撫⑧.

鐵屡 翻鞭 叢
繕離麹

縫繋騰縷'

織籟 繍鐵

・撹 蝶

鱗 鍼

繕 閾 灘 淡
繍 諜

穫 撚
騰 叢繋翻麟 鏡模(cm 獲膿 難鐡 』

2 B区
方 形
側柱式

ON-0

5.6

1間 ×1間

240×220

桁行240

梁 間220～240(230)
楕円形

径64～80

深20～28

一 南・北辺 に沿って柱穴列が付属。
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第70図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(1)
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第71図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(2)

一105一



第72図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(3)
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第73図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(4)
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第74図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(5)
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第75図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(6)
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第76図 一ツ家遺跡平安時代の遺構(7)
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4.中 ・近 世 の 遺 構

一ツ家遺跡 における中世の遺構は以下に述べ る各種の遺構がさらに有機的に結びつき、複合体をなしてい

る。その基本的なあ り方は溝 と自然地形 を利用 して方形 に区画 された二つの空間、東から方形区画1、 同2と

呼称、が設けられ、その内部に竪穴状遺構や土坑、柱穴列 といった構築物が配置 され、区画外にも特定の範

囲に建物跡や墓趾、土坑が分布する、といったものである。こうしたあ り方はまさに中世の屋敷跡を想起 さ

せるものである。本項では屋敷跡を構1成する各種の遺構の形態や分布状況について概観 してお く。

(1)竪 穴状遺構(第9表 、第77図)

A区 より5基が検出された。竪穴状遺構として一括 したが、形態的には2種 に区別 される。

一方は竪穴住居趾同様
、垂直な壁、平坦な底面 を有するもので、竪1・2・4・5が該当する。竪1は長方形 を呈

し、北側で重複する方形の土坑群 と人為的埋土 と思われる覆土の状況が近似 し、規模の相違があるものの性

格的には同 じものと考えられる。竪2は 平面形が隅丸三角形 を呈 し、底面には住居趾 と同様 に硬化がみ られ

る。竪4も平面形は楕円形 を呈するが平坦な底面を有 し、覆土中に礫が多 く廃棄 される。竪5は 火処、柱穴な

ど屋内施設が何 らみられない点を除けば、竪穴住居趾 と形態・規模は変わらない。

もう一方の形態は袋状ないし井戸状 に深 く掘 り込まれたもので、竪3が これにあたる。平面形は円形を呈

し、貯蔵を目的 としたものであろうか。竪3と 重複する土89・367も直径が小さい割 りに深 く掘 り込 まれ、あ

るいは同様な性格かと思われる。

出土土器からみた各遺構の時期は竪2が15世 紀代、竪3が16世 紀中葉、竪5は16世 紀前葉～中葉である。

(2)掘 立柱建物趾(第10表 、第77図)

確実なものとしては溝2の 北側、竪1の 西側か ら検出された建1が ある。中世に特有の小径の柱穴 を有 し、

長方形の主体部の東西両側に1問四方の庇ないし張 り出し部が取 り付 く。

方形区画1・2内には多数の小型 ピットがあ り、建物趾に結びつ くものが多数存在するものと思われる。 し

かし、縄紋・平安・中世の各時代の遺構が煩雑 に同一面上で重複 し、さらに耕作 による撹乱や削平が著 しかっ

たため明確 に把握することができなかった。

(3)柱 穴列(第10表 、第78・79図)

A区 、方形 区画2内 に集 中 して検 出 された。柱2は 溝5に 接 して直交 し、重複す る土1と 一体 の もの と考 え ら

れる。柱1・3は溝5か ら3～6m程 の間隔 をお き、溝3・4と 向 きをそ ろえて設 けられ る。柱1は 総延長29.6mを 測 る

長大 な ものであ る。更 に柱1・3の6～8m西 には柱5～7が あ り、柱5は 溝1や 溝:5と平行 に、柱6・7は それ よ りやや

西寄 りに軸 を振 って構 築 されてい る。 また柱4は これ らの北端 にあ り、柱6・7と 直交 してい る。柱9は 方形区

画2の 南辺 にあ り、それ と直交 して柱5と ほぼ平行 に柱8が 構築 される。柱10・11は 溝1に 沿 って南北 に設置 され

る。柱12は 溝2の 西 に沿って設 けられ、柱6・7や建1と 向 きを揃 えている。

これ らの柱 穴列の大半 は柵 ない しは塀 な どの施設であった可能性が高 く、溝 で区画 された空間 さらに分割

していた ものであろ う。一方柱2と 柱11に つ いてはその位置か ら溝 にかかる橋状 の出入施設 に関係 す る もの

と捉 えたい。 また柱穴列 の軸方位 を観察 す ると溝1や 溝5と 平行 ない しは直交 して設け られ る もの(柱5・8)

と溝3・4と 揃 うもの(柱1・3・8・9)、 その ほか、建1と 同方向の もの(柱6・7・12)の 三者 にまとめ ることが で き、

これ らの間 に時期 的な推移 のあ った可能性 もあ る。その場合溝 と柱 列の方向の一致が同時性 を示 してい るの

な らば、重複 関係 か ら溝5→ 溝3・4の 変遷が判明 してお り、柱 列 において も柱5・8→柱1・3・8・9の前後 関係が成
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立 しよう。ただし各柱穴列からの遺物の出土がないため、直接時期を決定することはできない。

いずれの柱穴列 も個々の柱穴は小型の円形 ピットで、削平を受けているものの掘 り込みの深い と言えるも

のはない。また列の揃わないものもあり、従って高 さ的にはそれほど大 きくはな く、作 りも強固なものでは

なかったのではないかと考えられる。

(4)墓 趾(第79図)

中世の土坑墓1基 と火葬墓2基 、近世の土坑墓2基 が検出された。

土坑墓1はB区 にあ り、黄褐色土を掘 り込む2.13×1.14mの 長方形の掘 り方である・底面はほぼ平坦に設けら

れ、その長軸方位はN-0.と 正確に南北線上にのる。遺物は掘 り方の北端底面に切先を西、刃部 を南 に向け

て短刀が置かれ、中央部の東壁下には土師器皿3点 が直線的に並んで据えられていた・ この3点の西側・底面

上10cmの 位置にはもう1点土師器皿が残 されていた。また南半部に集中 して底面上20～30cmに20～50cm大 の

礫がみられた。覆土の観察からは痕跡を捉えられず鉄釘などの出土はなかったが、礫が中央部に向かって落

ち込むようにレベルが下がることからおそらく平安時代のものと同様の木棺墓と考えられ、遺体は1.5×0.6m

程の木棺に北頭位で納め られていた もの と推定 される。先に触れた土師器皿3点 と短刀は棺外に副葬 され、

覆土中の土師器皿1点 は棺上に置かれたものと捉えられる。また礫は埋土上に据えられ、あるいは墓標的な

性格を帯びたものと考えたい。土師器皿の特徴から13世紀中頃の遺構 と考えられる。

火葬墓1・2とした2基 の土坑は方形区画2の 北側外、竪2の周辺から検出され、削平が著 しく底面が残存する

のみである。 ともに残 りが悪いためか不整楕円形を呈 し、火葬墓1は 底面の一部炉被熱 し・骨片 とともに炭

化材が遺存 していた。火葬墓2は 覆土中に焼土粒、炭、人骨片が含まれていた・

近世の墓趾は土坑墓2と したものが成人の座棺墓、土76と したものが小人の土坑墓と考えられる・土23は

方形区画2の 北辺部、溝1の 覆土中に掘 り込まれ、頭部、脚部、腕部が残存、寛永通宝2点 が副葬 されていた・

また棺上に置かれたと思われる礫が底面まで落ち込んでいた。土坑墓1は114住 を切ってお り、北頭位で埋葬

されていた。土坑墓1は 江戸時代、土坑墓1も江戸以降のものと考えられる。

(5)土 坑(第79～81図)

A・B区 か ら検出 された511基 の土坑の うち、出土遺物お よび形態 などの特徴 か ら確実 に中世、15～16世 紀代

に帰属す るもの として85基 があ る。それ以外 に も相当数当該期 の ものが存在す る と考 えられ るが、遺物 など

明確 な決定根拠 に欠 け、他時期の もの との分離 が困難 である。た だ し各遺構 の全体的 な傾 向 と して方形区画

1・2とその周 囲 に中世遺構 の集中があ り、土坑 において も同様 と考 え られる。 ここで は時期の明 白な ものの

中か ら特徴 的な65基 につ いて選択 し図示 した。そ してそれ らの中には形態 などの遺構の特徴 やその分布傾 向

に共通 したあ り方 を示す ものが多 く存在 し、以下 に第1種 ～第4種 に分類 した。

第1種 は方形 区画 内に分布す る長方形 ない し方形 の土坑で、長辺1～1.5m程 で掘 り込みが浅 く平 坦な底面 を

な し、区画溝 と方位 を合 わせ る ものであ る。楕円形 を呈す る もの も少数存在 する。覆土 は時折 人為 的 な埋土

と考 え られるブロ ックを多含 する ものがあ り、底面 は特 に叩 き締 め など観 察 されない・土4・10・20・25～27・

34・35・38・39・56・71・74・115・124・126・128・129・132・150・179・209・215・228・347・371・406・422・429・436・215など

が該当 し、長方形 の場合長 軸 を南 北 にとる。 また方形区画1の 内部で は全域 に分布 し、規模 も大 きい ものが

主体であ る。方形区画2内 では柱8の 周辺 にやや小型 の ものが集中す る傾 向が窺 える。遺物 を伴 うものは どち

らもほとん ど認 められない。

第2種 は竪3付 近 に集 中する円形で掘 り込みの深 い土坑 で、覆土 中に礫 が多量 に廃棄 され るものがあ る・土

83・39・90・367・373が該 当 し、方形 区画2の 北側 にある袋状 の土372も 同種の もの と考 え られ、貯蔵 を主た る用
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途 とした もの か。

第4種 は溝5の 西縁 中央部 に取 り付 いてい る方形 ・長方形の土1・46・50・51・53であ る。これ らは個 々時間差 を

おい て構築 された別個 の もので はな く、柱2も 伴 って一体 となった もの と捉 え られる。 その場合 土1・46と 土

50・51・53が一 対 にな ってい るもの と解釈 され る。 また これ らの土坑 の機 能は位 置的な状況 も鑑み る と方形 区

画1・2の 問を結 ぶ橋状 の出入 口施設 の基礎 をなす もの と考 えるのが妥 当であ ろ う。土1内 には埋納 銭 もあ り、

出入口部で行 われた地鎮 に関わる行為 と捉 え ることも可能であろ う。

第5種 は竪1の 北側 に集中 して重複 の著 しい一群 で、土49・443～447が 該 当す る。 いずれ も竪1と 同様、人為

的 な埋土 の状 況 を呈 し、短時間の うちに埋 め立 て られた状況 を呈 している。土443か らは銭が出土 してい る。

竪1も 含 め墓趾 の可能性 を考 えたが、人骨 の出土 はない。 またその場合溝1の 北側 には土184・430な どの火葬墓

も存在 し、 ほかの土坑 も含 めて墓域 を構成 していた可能性 も考 え られ る。

(6)ピ ッ ト(第49～53図)

掘立柱建物趾の項でも触れたが、方形区画内に小型円形のピットが集中 している。これらは単独のものも

存在するが、本来掘立柱建物趾や柱穴列を構成するものが多数あると考えられる。しかし遺物をほとんど含

まない、縄紋 時代や平安時代の遺構 と多数同一面上で混在 ・重複する、耕作などによる削平が著 しい、中世

の建物の場合柱穴の配列が乱れるものも多いなどの理由か ら調査 ・整理段階で建物に結び付けることがほと

んどできなか った。方形区画の外側では溝2の 西側に沿って土坑 とともに分布する傾向を認めることができ

る。

(7)溝 状遺構 ・方形区画(第82～84図)

A区 か ら9条 、B区 か ら2条 が検 出 された。方形区画 を囲む区画溝 ない しは堀 として捉 え られ るもの と、道路

の側溝 の可 能性が ある もの、そのほかが存在する。

区画溝 ない し堀 とした もの は溝1・3～5で あ る。最 も規模 の大 きい もの は溝=5で、方形 区画1の 西 ～北辺 を画

している。幅3.5m・ 深 さ1.2m内 外 を測 り、断面形V字 状 に掘 り込 まれ る。南北方 向の延長距離 は42.5mあ り、

東西 は調査 範 囲で21mを 測 る。なお方形区画1の 南辺 は 自然地形(段 丘崖)を 利用 し、南北の距離 は35mを 測

る。東半部 の状況は不 明だが、東西 ・南北 ともに同規模 であった もの と推 察 され る。溝3・4は 溝5の 埋没後 に

新 たに掘 り込 まれた もので、幅2m・ 深 さ0.6m内 外で 断面 はV字 状 を呈す る。溝;5と同様 、方形区画1の 周 囲 を

巡 るが、溝5と は軸方位 を若干変 えている。方形区画1は 調杢 部分 で584㎡ を測 る。

溝1は 方形 区画2の 西 ～北辺 を画す る。溝5と は方向 を一致 させ、北東隅 は直接接 続せず土橋 を設 けている。

また に比べ 幅1.5m・ 深 さo.6m内 外 と規模 的には溝5よ り小 さ く、掘 り込 みは逆 台形 を呈す る。なお方形 区画2

は東側 を溝5で 、南側 は 自然 の段丘崖 を利用 して画 してお り、その規模 は南北30m～35m・ 東西33.5mで 面積 は

1,122㎡ を測 る。

溝1・5で は覆 土中層 に拳 ～人頭大の礫が多数含 まれてお り、両溝 ともにその傾 向は方形 区画 の西辺 部で著

しい。おそ ら く溝 の埋没途 中で意 図的 に投 げ込 まれたか、あるいは溝 に沿 って存在 した土塁 などの陸上構 築

物 に用 い られた ものが崩落 したのであ ろう。礫 は貼 った り葺かれた りした ものに しては量的 に少 な く、 ここ

では前者 の可 能性 を考 えてお きた い。 また覆土の観察 か ら溝=5で は数 回に渡 り水 の流れ た痕跡 が窺 えるが 、

溝1で は観察 されない。 これ らの溝の年代 は出土 した土器 ・陶磁器か ら溝1・5は15世 紀後葉 、溝3・4は16世 紀前

葉 ～中葉 と考 え られ、遺物 お よび遺構 の方位 な どのあ り方か らみて方形 区画1・2は 同時期 に営 まれ、方形区

画1に 関 してはその後溝5が 埋没 した段 階で新 たに溝3・4で 区画 し直 された ものと推定 され る。なお溝1は 覆土

中に掘 り込 まれる墓趾 の存在 か ら江戸時代 には完全 に埋没 したことが判明す る。
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道路の側溝iの可能性があ るもの としては溝2・10・11が ある。溝2は 溝1と 幅 を3.5m程 に保 って南北 に走 る。

幅0.6～1.2m・ 深 さ0.2～0.5mでU字 形 に掘 り込 まれ、南端部 は向 きを西寄 りに変 えている。 また北端 部 は東 に

頭 を振 って閉 じる。 この部分 は溝1か らも枝状 に細い溝7が 派生 .し、両溝 で画 された空間の北端の幅 を絞 る目

的がある と解釈 され る。あ るいは出入 口施設が存 したのであ ろう。 また この空 間を道路 とす れば、方形 区画

1・2への南 ない し北 か らの進入路 として捉 える ことが可能 であ る。溝10・11はB区 にあ り、緩 く:カー一ブ しなが

ら5～7mの 幅 を保 って東 西方向に走 る。溝iの幅 は30～90cm、 深 さは20～30cmを 測 る。

さてこれ らの溝で画 された細長い空 間を道 と断定で きる直接 的 な証拠 は得 られてい ない。仮に路 面があ っ

た として も検 出面 よ り高い位置 にあ った と考 え られ、耕作 による削平で失 われ てい る。 また検出面 上で は特

に硬化 な どの傾 向は認 め られ なか った。

そのほかの溝 状遺構 としては溝6・8・9が あ り、溝9は 砂 の堆積 があ り、溝5に 流 れ込む流路 の残 痕 と捉 え ら

れ る。溝6・8は 流路性 の堆積 がみ られず 人為 的に掘 り込 まれた もの と捉 え られ、 これ も区画 などの用 をな し

た ものか もしれ ない。重複関係か ら溝8は 竪1よ り以前 に存 した と考 えられ る。

(8)埋 納銭(第22表 、第84図)

方形区画2の 内部、土1の 南寄 りの覆土上層から検出された。銭の枚数は総数502枚 あるが、削平などで失

われ本来の枚数でない可能性 もある。おそらく木箱か布袋に納め埋納されたものと考えられ、その意味につ

いては土坑の項で触れたように地鎮の可能性もある。埋納状況はあまり良好ではないが、各銭絡はおおむね

南北に向けられているようである。また銭繕の枚数を確定できるものはないが、最 も良好 に残存 した2束 で

97枚 、85枚 を数えた。これらの銭種 は表に示 したように中国銭42種 、朝鮮銭1種 があ り、最 も新 しい初鋳年

のもの として永楽通寳(1408年)50枚 、宣徳通寳(1433)1枚 、朝鮮通寳(1423)2枚 があることか ら宣徳通

寳の初鋳年である1433年 が上限とみなされる。永井久美男氏による最新銭 による時期区分(注)では宣徳通寳

の存在から6期、15世 紀第三四半期以降にあたるが、宣徳通寳以降渡来銭が減少 し、厳密な決定が困難 とさ

れる。ちなみに埋納銭の含 まれる土1と 一体 となって営まれる溝5は 出土土器類から15世紀後半の所産 と考え

られてお り、銭の埋納もこの時期に行われたものとみて大過なかろうかと思われる。

注 永井久美男編1994『 中世の出土銭一出土銭の調査 と分類 一』 兵庫埋蔵銭調査会
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第9表 一ツ家遺跡中世竪穴状遺構一覧
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1 A区 長方形 516×230×48 9.9
「

O

N-90-W 『

74・102住 、土49・445を 切 る。覆 土 は大小 の土塊 か らな り、 人

為 的 に埋 め られた状 況 を呈 す る。壁 は垂 直 に掘 り込 まれ、底

面 も堅 くな く平坦 で ある。遺 物 は全 くみ られ ない。

?

2 A区 三角形 284×248×36 4.6 N-60ｰ一W 一

ピッ トを切る。北壁 と南壁は階段状 に掘 り込 まれる。底面は

住居趾同様、 タタキ床 を呈する。古瀬戸縁紬皿、内耳土鍋、

馬具(轡)出 土。

1SC

3 A区 円 形 160×148×180 1.7 一 一

112住、土89・367を切 る。壁 は袋状 に下部で膨 らみ、崩落の

補修か、一部に石垣状の礫積が行われる。底面は平坦でな く、

中央が窪 む。下層 より内耳土鍋が多量に出土する。

審
S
中

4 A区 楕円形 248×180×44 2.5 一 一 覆土中に礫が多い。底面は平坦で、黄褐色土の貼床が観察 さ

れる。遺物はない。 ?

5 A区 方 形 292×280×36 6.9
O

N-10一 一E 二

ピ ッ トを切 る。19住 か ら変更 。底 面 は平坦 だが あ ま り堅 くな

い 。 ピ ッ ト、 火処 等 何 ら見 当 た らない 。 大 窯 製 品 の灰 紬 丸

皿 ・皿 が 出土 。

1認

一S

中

第10表 一ツ家遺跡中世掘立柱建物趾・柱穴列一覧
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柱2 A区 一
N-90'一E

2間

144
64-72 円 形

径20～68

深14～40
一 土1と 重複 。

柱3 A区 一 O

N-17-E
4間

968
180一 一284 円 形

径20～44

深4～26

一
ll2・113住 を切 る 。

柱4 A区 一 O

N-90-E
2間

480
232-244 円 形

径18～24

深8～10.

一

柱5 A区 一 a

N-9-E
5間

1068
184-280 円 形

径24～40

深11～30
一

柱6 A区 一 O

N-2一 一E
3間

1124
324～408 円 形

径20～32

深4～20

一

柱7 A区 一 O

N-2-E
3間

1088
284-440 円 形

径20～32

深8～12

一

柱8 A区 一
N-12ｰ一E

4間

1120
248-328 円 形 径14～50

深6～18

一

柱9 A区 一 O

N-15-E
4間

800
192-204 円 形 径26～52

深4～18

一

柱10 A区 一 a

N-13-E
2間

380
184^一.1.96 円 形

径18～22

深10～12

一

柱11 A区 一 O

N-3-E
2間

348
120-212 円 形

径28～44

深10～28
一

柱12 A区 一 O

N-1-E
4間

940
280212 円 形

径26～56

深12～20

一
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第77図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(1)
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第78図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(2)
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第79図 一ツ家遺跡 中 ・近世の遺構(3)
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第80図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(4)
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第81図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(5)
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第82図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(6)
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第83図 一ツ家遺跡中 ・近世の遺構(7)
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第84図 一ツ家遺跡中 ●乖世の遺構(8)
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班 出韮遺物

1.縄紋時代の遺物

(1)土 器(第91～131図)

小池・一ツ家遺跡から出土 した縄紋土器はテンバコにして50箱 以上に達 したが、頁数および時間的な制約

か ら図化可能な資料のすべてを提示することが不可能である。従 って両遺跡 ともに住居趾 ・土坑 などからの

良好な一一括品についてのみ提示 し、ほかは埋甕、炉体土器、特殊 な器形のものなどに限って可能な範囲で

掲載 した。また拓影や観察表 についてもその一切 を省略せざるをえなかった。 さらに加 えて本稿執筆時点

で土器図版が完成に至ってお らず、図版号 を引用することすらできなかった。

出土土器の帰属時期 は前期から晩期にまで及ぶが、主体 となるのは中期初頭～末葉で、出土遺構 も大半

が住居趾である。以下、先学による土器編年の成果に基づいて各時期の土器について概観することとする。

とりわけほぼ全般 にわたる資料が出揃 っている中期 については初頭を三上徹也氏の梨久保式、中葉 を井戸

尻編年 を基礎 に同じ松本平東部にある坪 ノ内遺跡出土品での寺内隆夫 ・野村一寿両氏の所見を踏 まえ、後葉

は唐木孝雄氏による唐草紋土器編年に依拠 して中期1段 階～13段 階に時期区分 して記述 を進める。

①前期の土器

一ツ家遺跡B区 の124住(平 安時代)に 混入 して黒浜式に併行する段階の深鉢片、小池遺跡土1107か ら諸

磯c式併行期の深鉢片がそれぞれ数片出土 している。量的にはごくわずかである。

②中期1段 階(梨 久保式1段 階)の 土器

小池遺跡土1838か ら1片、一ツ家遺跡で次段階の遺構に混入 して少量の破片が出土 したにとどまる。

③中期2段 階(梨 久保式ii段 階)の 土器

一ツ家遺跡から住居趾
、土坑に伴 う資料が得 られている。三上編年では更にa～cの3段 階に細分される。

a段階は出土資料がない。

b段 階は75・101住、土378・456な どで少量出土、39住 への混入品も該当 しよう。縄紋系が主体で沈線紋系

はわずかである。前者はキャリパー状の口縁部に沈線や角押紋による弧線紋:と玉抱三叉紋、体部は「Y」字状

隆線による縦4分 割を特徴 とする。75住 には頚部に狭長な楕円区画を有するものが(273)あ り、新 しい要

素である。地紋は結節縄紋を施すのが通例である。沈線紋系土器(271)の 全形は不明だが、頚部に集合沈

線紋を施 し、体部は上部にのみ紋様帯をお き、縦位区画は行われない。胴部の縄紋に縄紋系の影響が窺え

る。口縁部は 「く」字状に内屈すると考えられる。

c段階の土器は62・70・79・82・86住などで出土 し、86住 で好資料が得 られている。器形は深鉢、有孔鍔付土

器がある。深鉢は縄紋系がほとんどである。外反する形態 とキャリパー形の口縁部形態の ものがある。 と

もに無紋化が著 しい。キャリパー形の深鉢は胴部の膨 らむ ものとそうでないものがある。口縁部は隆線に

よる弧線紋を連ねるものと、波状部 に円形、棒状など小突起を付 し角押紋による構図を描 くものに大別さ

れ、後者が主体である。胴部の縦分割は「Y」字状の懸垂隆線加え、クランク状の隆線が特徴的である。これ

らを省略す るもの も目立つ。地紋の縄紋 もほとんどが省略されるなど次段階への過渡的な様相 を呈する。

沈線紋系の深鉢は70住 で出土 している。口縁部の状況は不明だが、胴部はクランク状の懸垂隆線で縦分割

された間に「B」字崩れの平行沈線紋で縦位区画を設け、斜格子紋を充填する。

④中期3段 階(狢 沢式)の 土器

小池遺跡120・205・208・261・265住、一ツ家遺跡66・74・103住出土土器がこの段階に位置づけられ、小池208
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住、一ツ家66・103住 から新 しい段階の良好な一括資料が得 られた。器形は深鉢、浅鉢がある。これらには

い くつかの系統があ り、器形、施紋などに差がみ られる。量的に主 となる系統はキャリパー形 、円筒形、

バケツ形などの形態をなし、胴上部に1～ 数段の楕円形隆線区画を横帯 させ、隆線に沿って角押紋を施す。

口縁部に半円形 と三角形を組み合わせた区画紋を有するもの も298・302などにみられる。たいてい区画内に

は角押紋による波状紋が充填 される。区画隆線が捻 り状 になったり、区画内に斜行沈線や垂下す る沈線を

伴 う波状沈線紋 を充填するものは次に触れる斜行沈線紋系統の影響と受け取 られる。小池261住 の253は よ

り古い形態で、角押紋のみで区画紋、充填紋を行 っている。そのほか装飾性が薄 く指頭圧痕のみや縄紋だ

けが施 される深鉢が多数伴い、 また口縁直下に波状の隆線 を1条 巡 らせるもの もみられる。一ツ家103住 、

小池208住 では浅鉢がある。一ツ家66住 の295は キャリパー形の器形など本系統に含 まれるが、地紋 に雑な

格子状の沈線紋を施す ものが存在する。平出3A系 などほかの系統か らの影響であろうか。

次 に量的に多数 を占めるのがいわゆる斜行沈線紋系統の土器群である。小池208住 、一ツ家103住 で典型

的な例がみ られる(300等)。 深鉢は外開 し、口縁部が短 く内湾するキャリパ.__.形である。口縁部～胴上部

に狭長な隆線楕円区画紋 を数段重ね、区画内に斜行する沈線紋を充填する。胴下半部には逆「U」字状の隆線

区画がみ られる。垂下沈線を付 した波状沈線紋 を施すのもこの系統の特徴である。

斜行沈線紋系統 と器形、紋様が共通 しつつ、特徴的な曲隆線や環状突起をもつ ものが一ツ家66住 、小池

208住 で各1点 みられる(171・294)。 後のいわゆる焼町土器 につながる系統である。区画内には円紋や刺突

紋が施され、一ツ家66住 出土品には一部に斜行沈線や波状紋 も充填 されている。

一ツ家66住 では平出3A系 統の土器も2個体みられる
。口縁部に棒状突起が付され、頚部の集合沈線は密に

施される。口縁部、頚一胴部に楕円状に平行沈線が横帯 し、下半には逆「U」字状紋が施 される(293・296)。

そのほか、北陸系統の土器の影響 を受けたものが一ツ家103住 に存在する(301)。 キャリパー形の器形、

太い半隆線による構図、蓮華状紋などを特徴 とする。

なお小池208住 には4・5段階の深鉢・浅鉢が少数混入 している(163・164・166・169・178等)。

⑤中期4段 階(新 道式)の 土器

小池遺跡200・215住、一ツ家遺跡95住 出土土・器が該当し、小池215住 、一ツ家95住 で良好な一括資料が得

られている。小池215住 出土資料はこの段階で も新 しく、次段階につながる様相 と捉えることができる。

土器群の系統性は前段階と同様、主系統に加えて曲隆線紋の系統が少数みられる。主系統の土器は深鉢、

浅鉢、有孔鍔付土器があ り、深鉢はキャリパー形のものが主体 を占め、円筒形や単純 に外反するものなど

がこれに次 ぐ。紋様帯のあ り方には横割区画 と縦割区画がある。前者は口縁部～胴上部 に三角形や楕円形

の隆線区画を重畳 させる。胴下半部には抽象紋を施 した り胴下部 まで楕円区画紋を巡 らせ る新 しい様相の

ものもある。同様に隆線 に沿う押引ないし刺突紋にキャタピラ紋+三 角押紋 に加えキャタピラ紋+波 状紋

の構成 も多 くなっており、爪形紋やゾウリムシ紋、円形の刺突紋などとともに新 しい要素 と受け取 られる。

183の ような横帯区画紋のあ り方も次段階に多い手法である。縦割区画のものは区画内に縄紋を施すか、あ

るいは斜位沈線紋を充填する(186・213)。 これもむ しろ新 しい要素である。これらに加え、単純 に縄紋や

指頭圧痕だけを施す もの、小刻みな波状口縁 をなし、縄紋 を施 した幅広の低い隆線 を施す もの(182)、 口

縁部が「く」字状に屈折 し連鎖状や蛇行する隆線 を施すもの(181)な どもみられる。浅鉢は屈折する口縁部

に平行沈線や三角押紋を施す。有孔鍔付土器は円筒形の ものが一ツ家66住 にある。

曲隆線紋系統は小池215住 で出土 している(200・204)。 キャリパー形をな し、口縁部 と胴部で紋様帯 を違

える。曲隆線による区画内に沈線や刺突紋を付加 した沈線を沿わせ、玉抱三叉紋や斜位沈線を充填する。

⑥中期5段 階(藤 内1式)の 土器

遺構出土資料 としては268住 でごくわずかな破片が得 られたのみである。小池208住 に本段階まで下るも
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のが混入 し、同215住 には本段階につながる新 しい要素の土器が伴 っている。

⑦中期6段 階(藤 内ii式)の 土器

小池遺跡102・198・218住出土品などが該当 し、198住 で多量の___.括資料が出土 した。特 に198住 か らは多量

の一括資料が得 られている。系統的には主系統のものに平出3A系 統が若干伴 う。

主系統では深鉢、浅鉢があ り前者の紋様帯は横割区画が主体 となる。キ ャリパー形の口縁部 をなす もの

と円筒形の ものがあ り、前者には屈折底 も多い。一方形態的には平出3Aの 系譜上にあるものの主系統 と融

合 した姿を呈 し次段階で櫛形紋土器 となるものが少数み られる。ロ縁部紋様帯のあ り方は突起や把手が強

調 されたのに伴い半円形 と三角形の横帯区画が崩れ、楕円形状 を呈する。口縁部が無紋帯 となるもの もあ

る。胴部は蛇行ない し山形 に連続する隆線紋で区画 を形成するものが多い。楕円区画紋 は胴下部などに頻

繁に用いられる。区画内の充填紋様 としては集合沈線、爪形紋から転化 した刻みない しは短沈線、ペン先

状工具によるくさび紋、交互刺突紋ないし連続「コ」字紋、三叉紋な どである。また隆帯上に盛 んに刻みが

行 われるのも特徴である。ほか口縁部が膨 らみをもった短い連続波状 となり、縦位の集合沈線 を充填する

円筒形の深鉢があ り、前段階か ら松本平でよくみ られる形態 といわれる(122)。 隆帯脇 に爪形紋 を施 し、

抽象紋 を描 くものも残 っている(113)。

平出3A系 統 との融合で生まれた形態は腰部の張 りがまだ弱 く、櫛形紋 も成立 していない。口縁部形態 を

はじめ形態的には平出3Aの 面影を残す。4分 割された口縁部区画内に縦位の集合沈線を充填する点 も平出3A

の名残 とみることができる(108・110)。

縦割区画の一群(115・120等)は キャリパー形で口縁部が無紋帯となったり、胴部が膨 らみ口縁部 にも縦

位の交互刺突や爪形紋が施 された りするものか らなる。縦位区画は太幅の平行沈線や隆線でで整然 と方形

や三角形の区画を行い、集合沈線や爪形紋を充填するか、区割 りの隆線が複雑に蛇行するものがある0

明 らかな平出3A系 統の土器は1点 あり、口縁部に棒状の突起や平行沈線紋による紋様帯を有するものの頚

部が無紋化 し、器形のメリハリもな くなっている(109)。

⑧中期7段 階(井 戸尻1式)の 土器

小池遺跡84・118・170・214・254・216住出土資料が該当 し、84・118・216住から多量に廃棄 された遺物が出土

している。構成 は主系統に加えて曲隆線紋土器(焼 町土器)系 統が少量伴い、平出3A系 統は主系統 と融合

し櫛形紋土器 に変化 している。器形は深鉢・浅鉢・台付深鉢があ り、曲隆線紋系統は深鉢のみ存在する。

深鉢は形態のバラエティーが多 く、10種 程度 に細別可能であるが、基本形は円筒ないし樽形のもの、キ

ヤリパー形など口縁部が胴部か ら屈曲 して大 きくなるもの、胴下部で器形が収約 し屈折底 となるもの、櫛

形紋土器にみられる腰部が収約 し器体が上下に二分されるものなどにまとめられる。

円筒ない し樽形の形態にはさらに頚部が膨 らむものや細身で外反傾向のものがみ られる。紋様帯は口縁

部 を無紋 とし、胴上半部に楕円区画紋や蛇行隆線を配 し、下半部は無紋か縄紋を施す。区画内外の充填紋

様や隆帯上の刻みなどに前段階以来の古い紋様表出法を行うもの(11・40・41等)と 、簡略化 された新 しい

様相のものの両者がみられる。口縁部は平縁で突起 を1単位付すものみられる。細身外反傾向の ものは小型

品が多 く縄紋やわずかな隆線装飾がなされる程度である。

キャリパ.___形などの形態は最 も量的に多い。キャリパー形は口縁端部を短 く直立 させ平縁 とし、時に大

型の突起を1単位付す もの と、波状口縁になるものがある。一方平出3Aの 系譜をひく胴部から屈折 して開い

たのち口縁部が外反 して開き、4単位の波状縁 となる形態が顕著である。これらの胴部は緩 く反 りながら収

束 して底部 に至るが、櫛形紋土器 と同様 に下部に膨 らみをもたせ るものも少数ある。ほとんどの個体が口

縁部にのみ紋様帯 を有 し、胴部には縄紋以外行 われない。キャリパー形の場合紋様帯には前段階の区画紋

が崩壊 してできた波状隆線や楕円形状などによる単純な隆線区画内に縦位集合沈線 を充填 し、屈折・外反す
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る口縁部形態の場合も波状部で4分 割 された区画内に縦位の集合沈線を施す。216住 では口縁部 に大型の把

手や突起 を配 し胴部 にも楕円区画や縦割 区画 を施 し、様 々な充填紋 で埋 める古 いタイプの ものが残る

(232・237等)。

もう一つの形態は今回の資料中では量的に少ないが、内湾ない し内屈口縁部、直線的に収束する胴部、

屈折する底部からなり、口縁部は大型突起部以外無紋 となる。胴部は縄紋が施されるか、230の 例 など彫刻

的手法で三叉紋や連続「コ」字紋、渦紋などが施 される。なお極端に胴下部の収束が強 く、算盤玉状の底部

を呈するものみられない。

櫛形紋土器 も口縁部 にはバ リエーションがあ り、強 く内湾するもの、緩 く内湾 し、端部が短 く直立する

もの、頚部から屈折、外反して立ち上がる4単位波状をなす ものなどがある。胴部のあ り方もこれに連動 し、

内湾の強い口縁部形態のものは腰部の収約 と胴下部の張 りが強い傾向にある。紋様帯にも相関関係があ り、

前二者の形態は口縁部紋様帯 に前段階か らの系譜 をひ く蛇行隆線による崩れた区画紋を配 し、屈折 ・外反口

縁部の形態は波状部で4分割 された区画内に縦位の集合沈線や くさび紋を充填する。 さらに充填紋様 に好ん

で角状の押引紋 を施す ものがあ り、胎土の特徴 もほかと若干異なっている(19・226等)。

深鉢には以上の形態に加え少数、・器形、紋様帯など規格外のものが伴 う。浅鉢は6段 階 と同様口縁部 と胴

部の境界 に沈線や くさび状の押引紋を施 した連鎖状の隆線 を巡 らせる。

曲隆線紋すなわち焼町土器の系統は233の1個 体のみ図示 した。口縁部 に4単位の突起 をもち、口縁部紋様

帯が省略 され胴部紋様帯のみで構成 される。隆帯に沿 った沈線だけで紋様が充填 され、円紋や列点紋 など

の充填がほとんど行われない。この時期の特徴 をよく表 している。

⑨中期8段 階(井 戸尻lll式)の 土器

小池遺跡164・169・201住、一ツ家遺跡2住 から出土 し、小池201住 を除 き各住居趾 とも良好な一括資料が得

られている。内容的には各遺構出土土器群 ともに新旧の要素が入 り混 じり、単体の出土品ならば次段階に

位置づけられそうな個体 も多い。いわゆる梨久保B式 の解釈にも関わる問題 と捉えられるが、ここでは本段

階の新 しい様相として一括 して述べる。

深鉢は主にキャリパー形の櫛形紋土器が多 く、次いで円筒形の小型品がある。そのほか、前段 階以来の

形態や台付の深鉢 ・鉢が組成に加わっている。曲隆線紋土器系統は台付深鉢にその名残をとどめる。

櫛形紋土器は本段階においては主体的に存在する。口頚部の形態にバ リエーションがあ り、平縁のもの

に加え4単位の大 きな波状 となるもの、頚部に膨 らみをもつものが加わっている。胴下部の張 りは概 して強

い。口縁部の紋様帯は縦位の沈線紋やそれに交互刺突を施す もの、「X」字状の貼付突起など古い手法による

ものに加え、紐状隆線による貼付紋が発達 している。これらは縦位の直線やそれをつないで梯子状に行わ

れるほか、169住 では「X」字状の構図が多 くみられ、164住 ではこれが発展 して摺曲状に口縁部を巡 るものに

変化 し、両者の問に時間差が読み取 られる。大型の波状口縁となるもの(43・77・308等)は 波状部に くさび

紋を伴った「X」状の大柄な隆線で区画紋 を設け、区画内に縦位の平行沈線を満たす。頚部が膨 らむ形態は次

の円筒形の深鉢にもみられるが、膨 らみ部分に独 自の紋様帯をもち、紐状の隆線を格子目に貼付する。

円筒形の深鉢は口縁部が無紋 とな り、胴部は直か緩 く膨 らむ。口縁部は無紋帯 となり、頚部に波状隆線

や交互刺突を施 した隆線 を巡らせ、胴部は縦位の隆線で4分割、区画内に箆描 きの縦位集合沈線 を満たす。

時に沈線間に刻目を入れた り、交互刺突 を施す。また隆線 も刻 目や細い粘土紐を組紐状 に貼付 したり、あ

るいは人体装飾がみられたりする。

そのほかの深鉢では角状に突出する大型の波状口縁部をなし、口縁部 ・胴部に崩れた隆線区画紋 を配 し、

腰部に楕円区画紋帯が残るもの(72)や 、球状の胴部に内湾 してすぼまる口縁部の取 り付 く小型品(81)

な ど前段階以来の形態がある。台付形態は鉢を載せ るものと深鉢を載せ るものがあ り、大小み られる。後
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者は曲隆線紋系統の変化 した もの と捉えられ、施紋 は縦位基調である(82等)。 屈曲の弱 まった曲隆線 に沿

って数条の沈線が走 り、下半部に縄紋が施 された り縦位 ・斜位の沈線や列点紋が施 されるものもある。

遺物を多出した3棟 はいずれもこの段階としては新 しく位置つけられようが、内容的に口縁部に摺曲紋 を

伴・う櫛形紋土器の多い164住 が より新 しく、あるいは次段階に下らせた方がよいのか もしれない。逆に一ツ

家2住 出土品はこの三者の中では最 も古相を呈 していよう。

⑩中期9段 階(唐 草紋系1段 階)の 土器

この段階の単独資料 を出土 した遺構 としては小池遺跡168住 、土1562・1651が あるが、個対数が少なくあ

ま り良好でない。小池土1562・1651出 土品には深鉢3個 体がある。前段階にみ られた大型波状口縁 をなす櫛

形紋の深鉢1個 体 と円筒形の深鉢がある。前者の紋様モチーフは8段 階と変わらないが、押引紋がペン先状

でなく、角状 となっている。円筒形深鉢 は隆線が単純で、結節や押引紋が伴 う以外前段階に比較 して簡素

である。胴部の区画内 も平行沈線 を満たすだけである。頚部が膨 らみ格子 目のモチーフを施す もの も手法

的に簡略化され、一ツ家2住 の例など前段階で隆線を格子 に丁寧に貼付 していたものが本段階では格子 目の

下地側が平行沈線に転化、貼付 も雑になっている。

このように、本段階の土器には前段階に比べて隆線装飾が退化 し、半割竹管状工具 による平行沈線や押

引紋が多用される傾向が強 く窺える。

⑪中期10段 階(唐 草紋系Il段 階)の 土器

小池遺跡92・116・117・202・134・172・173・185・187・199・229・241住、一ツ家遺跡57・81・87・102・105・106住出

土土器が該当 し、小池202・229住で比較的良好な資料が出土 している・住居形態に新旧がみられるようにヰ

器様相 も新旧に二分されるようだ。

古段階の資料は断片的で、小池116・172住 、一ツ家81住 などで少量出土 している。器形 は頚部が くびれ、

ロ縁部がキャリパー状に内湾するか外反する深鉢がみ られる。また施紋の手法は沈線紋 によるもののみ出

土 している。口縁部紋様帯 は前段階に隆線で行われた摺曲紋が沈線で構成 され中途に渦巻紋が伴 うものが

172住 にあ り、一ツ家81住 では無紋帯となるものがみられる。頚部は前段階からみられる波状な どの隆線を

1、2条 巡 らせることが多 く、一ツ家81住 出土品には頚部に膨 らみがあ り、前段階の格子 目紋が崩れた斜位

集合沈線が施されている。88で はそれが斜位の くさび紋として名残をとどめている。胴部は腕骨紋や「U」字

状・逆「u」字状などの隆線が特徴的で、それらに区切 られた間には太い斜位沈線が充填 される。

新段階の資料は埋甕 を主体 に多 くの遺構から得 られているが、 とりわけ小池202・229住、一ツ家87住 で資

料がまとまっている。器形は深鉢 を主体 に鉢 もみ られる。深鉢は頚部が くびれ、口縁部がキャリパー状に

内湾または外反する形態 と頚部が くびれない形態 とがある。施紋の手法 により沈線紋系 を主体 に、条線紋

系、縄紋系の三者が存在する。内湾口縁の形態は前段階までのような立ち上が りが長 く内湾の強いものは

259の ほかはほとんどな くなり、口縁部が短 くなる。むしろ外反口縁をなすのものが主体 となる。口頚部に

一対の把手 を付す ものも組成に加わる。頚部の くびれない もの としては樽形の形態があ り、む しろ次段階

に発達する。各形態 ともに口縁内面に蓋受け状の突帯が付 されるようになる。

紋様帯のあ り方は頚部の くびれる深鉢の場合口縁部、頚部、胴部に三分 される。沈線紋系では内湾口縁

の形態が口縁部有紋 とな り、連続渦巻紋などを配する。そ してどの口縁部形態も頚部は無紋帯 となる。胴

部は腕骨紋 を配 した り、腕骨紋が「J」字状の大柄渦巻紋 となり、剣先紋:が付 されるもの も現れる。地紋は沈

線による綾杉紋が充填 される。口頚部に一対の把手をもつタイプも同様である。小池117住 の27は 胴部の施

紋に古い要素を残 し、小池229住 の259も 形態や頚部波状紋、胴部の縦位沈線など古相を呈するが腕骨紋先

端が巻 きかけている。そのほか腕骨紋が沈線で表現されるものなどがある。

頚部の くびれない形態は樽形を呈するもので、小池117・202住など量的にはまだ少ない。頚部紋様帯はま
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だ成立 しないか、26な ど交互刺突紋帯が多段 に配 され区画紋帯が成立直前のものに加え、小池202住 の128

では一応の完成 している。胴部の大柄渦巻紋はまだ単純で未発達、剣先紋 もこの形態にはみられない。

そのほかの器形 としては一ツ家87住 に大型のX字 把手付の鉢形土器があ り、小池173住 で も縄紋系の鉢が

出土 している。特殊 な形態として小池187住 から完形 に近い釣手土器を得ている。

条線紋系は202住 に頚部が くびれ口縁部が外反するものに(132)、 縄紋系は229住 に好例がある。

⑫中期11段 階(唐 草紋系lll段階)の 土器

小池遺跡115住 、屋外埋甕5、 一ツ家遺跡4・30・52・53・64・65・72・73・83・93・97・99・100・112・113住などの出

土土器が本段階に帰属するが、埋甕が中心で覆土や床面からのまとまった資料は少ない。

深鉢は樽形を呈するものが主体 となり、頚部の くびれる形態は少ない。樽形の形態 は紋様構成 にバ リエ

ーションがあ り、頚部の紋様帯 をもつ ものもたない もの、胴部に大柄渦巻紋を配す るもの、大柄渦巻紋 を

有 さず、腕骨状の蛇行隆線を配するものなどがある。頚部紋様帯を有さないものには53住 や64住 の埋甕の

ようにこれが退化 し、小渦巻紋 となった と考えられるものも比較的多 く、新 しい様相 と捉えられる。形態

的にも新 しいものほど直線的で細身の形態に移行 している。

条線紋系の土器は65住埋甕のような樽形で大柄渦巻紋や腕骨紋を有するものや条線のみを施す頚部の く

びれない形態などがあるほか、99住 の埋甕のような曽利式系の土器が伴っている。

縄紋系の土器は加曽利E式 系のキャリパー形深鉢 などこの段階から多 くみられるようになる。

深鉢以外の形態では一ツ家4住 か ら細頚の壷形土器が出土 している。

⑬中期12段 階(唐 草紋剰V段 階)の 土器

一ツ家遺跡63・91・97住
、小池遺跡206・223住 出土品などが帰属 し、小池206住 、一ツ家63住 で比較的良好

な資料が出土 した。深鉢の形態は縄紋系では胴部の緩 くくびれるキャリパ.__.形が主体 となり、樽形主体の

沈線紋系にもこの形態のものが現れる。条線紋系では樽形が存在する。

沈線紋系の樽形深鉢 は胴部の大柄渦巻紋が失われ、頚部の紋様帯 も形骸的 となる。交互刺突の退化 した

姿 と考 えられる波状沈線紋や狭長な楕円形に沈線 を配する程度 に簡略化される。前者の波状紋は次段階で

勾玉状紋に変化するものと捉えられる。懸垂隆線 も腕骨紋風のものがな くな り頚部に配した渦巻紋か ら2条

の隆線 を垂下させるだけとなる。隆線 に沿って肋骨状の沈線装飾がなされるの も本段階の特徴である。綾

杉状の沈線紋は粗 くなる。キャリパー形の形態では胴部 を「コ」字状の隆線で縦位に8分割 し内部に「ハ」状沈

線紋 を充填する。頚部の くびれない小型の深鉢 にも同様な施紋がみ られる。小池206住 では1対 の把手を有

する小型・内屈口縁の深鉢があ りこの種の形態 としては最後の姿であろう。胴部の施紋は樽形 と共通する。

条線紋系では地紋のあ り方に変化がみられ、波状に蛇行 した条線 を充填するものが多い。縦位隆線で4な

い し8単位に区画されたり、肋骨状の沈線紋が伴ったりする。一一ツ家63住 では胴部の区画内に条線紋 を施す

曽利式系の両耳付壷形土器が出土 している。同様な壷形の土器は屋外埋甕5も 該当する。

縄紋系土器は口縁部に連続渦巻紋などを、胴部は2本1単 位の沈線か隆線を垂下 させ、縄紋 を充填、波状

沈線紋を加える。

⑭中期13段 階(唐 草紋系V段 階)の 土器

小池遺跡107住 、一ツ家遺跡104・114・210・213・224・238・242・243住か ら本段階の資料が得 られているが、

良好な資料には恵まれない。ここでは小池224住 、土1425出 土品について概観 してみる。沈線紋系の土器の

みがみられる。形態的には樽形、腰部の緩 くくびれる深鉢からなる。前者は頚部の紋様帯がほとんど失 わ

れ、土1425例 では1条 の沈線に沿って勾玉状紋を配 している。224住 埋甕では前段階に懸垂紋の上端 に付 さ

れていた4単位の渦巻紋のみが口縁直下に置かれる。胴部 には4な い し8単位の逆「U」字状沈線が配され、区

画内には綾杉紋の退化 した横位沈線が粗 く施 された り、あるいは無紋 となっている。腰部の くびれる形態
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も同様 に逆「U」字状の沈線区画を8単位配 し、内部は空 白となるか綾杉紋が充填 される。土1425出 土品は波

状口縁をなし、口縁直下に勾玉状紋が配列されている。

そのほかの器形では小池遺跡H区 検出面から四耳付の無頚壷形土器が得 られている。球状に張る胴部には

隆線で渦巻紋が描かれ、赤色塗彩が施される。

⑮後期の土器

小池・一ツ家両遺跡 ともにこの段階の住居趾はな く、土坑・ピット内および小池遺跡のF区 南部 ～H区 検出

面か ら比較的多数の破片資料が得 られた。時期的には称名寺式～堀之内II式 に併行するものがあるが、ま

とまった資料 は小池遺跡土1597、 一ツ家遺跡土475か ら出土 した。小池土475出 土品は小型の深鉢、鉢があ

り、堀之内1式 に、一ツ家土475出 土深鉢は腰部が くびれ、J字状の磨消縄紋が施 されることから称名寺式に

帰属 しよう。

⑯晩期の土器

小池遺跡95住 か ら深鉢片1点 、小池遺跡検出面か ら台付土器の破片などが出土 している。深鉢は百瀬長秀

氏の言 う羽状の沈線紋をもつ土器の系統に含 まれるもので、口縁部の形態や紋様は第6段 階の様相を呈する。

台付土器は脚部に三叉紋帯があり、晩期前半のものと考えられる。その出自は一ツ家遺跡B区 か ら出土 した

石刀とともに、隣…接する後・晩期の集落趾、エリ穴遺跡に求められよう。
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① は じめに

本項 で は小池遺跡 よ り出土 した4,498点(247,388.39)、 一 ツ家遺跡 よ り出土 した1,947点(78,378.09)、 計

6,445点(325,766.39)の 石器(広 義 、以下断 りの ない限 り狭 義 とす る)・ 石製品 を対象 とした(註2)・

②縄紋時代石器研究 につ いて

縄 紋時代 石器研究 における一一つの方向性 と して石器組成論があ る(小 林1974・1975等)。 個 々の器種 に

つい ての機 能 を想定す るか、 まれには決めつ ける ことによ り石器組成 か ら当時の生産活動組成 を導 き出そ

う とす る、 よ りマ クロな視点 に立 った研 究であ る といえ よう。た だ し、それぞれの器種 を認識 す るための

分類基準及 び分類体系 が明示 され ることは少 な く、 また器種の機能 を決 めつ けてい る もの は論外 として も、

器種 の機 能 を想 定 してい るこ とを忘れ たかの よ うに、検証作 業が な され た例 は少 ない のでは なかろ うか 。

もう一 つの方向性 として、あ る特定 の器種 を対象 として行 われ るこ とが多 く見受 け られる、製作技 術や平

面形態 の細分 を行 うとい った よ りミクロな視 点 に立 った研究 があ る。 しか し石鎌 、ス ク レイパ ー、石 ヒ、

打斧等 、従 来定形石器 も しくは定形 的石器 等 と呼称 されて きた石器 は、それぞれの器種 内で形態 細分等が

行 われ るこ とはあって も、そ もそ もそれ らの器種 を器種 た ら しめ る分類基準 が明示 された例 は少 ないの で

はなか ろうか。以上両者 の研 究方 向につい て、1)分 類 基準が明示 されない場 合が多い こ と及 び、2)複 数

の土器 型式が認 め られ る遺跡 の石器群 を一括 して対象 と し、い わゆるツールのみ を対象 とす る場 合が多 い

こ と等 が指摘 し得 る。仮 に分類 とは 「概念す なわち事象 の集合 を、他 の概念 と区別す るこ と」 であ る とす

るな らば、縄紋 時代 石器研究 にあてはめてみ る と、器種 というパ ラ レル タクソン間の差異 、す な わちクラ
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イテリオンを明示せずには分類体系は成立 しないことになる(註3)。さらに、吹上パターンが提唱されて以来、

遺構埋土中に包含 される遺物の扱いについて考古学上最 も基礎的かつ深刻な議論があることは周知である。

しか しなが ら、「石器群」 というある程度の時間幅を含みつつも共時的関係として扱 われるものを、その設

定の基準及びその意味 を明 らかにしなかった り、または伴 出 した土器型式のみに依存 して設定する姿勢 に

も問題があると考えられる。

③枠組の提示

上述 した問題意識 に基づ き、本項では従来使用されてきた機能名称 はできる限 り用いずに、なおかつそ

れぞれのタクソンについての分類基準すなわちクライテリオンを明示するように努 めた。そこで石器 を

「素材獲得技術及び二次加工技術の複合体」 と定義 し、両遺跡において石器の素材として認められた1)通

常剥離技術 による石核 ・剥片、2)両 極剥離技術 による石核 ・剥片、3)礫 選択 による礫を素材獲得技術構i

造の構i成要素 として設定 した。加撃法の分類 は加撃物(あ くまでも想定であるが)を クライテリオンとし

てい くつか分類がなされているが、ここでは加撃の結果として形成される剥離面及び剥離痕のうち、今後

分離 し得る可能性の高い もののみにとどめた。現段階では明確なクライテリオンは提示 し得ないが、通常

剥離 を 「バルブ及びバルバースカーが最 も発達すると考えられる、剥片の剥離 を目的とする加撃」、両極剥

離 を 「リング及び潰れ状を呈する剥離痕が最 も発達すると考えられる、台石上でなされた と考えられる剥

片剥離 を目的とする加撃」、押圧剥離 を 「バルブ及びバルバースカーが最 も発達 しに くく、剥離痕末端部は

ステ ップ状 を呈することが多い と考 えられる、対象物 に対 し接触 した状態でなされたと考えられる加撃」

と仮設 した。また、敲打技術 を 「剥片剥離 を目的 としないと考えられる、対象物に対 し垂直になされた と

考えられる加撃」 とし、研磨技術 を 「加撃行為 とは定性的に区別 し得る、対象物を磨 く行為」 と仮設 した

(註4)。また両遺跡において石器の二次加工 として認め られた通常剥離技術、両極剥離技術、押圧剥離技術、

敲打技術、研磨技術 を二次加工技術構造 の構成要素 として設定 した(註5)。そして二次加工の有無 という定性

的クライテリオンにより分離 されるレベルの異 なる二つの構造の関係、すなわち構造間構造 を石器製作技

術 システム とし、素材獲得段階及び二次加工段階の両段階を通 して剥離技術の多用 されるシステムA及 び、

素材獲得段階においては礫選択が、二次加工段階においては敲打技術及び研磨技術が多用 されるシステムB

(以下皿系石器 とす る)と い う二つのシステムを設定 した。 さらにシステムAに ついてはより詳細なデータ

を提示するため石材をクライテリオンとし、緻密石材素材剥離系石器(以 下1系 石器 とする)及 び、素質

石材素材剥離系石器(以 下H系 石器 とする)の 二系統に分割 して扱った。ただ しシステム内を細分するク

ライテリオンには形態的属性が多分に含まれており、全体 としては類型分類 となっている(註6)。なお従来の

石鎌、石錐、小型石ヒ等の素材 となることが多いと考えられる石材 を緻密石材 とし、従来の打斧、大型石

ヒ等の素材 となることが多いと考 えられる石材 を素質石材 として扱 ったが、本来は物理的な硬度によって

分離 されるべ きもの と考えられる。

石材の分類 については益富寿之助氏及び、柴田 徹氏の論考を参考 とした(益 富1955・ 柴田1991)。 な

お石材鑑定は縄紋時代住居趾出土石器群については太 田守夫氏 に依頼 し、その他の石器(広 義)・ 石製品

については太田氏鑑定の石材をサンプルとして同定を行 った。

資料の提示及び操作の基本単位 となる単位石器群の設定については、諸般の制約から1)調 杢段階におい

て遺物の垂直出土位置の記録化が十分には行われ得なかったこと、2)石 器(広 義)の 接合 ・母岩識別作業

をほとんど行い得 なかったこと等から、調査段階においての遺物の取 り上げ単位である遺構 を単位石器群

とし、遺構の切 り合い関係及び伴出した土器型式等により共時的関係を設定 した(註7)。そして単位石器群ご

とに上述の分類 を適用 し、各 タクソンをさらに石材別 に分離 した。点数カウン ト、重量計測、及びデータ

ベースの作成はこのように、石器分類タクソンが同時に石材分類 タクソンでもあるという関係 を保 ちつつ
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行 った(註8)。なお縄紋時代 に帰属 しない と考えられる遺構 より出土 したか、もしくは検出面 より検出された

石器(広 義)・ 石製品については混入資料群 とし、小池 ・一一ツ家各遺跡の調査区ごとに扱った。

④器種及び接合資料の概観

ここでは小池 ・一ツ家遺跡 より出土 した石器(広 義)・ 石製品を一括 し、各タクソンの概観を行 う(註9)。

1系 原石 剥離が全 く施 されていないか、施されていた としても剥離痕の長 さ及び幅が約1cm×1cm以 下

にとどまるものと仮設 した。黒耀石が99%を 占め、チャー トは1点が認められるのみでる。

1系 剥片 通常剥離によると考えられる主剥離面が認め られるが二次加工の施 されていない ものと仮設

した。黒耀石が96%を 占め、次いでチャー・ト(2%)、 珪質岩(1%)、 珪岩(1%)等 が認められる。

1系 石核 通常剥離によると考えられる剥離痕が認められるものと仮設 した。黒耀石が95%を 占める。

1系 懊状剥片 両極剥離 によると考えられる主剥離面が認められるが二次加工の施 されていないものと

仮設 した。黒耀石が100%を 占める。

1系 懊状石核 両極剥離によると考えられる剥離痕が認められるものと仮設 した。黒耀石が99%を 占める。

1系 尖頭石器 小池遺跡H区 検出面 より1点が出土 したのみである。押圧剥離により両面調整 を施 した、

平面形が柳葉形状を呈する石器(以 下尖頭石器 とする)と 仮設 した。1は横断面が三角形状を呈 し、背面上

部には稜状を加撃することにより形成された剥離痕が認められる(註10)。

1系 鍛形石器 押圧剥離 により両面調整された平面形三角形状 もしくは柳葉形状、横断面 レンズ状 を呈

する石器(以 下鍛形石器 とする)と 仮設 した。素材面が残 されていた資料は少ないが、中には両極剥離 に

よると考えられる懊状剥離面をとどめる資料 も認められる(7)。 また器面下半部に研磨痕 を持つ ものもあ

る(9)。 基部形状はいわゆる凹基、平基がほとんどで、11は 両遺跡唯一の凸基 を呈する資料である。黒耀

石が92%を 占め、次いでチャー ト(5%)、 黒雲母石英質流紋岩(註11)(2%)、珪質岩(2%)が 認められる。

1系 錐形石器 押圧剥離により、機能部 と考えられる横断面三角形状 もしくは四角形状を呈する尖頭部

の形成された石器(以 下錐形石器 とす る)と 仮設 した。尖頭部の作出は認め られない ものの、尖頭状の素

材面 に対 し研磨痕の認められるものについて も本 タクソンに一括 した。礫や懊状剥片石核 を素材 としたも

の(12.16)も 認められる。黒耀石が95%を 占め、黒色緻密安山岩は1点が認められるのみである。

1系 ヒ形石器 剥片 を素材 とし、押圧剥離により両面調整された基部 と考えられる凹部及び、刃部 と考

えられる部分(以 下刃部 とする)の 形成された石器 と仮設 した。チャー ト2点(50%)、 黒耀石1点(25%)、

珪質泥岩1点(25%)が 認められる。1系 石器中最 も黒耀石の組成比が低いタクソンである。

1系 スクレイパー状石器 剥片 を素材 とし、通常剥離、押圧剥離により形成された刃部の剥離単位(註12)

幅が剥片の打面部を除いた全周の約1/2以上に達する石器(以 下1系Sc状 石器とする)と 仮設 した。黒耀石

が94%を 占め、黒雲母石英質流紋岩、チャー トがそれぞれ3%つ つ認められる。

1系.二次加工ある剥片 剥片 を素材 とし、通常剥離、押圧剥離により形成された剥離単位幅 もしくは剥

離痕幅が、剥片の打面部 を除いた全周の約1/3以 上1/2以下に達する石器(以 下1系Rfと する)と 仮設 した。

黒耀石が97%を 占め、次いでチャー ト、珪質岩、珪質泥岩などが認められる。

1系 微細剥離痕 ある剥片 剥片 を素材 とし、剥片の打面部を除いた全周の約1/3以 下に肉眼で観察 し得る

剥離痕が認め られるもの(以 下1系Mfと する)と 仮設 した(註13)。黒耀石が98%を 占め、わずかなが らチャー

ト(7点)、 珪質岩(2点)、 珪質頁岩(1点)、 鉄石英(1点)も 認められる。

II系原石 通常の剥離が全 く施 されていないか、施 されていたとしても長 さ及び幅が約1cm×1cm以 下の

剥離痕を有するものと仮設 した。石英安山岩が80%(4点)を 、ホルンフェルスが20%(1点)を 占める。

ll系剥片 通常剥離 によると考えられる主剥離面が認められるが二次加工の施 されていないものと仮設

した。ホルンフェルスが51%を 占め、次いで砂岩(15%)、 硬砂岩(13%)、 頁岩(7%)等 が認められる。
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II系石核 通常剥離 に よると考 え られる剥離痕 が認 め られ る もの と仮設 した。砂 岩(33%)、 ホル ンフェ

ルス(33%)、 石英 閃緑岩(8%)、 硬砂 岩(8%)、 頁岩(8%)、 粘板岩(8%)が 認め られる。

ll系懊 状剥片 両極剥離 による と考 え られ る主剥 離面が認 め られるが二次 加工 の施 され ていない もの と

仮設 した。 ホルンフェルスが53%を 占め、次いで硬砂岩(40%)、 砂岩(7%)が 認 め られる。

ll系懊状石核 両極剥離 に よる と考 え られる剥離痕 が認 め られ るもの と仮設 した。ホル ンフェルスが64%

を占め、次いで硬砂岩(21%)、 頁岩(7%)、 砂質頁岩(7%)が 認め られる。

ii系打製斧形 石器 通常剥 離 もし くは両極剥離 に よ り調整 された側縁 を持 つ石器(以 下打製斧形石 器 と

す る)と 仮設 した。素材 には剥片、礫 の両者 が認 め られ、機 能部 も しくは基部 と考 え られ る縁 辺 に器軸 に

ほぼ並 行 した研 磨痕 を持 つ もの(41・44)も ある。 ホル ンフェルスが55%を 占め、次 いで硬砂 岩(13%)、

頁岩(8%)、 ビン岩(5%)、 珪 質頁岩(5%)、 砂岩(4%)、 黒 色頁岩(2%)、 輝石安 山岩(1%)、 緑色凝灰

岩(1%)、 砂 質頁岩(1%)等 が認 め られ、H系 石器 中最 も石材種 に富 んだタクソンである。

ll系磨 製斧形 石器 研磨 に よ り機能部 と考 え られ る縁辺 の形 成 された石 器(以 下磨製斧 形石器 とす る)

と仮 設 した。48は 背面及 び背 面右側面 に擦 り切 り技術 の痕跡 とも考 えられ る研磨痕 を とどめる。素材獲得

技術 の痕跡 を とどめ る資料 はほ とん ど得 られなか ったが 、本来 は皿系 石器 に含 まれ るべ きもの とも考 え ら

れる。蛇紋岩が59%を 占め、次 いで緑色凝灰 岩(18%)、 石英閃緑岩(6%)、 硬砂 岩(6%)等 が認 め られる。

ii系 ヒ形石器 剥片 を素材 と し、押圧剥離 、両極剥離 等 に より基 部 と考 え られる凹部及 び刃部 の形 成 さ

れた石器 と仮設 した。ホル ンフェルスが55%を 占め、次 いで頁岩(27%)、 ビン岩(9%)等 が認め られる。

ii系ス ク レイパー状石器 剥片 を素材 とし、通常剥離 、押圧剥離 に よ り形 成 された刃 部の剥離単位 幅が

剥片 の打面 部 を除いた全周 の約1/2以 上 に達す る石・器(以 下H系Sc状 石・器 とす る)と 仮設 した。主剥離面 を

打面 と して背面側へ片面調整 され る ものが多 い。 ホル ンフェルスが40%を 占め、次い で砂岩(13%)、 硬砂

岩(13%)、 珪 質岩(13%)、 安 山岩(7%)、 珪質泥岩(7%)、 輝緑凝灰岩(7%)が 認め られ る。

ll系二次加工 ある剥 片 剥片 を素材 とし、通常 剥離 、押圧 剥離 に より形成 され た剥離単位 幅 も しくは剥

離痕 幅が、剥片 の打面部 を除いた全周 の約1/3以 上1/2以 下 に達す る石器(以 下H系Rfと す る)と 仮 設 した。

主剥離面 にお いて刃部 にほぼ並行 す る研磨 痕の認 め られる もの(52・53)も ある。 ホルンフェルスが51%を

占め、次いで硬砂岩(23%)、 砂岩(9%)、 頁岩(6%)、 安山岩(3%)、 ビン岩(3%)等 が認め られ る。

ii系微細剥 離痕 ある剥片 剥 片 を素材 と し、剥片の打面部 を除いた全 周の約1/3以 下 に肉眼で観 察 し得 る

剥離痕 の認 め られる もの(以 下H系Mfと す る)と 仮設 した。 ホル ンフェルスが52%を 占め、次 いで硬砂 岩

(26%)、 珪質頁岩(7%)、 安 山岩(4%)、 砂岩(4%)、 珪質泥岩(4%)、 凝灰岩(4%)が 認 め られ る。

iii系原石 皿系石器 の素材 としての 皿系原石 は、礫 選択 とい う肉眼的 には認識不可 能な状 態で 出土す る

こ とが想定 され、本来H系 原石 として分類 され るべ きもの と も考 え られるが、 皿系石器 の素材 となる可能

性の高い もの と仮設 した。搦翠1点 のみが該当する。

iii系礫石器A類 礫 を素材 と し、敲打技術 によ り凸面(註14)が形成 された もの(以 下礫石 器A類 とす る)と

仮設 した。硬砂 岩1点 のみが該 当す る。

Ill系礫石器B類 礫 を素材 と し、研 磨技術 に より凸面 が形成 された もの(以 下礫 石器B類 とす る)と 仮設

した。唯一の在地石材であ る石英 閃緑岩が43%を 占め、次 いで砂岩(29%)、 安山岩(14%)、 凝灰 岩(7%)、

チ ャー ト(7%)が 認め られる。

Ill系礫石器C類 礫 を素材 とし、敲打技術 に より凹面 が形成 された もの(以 下礫石 器C類 とす る)と 仮 設

した。砂岩が45%を 占め、安 山岩(23%)、 石英閃緑岩(14%)、 硬砂岩(9%)等 が認め られる。

iii系複 合石器 礫 を素材 と し、 敲打技術 、研磨技 術 、 まれ には剥離技 術が 、複合 して認 め られ る もの

(以下複合石器 とす る)と 仮設 した。本項 で採用 した分類体系 中最 も混乱 した、 いわば吹 き溜 ま り的 な タク
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ソンである。砂岩が55%を 占め、安山岩(15%)、 石英閃緑岩(8%)、 緑色凝灰岩(7%)等 が認められる。

皿系皿状石器 礫 を素材 とし、研磨技術 により凹面が形成 された もの(以 下皿状石器 とする)と 仮設 し

た。ほとんどの場合礫石器A類 、礫石器B類 、礫石器C類 に用い られる敲打技術及び研磨技術 との複合関係

が認められるが、複合石器 とは区別 し得るものと考 え分離 してして扱 った。安山岩(30%)、 砂岩(30%)、

多孔質安山岩(20%)、 輝石安山岩(10%)、 石英閃緑岩(10%)が 認められる。

iii系砥石状石器 礫を素材 とし、凹面において研磨技術 により溝が形成されたもの(以 下砥石状石器 と

する)と 仮設 した。砂岩1点 のみが該当する。

III系錘状石器 礫を素材 とし、凸面において研磨技術 により溝が形成 されたもの(以 下錘状石器 とする)

と仮設 した。砂岩1点 のみが該当する。

llI系棒状石器 礫を素材 とし、敲打技術 もしくは研磨技術 により、棒状、横断面円形状に作出された も

の(以 下棒状石器とする)と 仮設 した。緑色凝灰岩2点(67%)、 安山岩1点(33%)が 認められる。

lIl系刀形石器 礫 を素材 とし、全面的な研磨技術により平面形刀状、横断面楕円形状に作出されたもの

(以下刀形石器とする)と 仮設 した。一ツ家遺跡B区 混入資料群に緑色凝灰岩製の76が 知られるのみである。

lIl系有孔石製品 礫 を素材 とし、敲打技術、研磨技術及び剥離技術 との複合関係 もみ られるが穿孔のな

された もの(以 下有孔石製品とする)と 仮設 した。緑色凝灰岩製の70の みが該当する。

接合資料について 本項執筆段階までに確認 し得た接合資料は小池遺跡石器群の6例 のみであるが、ここ

では図示 した5例 について概観 してお く。接合資料1は1系 石核(32)及 び1系Mf(33)に より構成 される。

33が 通常剥離 により剥離 された後、32背 面上縁部 には両極剥離 とも考 えられる剥離がなされ、さらに木口

面においても剥片が通常剥離 されたと考えられる。接合資料2は1系Sc状 石器(34)及 び1系Rf(35)に よ

り構成 される。レイアウ トの都合上剥離の順番とは逆になっているが、35が 通常剥離 により剥離された後、

剥片xが 剥離 され、34が 通常剥離により剥離されたと考え られる。接合資料3は1系Mf(36)及 び1系Rf

(37)に より構i成される。36の 通常剥離がなされた後、厳密な切 り合い関係は検討 し得ないものの打面調整

及び打面縁調整がなされたと考えられ、その後37が 通常剥離 された と考えられる。接合資料4は1系Rf(38)

及び1系Mf(39)に より構成 される。38は 通常剥離 によると考えられる剥片剥離の後、打面部に背腹両面

より調整がなされ、その剥離痕を打面 として背面右側縁 に樋状剥離が施されたと考えられる。接合資料5は

有孔石製品が折損面で接合 した例で、72及 び73に より構成 される。両遺跡において唯一確認 し得た遺構 間

接合資料であるが、それぞれ土坑より単独で出土 したため縄紋時代 に帰属するという確証はない。

⑤石器 ・石材組成概観

ここでは対象 を小池 ・一 ツ家遺跡の縄紋時代住居趾に限定 し、石器 ・石材組成について概観すると同時

に、若干の予察 も行ってお きたい(註'5)。

まずは石器組成について大 まかな把握 をしてみると、対象 となった段階の単位数(住 居肚数)及 び資料

数が著 しく少 ない段階を例外 として、ある程度の単位数及び資料数の得 られた段階については組成差はあ

まり認められない。すなわち1系 石器その1は 常にほぼ半数 を占め、次いで1系 石器その2が 約2、3割 を占

める。H系 石器及び皿系石器については段階ごとにやや変動が大 きいという傾向が伺えるものの、約3割 程

度で推移 している。次に皿系 は除 くとして、各系統内における石器 と素材獲得技術構造の痕跡の比率をみ

てみると、1系 石器においては石器 と同程度 もしくはやや上回る程度で推移 していることが認め られる。

しか しH系 石器については素材獲得技術構造の痕跡、 とりわけH系 石器内において石核がほとんど認め ら

れないことが指摘 し得る。以上かなりの高所から概観 したが、大局として全系統の石器組成は縄紋時代中

期 を通 して等質的に推移 していることが指摘 し得 る。またII系 、皿系石器については、素材獲得技術痕跡

の一部 もしくはすべてが欠落すること等から、遺跡内への剥片状態 もしくは完成品に近い状態での搬入や、
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素材獲得後の遺跡外への搬出がなされた可能性、またはH系 石器一皿系石器間においてリダクションが行

われていた可能性等を指摘 し得る。

次に石材組成について概観 してみると、小池遺跡 においてより多様な石材が用い られていたことを指摘

し得ると同時に、小池 ・一ツ家遺跡 ともに石器組成がほぼ等質的であったのに対応 してか、石材組成 も等

質的であることが指摘 し得 る。なおここで大まに石材産地を推定 してお く(註'6)と、和田峠産と考えられる

黒耀石、美 ヶ原産 と考えられる多孔質安山岩、北陸地方産 と考 えられる窮翠及び蛇紋岩、岐阜県湯 ヶ峰産

と考えられる黒雲母石英質流紋岩、在地産の石英閃緑岩を除いては、すべて城山山塊につながる、いわゆ

る西山産のものを利用 していたと考えられる。

⑥小結

本項では石器を分類す るということのみに終始 した感が強いが、その分類 さえも未だ問題を多分に残す

ものであ り、検証 ・フィー ドバ ック作業を必要とする仮設であることはいうまで もない。

器種についての個別研究及び石器組成論 という二つの方向性は、本来リンク関係 にあるべ きものであ り、

相互補完的に機能すべ きものであって、最終的には総合されるべ きものであると考えられる。 とくに 「器

種」 という概念が仮設であることを忘れた研究も散見される縄紋時代石器研究の急務 として、1)検 証可能

な仮設の設定及び、従来器種 と呼びならわされてきた仮設に対する検証 ・フィー ドバ ック作業、2)遺 物出

土状況の三次元座標での記録化、3)遺 物の接合 ・母岩識別作業の徹底が求められているのではなかろうか。

これらの基礎的作業が徹底 されたときは じめて遺棄 ・廃棄論への回答が可能となろうし、石器は石器、土

器は土器 といった個別遺物論か ら脱却 したときはじめて、本来の意味での遺物 一遺構関係論、すなわち遺

跡構造 論への、さらには遺跡群構造論への道が開けるのではなかろうか(註'7)。

註1第85図 ～第90図 グラフ中の縦軸 は土器型式の段階を示 している。なお遺構の土器型式段階設定についてはすべ て竹原 学氏 に従った。第

132図～第140図 の中で使用 しているF,G,Hは小池遺跡、A,Bは 一ツ家遺跡の地区名の略号である。また第11表 ～第14表 中においては小池遺

跡の遺構番号は三桁が住居趾 を、四桁が土坑 を表 している。

2諸 般の制約及び担当者 自身の力量不足により、かな り曖昧な分類体系 を用いて石器(広 義)・ 石製品の分類を行っていた り、また実測率

が2%を 切っていた りもすることをはじめにお断 りする と同時に、関係各位の御寛容を乞う次第である。

3差 異の明示のなされない分類があるとしたならばそれは分類ではな く、ただの思い込みと錯認によって成立 しているものとも言い換える

ことができるのではなかろうか。なお分類 についての用語は中尾佐助氏に従っている(中 尾1990)。 タクソンは 「大小にかかわらず、あ

るシステムにのっとって、設定された分類単位」、パラレルタクソンは 「同格の タクソン」 と定義されている。クライテリオンについては

「何 らかの分類 のための標準、基準」 と定義されている。

4な おこれ らすべての石器製作技術 には使用 による結果 として形成 される使用痕 も含 まれていることが想定 され、それらの分離 も今後に残

された課題といえる。

5本 項では一部例外 もあるものの、両極剥離 を素材獲得技術の一つとして扱った。

6シ ステムAの 例外 としては磨製斧形石器が、システムBの例外 としては複合石器等がある。本来はシステム内における素材獲得技術構造 及

び二次加工技術構造の構成比率 を明らかにした上で石器製作技術すなわち器種 を設定 し、なおかつ検証作業を行 うべ きであるが、本項では

成 し得なかった。

7従 って本項でいう単位石器群 とは、少な くとも遺構形成段階 より遺構埋没完了段階まで とい う時間幅を持つ ことになり、遺棄 ・廃棄論に

ついての発言権は無いに等 しい。

8第11表 ～第14表 中においては石器組成及び石材組成が反映されるように抽象化を行ったが、3119未満のタクソンについては0.019単位で計

測 した数値の小数 点以下第2位を四捨五入、3119以 上2,5009未満のタクソンについては29単位、2,5009以上5,0009未満の タクソンについては

59単位、5,0009以上のタクソンについては5009単位で重量の計測を行 った。

9器 種 ごとの石材組成は縄紋時代遺構 より出土 した石器群、すなわち縄紋時代遺構単位石器群 として見 た点数比である。

10本 資料については石川季彦氏 より御教唆を頂いた。記 して御礼 申し上げます。

11い わゆる下呂石であるが、本項では黒雲母石英質流紋岩 と呼称 した。なお本資料の鑑定及び文献収集 にあたっては島田崇正氏の御助力 を

得ることができ、岐阜県湯 ヶ峰産の ものである可能性が高いとの御教唆を頂いた。記 して御礼申し上げます。

12竹 岡俊樹氏の概念を引用 した(竹 岡1996)。

13鈴 木康二氏の概念を参考 とした(鈴 木1994・1995)。

14凸 面、凹面はそれぞれ外湾する面、内湾する面 とい う程度のものであるが、今後素材の礫形態及び二次加工技術の複合体 として定義する

必要があると考えられる。

15こ こでは、1・II系 石器を二次加工の施 されない もの(そ の1)、二次加工の施 されたもの(そ の2)に 二分 して扱った。奉来は遺構単位

ごとに分析 を行い、段階という共時態内における特色を明らかにしてい くべ きであるが、本項では成 し得なかった。なお詳細 については、

表 ・グラフを参照 して頂きたい。

16太 田守夫氏か らは石材産地の推定に関 して有益な御教唆を頂いた。記 して御礼申 し上げます。

17し かしながら本項において成 し得たものは少ない。
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(3)土 製品(第141・142図)

①土偶

小池遺跡17点 、一ツ家遺跡12点 、合計29点 が出土 している。いずれも完形品はな く、頭部、腕部、胴部、

脚部等に破壊 されている。時期的には中期後葉のものが大半を占め、少量中期初頭～中葉、後期のものが

伴 っている。以下、これらの概要について記 したい。なお土偶については新谷和孝氏の教示を基に起稿 し、

また本書中に掲載 した図面は既に下記参考文献上で発表 したものを再使用 した。

中期初頭の土偶 一ツ家75住(2段 階)か ら妊婦土偶の腹部破片が出土 している(23)。 』齊の左右に押引

による弧状紋が施されている。

中期中葉の土偶4点 出土 している。8は 腕部で、小池208住(3段 階)か ら出土。7は 頭部で、170住 から

出土 した。顔面把手形の優品で、つ りあがった目、ダブル「ハ」字紋を特徴 とする。遺構の帰属時期である7

期前後のものと考 えられる。18は 脚部で、2本 の刻みにより足指を表現する。一ツ家試掘 トレンチ内の2住

(8段階)か ら出土 した。一Jツ家91住 から出土の脚部(26)は 遺構iの帰属時期 とは合わないが、形態的には

中葉のものと考える。

中期後葉の土偶 出土量が最 も多い。頭部は5点 ある。4は 後頭部がブリッジ状になるもので、刻目など

に古い要素 を残すが、首の後ろ、後頭部か ら背面に連なる沈線紋は新 しい要素である。10段 階前後の もの

か。13は 東信系の河童型土偶の崩れたものと思われ、頚部に付 される口、目の表出法にその名残がみられ

る。14・27は11段 階頃にみられる典型的な頭部形態で、後頭部にブリッジが付 される。27で は顔面表現がか
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な り省略的であ る。一Jツ家30住(11段 階)の21も14・27な どと同形態の ものであ ろう。

胸部 ・腕部 の破片 では1・2・6・10・11・12などは腕 を上方 に持 ち上 げ、正面 の輪 郭 に沿 って沈線 紋が施 され、11

期前後 に位置づ け られ よう。 ちなみ に6の 出土 した117住 は10段 階の新 しい様相、10の 出土 した206住 は12段

階の遺構であ る。

腹 ～轡部で は16が 正面 に渦巻紋 を施 し、11段 階の様相 を呈す る。9・25は 欠損 のため不 鮮明 だが 大 きな膀

の表現が なされる ようで、 な らば10段 階 頃 に位 置つ くものであ る。28は 前面 を大 き く欠損 す る。胴 部の前

後面 が大 き く窪み、12～13期 の もの と捉 え られ る。3は 腰部側面 の沈線紋 のあ り方が唐草紋土器 系統の土偶

とは異 なってい る。

5・19・20・24・29などの脚部 はおおむね中期後葉段階 に位置づ けて大過 なかろ うか と思 われる。

後期の土偶 一 ツ家74住 出土の22は 板状 の胴部 、やや垂れ下が る腕 、縦長楕円形 の乳房 、首か ら腹 部へ

の貫通孔 な どの特徴か ら後 期 に下 るもの と考 え られる。'

②土版

一 ツ家遺跡 の土444か ら土版 と推定 される ものが出土 してい る(34)
。分銅 形 に近い形態 の板 状品 で、上

下 の方向、表裏 は捉 えが たい。一応 、幅 の狭 い方 を上部 とみて図化 している。下寄 りのやや偏 った位置 に

円孔 を穿 ち、両面 とも「フ」または逆 「フ」字状 に単沈線 を入れている。胎土 、器面調整 ともに粗 い。

③土鈴

合計4点 が 出土 してい る。小池遺跡 では206住(中 期12段 階)か ら平行沈線紋 を施 し、俵形 を呈す る半欠

品(30)の ほか、検 出面か ら得 られた雑 な手捏 ね品(31)が お そ ら く鈴で あろ うと思 われ る。一一ツ家 遺跡

では81住(中 期10段 階)か ら小型 深鉢 に納 め、炉 と奥 壁の 問の床上 に置かれ てい たラグ ビーボー ル形 の32

と、93住 の柱穴 か ら出土 した俵形 の33が 出土 してい る。32は 唐草様 の渦巻紋が施 される完形 品で、 内部 に

は数個 の土玉 か小礫 が込 め られてい る。やや高い音色 を発す る。33も 完形 品で、沈線紋で加飾 されている。

や は り複数個の玉が入 れ られてお り、32よ り低 い音 を発す る。

④ ミニチュア土器

14点 出土 してお り、 うち1点 のみが一 ツ家遺跡 出土 品のほか、すべて小池遺跡か ら得 られた ものである。

41～43は 蓋 と考 え られる もので、瘤状 の突起 を有 する41は118住(中 期7段 階)、 外 周部 に円孔 を穿つ42は

溝40(中 世の遺構)、 中央部 に孔 を有す る43は164住(中 期8段 階)か らの出土であ る。

44～54は 鉢 形 を呈す るもの で、土1325出 土の47とll8住(中 期7段 階)出 土 の48は 半球形 の浅い丸底 品、

50・52は 口縁部 が内湾 し底部 の厚 い もの、そのほかは単純 に外 開す る形態 の ものであ る(44～46・49・51・53・

54)。 なお49は ほかの もの に比べ て成形 、施紋 ともに丁寧で、内部 にベ ンガラが詰め られてい た。

⑤ その他 の土 製品

土製 円板 、耳飾 り、不 明品があ る。37～40は 土 製円板で、 いずれ も深鉢の体部片 を使用 してい る。直径

2.2cm～4.Ocmを 測る。36は 一 ツ家遺跡平安 時代の43住 に混入 していた もので、いわゆる臼形の耳飾 りである。

耳朶着装面(凹 面部分)で の直径2.9cm、 厚 さ1.9cmを 測 り、加 飾 はなされない。35は 小池遺跡 のF区 検 出面

か ら出土 した茸形 を呈す る不明土製品であ る。 「笠」の部分 は直径2.7cmを 測 り、上面 を窪 ませ る。「軸」部分

の先端 は釣 り針状 に屈 曲させ ている。

〈参考文献〉

『土偶 とその情報』研究会1996『 中部高地をとりまく中期の土偶』土偶 シンポジウム4長野大会資料集
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第11表 小池遺跡石器組成 覧
段階 麟 萎恥. 礪 蕎 王剥片 工石核 聰状剥片工撲状石核 集頭石器 鍍形贋器 錐形石器工購石器TSc 妬器 工Rf 1瞭 工系計 H鷹 石 丑劉片 II核 葺換状剥汚臓 状石穣 打製斧形
3 120 0 o.o 1 1.0 0 o.o i o.s i 1.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 2.8 a o.a 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

3 205 0 o.o 1 0.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.7 0 o.o 2 1.1 0 o.a 1 167.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

3 zos i 8.0 7 37.3 0 o.o 4 6.7 6 42.8 0 o.o 0 o.a z 30.5 0 o.a 1 4.0 2 7.8 5 14.2 28 151.3 0 o.o 3 86.9 0 0.0 1 21.1 0 o.o 3 306.9

3 261 2 64.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 64.3 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

3 265 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.6 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 2 9.5 3 11.1 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0

3計 3 72.3 9 38.7 0 o.o 5 7.5 8 45.4 0 o.o 0 o.o 2 30.5 0 o.a 1 4.0 3 8.5 7 23.7 38 230.6 0 0.0 4 254.4 0 o.o 玉 zi.1 0 o.o 3 306.9

4 200 z 24.0 12 18.9 0 0.0 5 13.7 4 4.2 0 o.o a o.a 1 0.5 0 0.0 a 0.0 7 31.8 ll 16.3 42 109.4 0 0.0 7 102.5 1 41.2 0 o.a 0 o.o 9 1011.1

4 215 2 28.5 10 24.0 1 10.8 10 31.3 13 49.5 0 o.o 3 4.1 0 o.a 0 o.o a o.o 5 22.9 14 49.8 58 220.9 a o.o 7 146.9 0 o.o 0 o.o 2 73.2 z 93.0

4計 4 52.5 zz 42.9 1 10.8 is 45.0 17 53.7 0 o.o 3 4.1 1 0.5 0 o.o 0 o.o 12 54.7 25 66.1 100 330.3 0 o.o 14 249.4 1 41.2 0 o.a 2 73.2 11 1104.]

6 io2 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 2 6.6 2 6.6 0 o.o 2 36.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

6 198 3 127.6 14 19.1 4 37.2 25 22.7 19 67.5 0 o.o 5 6.4 0 o.o 0 o.o 6 20.9 11 51.9 25 114.7 112 468.0 0 0.0 5 iaos 1 665.0 2 26.1 1 83.9 4 450.1

6 218 1 8.6 2 2.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 2.9 4 14.1 0 o.o 1 149.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 86.5

6計 4 136.2 16 21.7 4 37.2 25 22.7 19 67.5 0 o.o 5 6.4 0 o.o 0 o.o 6 20.9 11 51.9 28 124.2 its 488.7 0 o.o 8 306.7 1 665.0 2 26.1 1 83.9 5 536.6

7 84 z 96.5 4 6.7 4 84.5 0 o.o 2 15.6 0 o.o 0 o.o 1 5.2 a 0.0 0 o.o 0 o.o 8 36.0 zi 244.5 0 o.o 0 o.o 1 1146.0 0 0.0 0 o.o 3 245.4

7 118 1 13.1 9 11.5 5 70.8 16 35.3 10 44.0 0 o.o 1 1.9 3 4.3 0 o.o 1 0.4 1 1.0 23 120.3 70 302.6 0 0.0 4 294.0 0 0.0 1 115.8 1 50.7 2 91.8

7 170 1 6.4 12 12.9 i 11.8 5 1.9 7 45.0 0 o.a 0 o.a 1 1.4 1 26.4 0 o.o 5 14.0 27 61.0 60 180.8 0 0.0 4 29.3 0 o.o 1 os 3 118.4 2 226.5

7 214 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2.3 0 0.0 1 2.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7 216 0 o.o 1 1.9 0 o.o 0 o.o 1 2.5 0 o.o 1 os 0 o.o 0 o.o i 10.6 0 o.o a o.o 4 15.8 0 0.0 i 38.2 0 o.o 0 0.0 0 o.a 3 164.6

7 254 z 8.2 i 2.4 0 o.o i 2.3 4 2z.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 8.5 0 o.o 3 7.5 12 51.7 a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 41.4

7計 6 124.2 27 35.4 10 167.1 22 39.5 24 129.9 0 0.0 2 2.7 5 10.9 1 26.4 3 19.5 7 17.3 61 224.8 168 797.7 0 o.o 9 361.5 1 1146.0 2 116.6 4 169.1 11 769.7

8 164 11 205.1 ao 60.7 4 51.6 30 35.2 35 195.0 0 0.0 5 9.] a 3.3 1 1.6 3 16.5 11 23.3 32 123.7 154 725.1 0 o.o 6 361.5 1 89.8 1 3.0 2 41.4 2 182.7

8 169 4 24.4 19 24.6 5 40.1 12 15.6 23 71.3 0 o.o z 1.6 1 2.2 0 o.o 3 7.5 S 17.9 19 67.9 96 273.1 a o.o 2 13.1 0 o.o 1 28.0 0 o.o 1 113.1

8 aoi 0 o.o 1 3.9 1 13.8 1 34.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 zo.8 a o.a 4 72.5 a o.o 1 8.] a o.o 0 0.0 a o.o 1 55.0

8計 is 229.5 40 89.2 10 105.5 43 84.8 58 266.3 a o.o 7 10.7 3 5.5 1 1.6 6 24.0 zo 62.0 51 191.6 254 1070.7 0 0.0 9 382.7 1 89.8 2 31.0 2 41.4 4 350.8

gl168 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.6 0 0.0 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.a 1 3.6 0 o.o a o.o i 59.5 1 34.2 0 o.o 1 44.6

9計 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 3.6 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a i 3.6 0 o.o 0 o.o 1 59.5 1 34.2 0 o.o 1 44.6

10 92 2 219.3 5 83.9 a 334.2 4 4.3 5 23.9 0 o.o a 3.7 0 o.o 0 o.o 2 3.2 2 17.0 11 40.4 35 729.9 0 o.o 5 68.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

io 116 a o.o 12 15.5 a 17.0 16 12.3 13 35.0 0 o.o 0 o.o 3 1.7 0 o.o 0 o.o 5 22.9 10 20.2 61 124.6 0 o.o 2 33.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 45.4

10 iii 2 7.6 16 38.8 a o.o 4 7.3 5 32.5 0 0.0 0 o.o 1 1.4 1 6.7 0 0.0 7 23.8 19 53.6 55 171.7 0 o.o 1 ii.g 0 o.o 1 4.3 1 27.0 1 22.6

10 134 1 1.0 17 14.8 z 39.2 9 11.2 4 26.4 a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 10 35.0 20 63.2 63 190.8 0 o.o a 131.0 1 594.0 1 10.2 0 o.o 4 375.9

10 172 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o i 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0

10 173 0 o.o 3 9.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a 0 o.o z 10.0 1 os 6 20.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

io 185 2 24.8 3 5.8 1 3.8 1 1.4 3 4.6 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 13.6 1 2.4 8 24.8 22 81.2 0 o.o 0 o.o 0 o.a a o.o 0 o.o 1 176.6

io 187 0 o.o 1 0.4 a o.o 1 4.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 1 1.0 0 o.o 3 6.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 37.6

io 199 1 1.6 5 14.8 2 230.2 3 5.4 4 81.2 0 o.o 2 1.3 a o.a a 0.0 0 0.0 1 1.7 5 12.2 23 348.4 0 0.0 4 55.3 1 1794.0 1 29.6 0 o.o 0 o.o

10 ao2 1 7.8 15 26.7 1 10.0 14 16.4 11 16.4 0 0.0 a 1.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 4.2 6 29.4 52 111.9 0 o.o a 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o a 158.8

10 229 0 o.a 3 1.5 1 12.2 i 1.5 z 3.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 4 9.9 11 28.5 0 o.o 1 122.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

io 241 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 3.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 2 5.5 4 8.7 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 0.0

10計 9 262ユ 80 211.9 11 646.6 53 64.6 49 226.6 0 o.o 6 6.0 4 3.1 1 6.7 5 16.8 31 118.0 86 260.0 335 1822.4 0 o.a 15 422.0 3 17388.0 3 44.1 1 27.0 io 816.9

111115 0 o.o 5 7.4 a o.o 7 8.1 4 is.z 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2.] 15 27.0 32 59.8 0 o.o 1 18.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.a

Il計 a o.o 5 7.4 0 o.o 7 8.1 4 15.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 2.1 15 27.0 32 59.8 0 o.o 1 is.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0

12 206 0 o.o 17 46.1 5 71.3 7 4.2 22 82.4 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o 4 8.5 11 28.4 44 104.2 111 345.6 0 o.o a 200.1 0 0.0 0 o.o 0 o.a 1 41.2

12 213 0 o.o 6 12.6 0 o.o 3 12.4 2 4.1 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 2.2 11 36.6 23 67.9 0 o.o 3 176.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 526.9

12 223 0 0.0 4 4.3 0 o.o 2 11.6 4 45.6 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.3 4 14.0 6 11.8 21 90.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 86.0

12計 0 o.o 27 63.0 5 71.3 12 28.2 28 132.1 0 o.o 1 0.5 a o.a 0 o.o 5 11.8 16 44.6 61 152.6 155 504.1 a o.o 5 377.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 654.1

13 104 a o.o 1 0.2 0 o.o a o.o 3 5.7 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.9 z 15.9 4 .5 .6 1] 28.3 0 o.o 1 1.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 323.6

13 114 1 3.4 0 0.0 3 75.5 1 0.6 1 5.4 0 o.o 1 0.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 6 12.6 13 98.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

13 210 0 o.o 0 o.o 7 69.5 2 12.8 5 26.8 0 0.0 1 0.6 1 1.6 0 o.o 1 3.5 1 6.8 4 5.7 22 127.3 0 o.o 4 134.5 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o

13 224 0 o.o 5 14.6 1 3.7 1 2.1 1 2.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 4 17.8 9 27.7 ai 67.9 0 o.o 1 201.5 0 0.0 0 o.a 0 o.o 3 301.0

13 238 0 o.o 1 0.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 2 8.3 3 11.8 6 20.3 0 o.o 2 9.6 a o.o 0 o.o 0 o.o 2 230.2

13 242 a o.o 3 5.1 1 11.8 a o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 4 16.9 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0

13 243 8 125.2 12 28.6 z 8.8 10 13.0 5 15.3 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o 4 11.0 11 43.2 29 74.7 82 320.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 454.3

13計 9 128.6 22 48.7 14 169.3 14 zss 15 55.2 0 o.a 3 1.8 1 1.6 0 o.o 6 15.4 20 92.0 55 138.1 159 679.2 0 o.o 8 347.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 10 1309.1

中期i277 0 o.o 9 10.3 2 9.8 4 3.8 6 15.6 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 1 1.9 6 17.6 10 12.1 38 7L1 0 o.o 3 31.5 0 o.o a o.o 0 o.o 1 68.0

中期計 0 o.o 9 10.3 2 9.8 4 3.8 6 15.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 1.9 6 17.6 10 12.1 38 71.1 0 o.o 3 31.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 68.0

111埋5 1 9.2 0 o.o 1 9.6 0 o.o 3 14.2 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 1 2.5 6 42.0 12 77.5 0 o.o 1 88.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

11計 1 9.2 0 o.o 1 9.6 0 0.0 3 14.2 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2.5 6 42.0 12 77.5 0 o.o 1 88.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

5-611621 0 o.o a 7.0 0 o.o 3 2.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 2.3 6 11.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

5-6計 0 o.o 2 7.0 0 o.o 3 2.6 a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 2.3 6 11.9 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0

7-8 1462 1 o.g 3 4.0 0 0.0 0 o.o 3 7.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 7 12.2 0 o.o 0 o.o a o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o

7-8 1612 1 0.6 2 1.3 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.7 1 0.9 6 4.2 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.a 0 o.o

7-8計 2 1.4 5 5.3 0 o.o 0 o.o 3 7.4 0 o.o 1 0.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.7 1 0.9 13 16.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o

7-13 1124 0 o.o 1 5.7 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 5.7 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7-13 1471 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 3.1 1 3.1 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7-13計 0 0.0 1 5.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 3.] a 8.8 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1043 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1.0 1 1.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 86.0

9-13 1232 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 622.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1237 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o i 3.6 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 5.0 3 112 5 19.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1251 2 49.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 49.6 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1253 0 o.o 1 zs 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 2.5 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1258 0 o.o 1 7.6 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 2.4 0 o.o 3 io.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1280 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 285.9 0 o.o a o.o 0 o.o 1 86.0

9-13 1287 a o.o 1 2.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 1 1.0 2 3.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.a

9-13 1307 0 o.o 1 1.5 a o.o 0 o.o 1 1.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 3.7 4 6.4 7 13.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1411 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.4 0 0.0 a o.o 0 o.o a o.o

9-13 1415 0 o.o 1 0.5 0 o.a a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 00 0 o.o 0 o.o

9-13 1425 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 1 3.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 3.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o

9-13 1511 1 4.5 5 7.7 0 o.o 0 o.o 1 2.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 13.8 0 o.o 7 11.4 17 39.4 0 o.o a o.o 0 o.a 0 0.0 0 0.0 0 o.o

9-13 1539 0 o.o 1 3.1 0 o.o 0 0.0 2 5.9 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 00 1 3.1 0 o.o 1 9.9 5 2z.o 0 o.o 1 74.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o

9-13 1562 1 18.4 i 12.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 2 31.2 0 o.o 0 0.0 a 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o

9-13 1575 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 3.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.6 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1594 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 4.4 0 o.o 1 4.4 0 o.o 0 o.o a o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1608 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 5.1 1 5.1 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o

9-13 1625 1 4.8 0 o.o 1 182.0 0 o.o 1 5.6 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 13.2 0 o.o 4 21.8 8 227.4 0 o.a 3 62.5 1 85.0 0 o.o 0 o.o 1 48.0

9-13 1634 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 69.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 80.0

9-13 1656 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 1 13.0 0 o.o 0 o.o 1 13.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1663 a 0.0 1 3.4 0 o.o 1 6.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 9.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 97.5

9-13 1730 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i is 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1735 0 o.o 3 11.0 2 87.0 0 o.o 2 3.4 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 os 1 1.2 9 103.4 0 o.o 1 18.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 z 366.7

9-13 1796 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13計 5 77.3 16 53.0 3 269.0 i 6.1 11 30.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 43.1 6 .16.3 23 69.0 71 564.6 4 622.0 8 519.0 1 85.0 0 o.o 0 o.o 7 764.2

9一後期 1273 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 3.0 0 o.o i 3.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9一後期 1313 0 o.o 1 2.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 1 2.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 107.0

9一後期 1525 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 1.5 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0

9一後期 1626 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.a 0 0.0 1 1.6 1 1.6



磨製斧形虹ピ形石器恥猷石;器.虹Rf 丑瓦妊 紅系激 班鷹石 礫蕎器纐 礫石器纐 礫畷器c類 複奮i石器 ffi'器 燃 叛石器錘状溺器棒状石器賓孔Ana 斑系計 繍 遺欝No. 段階
0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 2.8 120 3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 1675 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 168.6 zos 3

0 o.o i 62.3 0 o.o 1 7.7 2 58.7 11 543.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 aso.o 1 290.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 770.0 41 1464.9 208 3

0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 64.3 261 3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 3 11.1 265 3

0 o.o 1 62.3 0 o.o 1 7.7 2 58.7 12 711.1 0 o.o 0 0.0 a 0.0 1 480.0 1 290.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 2 770.0 52 1711.7 3計
0 o.a 0 o.o 0 o.o 2 258.1 0 o.o 19 1412.9 0 o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 61 1522.3 200 4

0 o.o z 133.5 0 o.o 3 81.0 0 o.o 16 527.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 3 609.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 3 609.1 77 1357.6 Zis 4

0 o.o z 133.5 0 0.0 5 339.1 0 o.o 35 19405 0 0.0 0 0.0 a o.o 0 0.0 3 609.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 609.1 138 2879.9 4計
1 237.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 274.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 4270.0 1 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 19270.0 7 19550.6 ioz 6

0 o.o 0 o.o 1 65.1 1 28.3 1 19.3 16 1458.6 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 3 1017.9 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 39.5 4 1057.4 132 2984.0 198 6

0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.4 1 18.4 4 262.4 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 183.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 ユ83.9 9 460.4 218 6

1 237.2 0 o.o 1 65.1 a 36.7 2 37.7 23 1995.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 5 5471.8 1 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 39.5 7 20511.3 148 22995.0 6計

0 o.o 1 34.2 1 91.5 1 11.2 1 30.8 8 1559.1 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 106.6 1 544.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 650.6 31 2454.2 84 7

1 177.6 2 158.2 0 o.o 1 101.7 1 108.6 13 1098.4 0 o.o 1 450.0 0 o.o 1 560.0 4 1409.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 5030.0 0 o.o 7 7449.2 90 8850.2 118 7

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 41.0 11 416.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 136.4 a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 1 136.4 72 733.2 170 7

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 a o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 1 2.3 214 7

1 155.5 0 0.0 1 66.9 i 36.8 0 0.0 7 462.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 11 477.8 216 7

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 1 41.4 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 13 93.1 254 7

2 333.1 3 192.4 2 158.4 3 149.7 3 180.4 40 3576.9 0 o.o 1 450.0 0 o.o 2 666.6 6 2089.6 a oo 0 o.o 0 o.o 1 5030.0 0 o.o 10 8236.2 zig 12610.8 7計
i 130.1 2 143.7 1 38.2 0 o.o 4 127.7 20 iiis.i 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 375.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 1 375.0 175 2218.2 164 8

1 16.4 0 o.o 1 16.4 0 o.o 0 o.o 6 187.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 565.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 565.0 103 1025.] 169 8

0 o.o 0 0.0 1 21.4 0 o.o 0 o.o 3 84S 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 7 157.0 zoi 8

a 14b.5 a 143.7 3 76.0 0 o.o 4 127.7 29 1389.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o z 940.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o z 940.0 285 3400.3 8計
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 138.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 4 141.9 1681g
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 oo 0 0.0 3 138.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 4 141.9 9計
z 714.0 0 o.o 0 0.0 1 169.0 i ao.z 9 991.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 12.6 4 5789.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 5 5801.6 49 7523.1 92 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 78.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1198.0 a o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 2 1198.0 66 1401.5 116 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 89.5 0 o.o 5 155.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 552.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 552.0 61 878.9 117 10

1 254.4 0 o.o 0 o.o z 379.4 0 o.o 11 1744.9 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 2486.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.a a 0.0 2 2486.0 76 a42ia 134 io

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 15000.0 172 is

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2270.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2270.0 7 2290.5 173 io

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 176.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 442.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o i 442.0 24 699.8 185 10

0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a a o.o 1 37.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 4 43.8 187 10

0 0.0 0 o.o 1 22.8 1 59.0 0 o.o 8 1960.7 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 7033.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 7033.6 36 9342.7 199 10

0 o.o 0 o.o 1 43.0 0 o.o 0 o.o 3 201.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3795.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3795.0 56 4108.7 202 10

0 o.o 1 48.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 170.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 137.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 137.4 14 336.5 229 10

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 0.3 5 9.0 241 10

3 968.4 1 48.6 2 65.8 5 696.9 1 ao.z 44 20517.9 1 0.3 0 o.o 0 o.o 3 592.0 15 19328.6 1 3795.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a ao 23715.9 399 46056.2 10計

0 o.o 1 28.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 46.6 0 o.o 0 o.o 1 278.1 0 o.o 1 544.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 2 822.1 36 928.5 115111
0 o.o 1 28.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 46.6 0 o.o 0 0.0 1 278.1 0 0.0 i 544.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 822.1 36 928.5 11計

0 o.o 0 o.o 0 o.o z 106.2 0 o.o 5 347.5 0 0.0 0 o.o i 755.0 0 o.o 2 1798.9 0 o.a 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 3
」2553:9

119 3247.0 206 12

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 8 703.8 0 o.o 0 o.o 2 1054.0 2 767.7 i 376.0 a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 2197.7 36 2969.4 213 12

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 1 86.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 22 176.6 223 12

0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 106.2 0 o.o 14 1137.3 0 o.o 0 0.0 3 1809.0 2 767.7 3 2174.9 0 o.a a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 8 4751.6 177 6393.0 12計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 3255 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 69.0 0 o.o a o.o 0 o.o i 69.0 IS 422.8 104 13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.a 1 786.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a a o.o 1 786.0 14 884.2 114 13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 34.8 1 37.0 7 206.3 0 o.o 0 o.o 1 380.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 0.0 1 380.0 30 713.6 210 13

1 238.1 0 o.o 0 o.o 1 71.0 0 o.o 6 811.6 0 0.0 0 o.o 1 590.0 0 o.o 1 3770.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 4360.0 29 5239.5 224 13

1 32.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 272.2 0 o.o 0 o.o 1 418.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 418.0 12 nos 238 13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 16.9 242 13

0 o.o a o.o 1 130.9 0 o.o 0 o.o 4 585.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 756.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 1 756.0 87 1661.5 243 13

2 2705 0 0.0 1 130.9 3 105.8 1 37.0 25 2200.8 0 o.o 0 o.o 3 1388.0 0 o.o 3 5312.0 0 o.o 1 69.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 6769.0 191 9649.0 13計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 1 11.6 6 127.9 0 o.o 0 o.o a 0.0 1 796.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 796.0 45 995.0 2771中 期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 1 11.6 6 127.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 796.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 796.0 4S 995.0 中期計
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 88.0 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 O.D 13 165.5 埋5111

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 88.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 13 165.5 11計

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 6 11.9 162115-6
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 11.9 5-6計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 7 12.2 1462 7-S

1 106.8 0 o.o 0 0.0 1 16.2 0 0.0 2 123.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 64.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 64.0 9 191.2 1612 7-8

1 106.8 0 o.o 0 o.o 1 16.2 0 o.o 2 123.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 64.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 64.0 16 203.4 7-8計

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 5.7 1124 7-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.1 1471 7-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 8.8 7-13計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 86.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 87.0 1043 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 4 622.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 622.0 1232 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 5 19.8 1237 9-13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 oo 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 49.6 1251 9-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 2.5 1253 9-13

0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 io.o 1258 9-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 371.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 371.9 iaso 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 2 3.9 1287 9-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 7 13.3 1307 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 8.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1660.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1660.0 2 1668.4 1411 9-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 0.5 1415 9-13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 3.2 1425 9-13

1 185.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 iss.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 628.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 628.5 ai 853.1 1511 9-13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 39.6 2 114.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 7 136.1 1539 9-13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 894.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 894.0 3 925.2 1562 9-13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.6 1575 9-13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 9.6 1 9.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o a 14.0 1594 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 5.] 1608 9-13

0 0.0 0 0.0 1 31.2 0 o.a 0 o.o 6 226.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 753.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 753.6 16 1207.7 1625 9-13

0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 2 149.5 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 190.6 a o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 1 190.6 3 340.1 1634 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 1 13.0 1656 9-13

0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 97S 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 107.0 1663 9-13

0 0.0 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 1 1.8 1730 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 3 384.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 12 488.3 1735 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 382.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 382.0 1 382.0 1796 9-13

1 185.2 0 o.o 1 31.2 0 o.o 2 49.2 24 2255.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 753.6 6 2095.1 1 1660.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 4508.? 104 7329.1 9-13計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.a 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 3.0 1273 9一後期

0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 107.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 27.8 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 27.8 3 137.0 1313 9一後期

0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 1 1.5 1525 9一後期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 606.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 476.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 7 476.0 6 1084.1 1626 9一後期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 3 14.0 1779 9一後期

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 5 7135 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 503.8 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 503.8 14 1239.6 9一後期計

0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 27.8 1277 後期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 3 13.2 1282 後期
0 0.0 0 o.o 0



第12表 小池遺跡石材組成 覧
段階 遺構No, 黒雲班 漢質流絞w 黒耀石 顯 安由岩 灘 装i黒鰍 密安 輝 筆ヨ員岩 玄垂喘 石英斑濫 ヒン器 石英閃緑岩 蛇紋渚 礫岩 砂質礫罎 瀦 硬砂暑 硬質砂w 細粒砂省 罷岩
3 120 0 o.o 3 z.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a a 0.0

3 205 0 o.o 2 1.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a

3 208 0 o.o 27 122.8 0 o.o 2 770.0 0 o.o 1 28.5 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 49.4 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a

3 261 0 o.o 2 64.3 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a

3 265 0 o.o 3 11.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

3計 0 o.o 37 202.1 0 o.o a 770.0 0 o.o 1 28.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 49.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

4 200 0 o.o 40 97.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 277.2 3 295.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o

4 215 0 o.o 58 220.9 0 o.o 1 370.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 71.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 292.8 1 42.0 0 o.o 0 o.o

4計 0 o.o 98 318.5 0 o.o 1 370.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 71.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 277.2 6 588.7 1 42.0 0 o.o 0 o.o

6 102 0 o.o 2 6.6 0 o.o 1 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 4299.1 1 237.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o

6 198 0 o.o 109 417.4 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o z 1050.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 752.7 7 394.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o

6 218 0 o.a 4 14.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 183.9 2 104.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o

6計 0 o.a 115 438.1 0 o.o i 15000.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 1050.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 5235.7 10 736.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7 84 0 o.o 21 244.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 544.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 4 1384.2 0 o.o 0 o.o 0 o.a

7 118 0 o.o 67 177.9 0 o.o 4 6188.6 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 177.6 0 o.o i 134.2 1 475.0 1 450.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o

7 170 0 o.o 58 152.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 isos 0 o.a 0 0.0 1 7.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 45.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a

7 214 0 o.o 1 2.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7 216 0 o.o 3 5.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 36.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 105.1 0 o.o 0 o.o 0 0.0

7 254 0 o.o 12 51.7 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

荷 0 0.0 162 633.6 0 o.o 4 6188.6 0 o.o 0 o.o 1 150.5 0 o.o a o.o a 44.3 1 544.0 1 177.6 0 o.o 1 134.2 3 520.6 7 1939.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o

S 164 2 13.4 ia4 660.7 0 o.o 1 375.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 130.1 0 o.o 0 o.o 2 33.8 3 203.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o

8 169 0 o.o 93 244.1 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 565.0 1 16.4 0 o.o 0 0.0 1 16.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

8 aoi 0 0.0 4 72.5 0 o.o 1 21.4 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

8計 2 13.4 241 977.3 0 o.o a 396.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 565.0 2 146.5 0 o.o 0 o.o 3 50.2 3 203.5 a o.o 0 o.o 0 0.0

91168 0 o.o 1 3.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 34.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9計 0 o.o 1 3.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 34.2 0 o.o 0 o.o 0 o.a

io 92 0 o.o 31 107.3 0 o.o 2 1060.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 714.0 a 0.0 0 o.o 4 4910.6 0 o.o a o.a 0 o.o 0 o.o

10 116 0 o.o 58 102.8 0 o.o 3 1230.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a

10 iii 0 o.o 53 159.9 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 His 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 134 0 o.o 63 190.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 254.4 a o.o 0 o.o 3 3080.0 2 133.0 a o.o 0 o.o 0 o.o

10 172 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 15000.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 173 0 o.o 6 20.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2270.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0

10 185 0 0.0 22 81.2 0 o.o 1 a4a.o 0 o.o 0 o.o 1 176.6 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

io 187 a o.o 3 6.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 37.6 0 0.0 0 o.o 0 0.0

10 199 0 o.o as 285.9 0 o.o 1 360.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 5 8375.6 1 122.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 202 0 o.o 50 90.3 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 3795.0 2 690 0 o.o 0 0.0 0 o.o

10 229 0 o.o 11 28.5 1 137.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 1 122.0 1 486 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 241 0 o.o 4 8.7 0 o.a 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

10計 0 0.0 323 1082.1 1 137.4 7 3092.0 0 o.o 0 o.o 1 176.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 968.4 0 o.o 1 2270.0 17 35924.7 7 410.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0

111115 0 o.o 32 59.8 0 o.o 1 18.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a 0 o.o 1 544.0 0 o.a a o.o 0 o.a 0 o.o

11計 0 0.0 32 59.8 0 o.o 1 18.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 544.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o

12 206 0 o.a io9 327.6 0 o.o 1 755.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 2 1798.9 1 n.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

12 213 0 o.o 23 67.9 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 100.1 a 1094.0 0 o.o 0 0.0 1 376.0 3 823.2 a o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

12 223 0 o.o ai 90.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

12計 0 o.o 153 4861 0 0.0 1 755.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 100.1 z 1094.0 0 0.0 0 0.0 1 376.0 5 2622.1 1 n.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

13 104 0 o.o 11 28.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o a o.o 2 70.9 1 28.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

13 114 0 o.o 13 98.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 1 786.0 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 0.0

13 210 0 0.0 22 127.3 0 o.o 1 18.8 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 380.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o

13 224 0 0.0 21 67.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o i 238.1 0 o.o 0 o.o 1 3770.0 1 2015 0 o.o 0 o.o 0 0.0

13 238 0 o.a 6 20.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 418.0 1 8.7 0 o.o 0 o.a 0 o.o

13 242 0 o.o 4 16.9 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 00 0 o.o 0 o.o 0 o.o

13 243 0 o.o 80 309.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 756.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

13計 0 o.o 157 668.8 0 0.0 1 18.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 1 786.0 1 238.1 0 o.o 0 o.o 6 5394.9 3 238.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期1277 0 o.o 37 66.7 0 o.o i 796.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 16.8 1 68.0 a o.o 0 o.o 0 o.o

中期計 0 o.o 37 66.7 0 0.0 1 796.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 1 68.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

111埋5 0 0.0 12 77.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11計 0 0.0 12 77.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

5-611621 0 o.o 6 11.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o

5-6計 0 o.o 6 11.9 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

7-8 1462 0 o.a 6 11.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

7-8 1612 0 o.a 6 4.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 106.8 0 o.a 0 o.o 1 64.0 0 00 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7-8計 0 o.a 12 15.3 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 106.8 0 o.o 0 o.o i 64.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

7-13 1124 0 o.o 1 5.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7-13 1471 0 o.o i 3.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o

7-13計 0 o.o a 8.8 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1043 0 o.o 1 i.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1232 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 622.0 a o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a 0.0 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 0.0 a o.a 0 o.o

9-13 1237 0 0.0 5 19.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 12S1 0 o.o 2 49.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1253 a o.o 1 2.5 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o「 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1258 0 o.o 3 10.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1280 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

9-13 1287 0 o.o 2 3.9 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1307 0 o.o 7 13.3 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1411 0 o.o 0 0.0 0 0.0 1 1660.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o

9-13 1415 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1425 0 o.o 1 3.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1511 0 o.o 17 39.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 3 628.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1539 0 o.o 5 22.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 39.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1562 0 o.o i 18.4 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 894.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1575 0 o.o 1 3.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1594 0 o.o 1 4.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o a o.o 0 o.o

9-13 1608 0 o.o i 5.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1625 0 o.o 8 227.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 546.0 1 257.6 a o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1634 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 80.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o i 190.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1656 0 o.a 1 13.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1663 0 o.o 2 9.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 975 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o

9-13 1730 0 o.o 1 1.8 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0

9-13 1735 0 o.a 6 9.9 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 0.0 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 1796 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 1 382.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o

9-13計 0 o.o 67 458.3 0 o.o 1 1660.0 4 622.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 80.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 9 2548.0 4 496.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9一後期 1273 0 o.o 1 3.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9一後期 1313 0 0.0 1 2.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 27.8 0 o.a 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 0 o.a

9一後期 1525 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

9一後期 1626 0 o.o 1 1.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 476.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 152.2 1 209.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o

9一後期 1779 0 o.o 3 14.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o
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0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 2.8 120 3
0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 1 167.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 3 168.6 205 3

0 o.o 0 o.o 1 62.3 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 431.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 41 1464.9 208 3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 64.3 261 3
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 11.1 265 3

0 0.0 0 o.o 1 62.3 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 9 431.9 1 167.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 52 1711.7 3計
a o.o 0 o.o 0 o.o 1 11.8 0 o.o 1 21.0 1 4].2 0 o.o 1 217.4 0 o.o 0 o.o 2 11.8 0 o.o 0 0.0 11 548.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 61 1522.3 200 4
0 o.o 0 o.o 2 34.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 8.0 0 o.o 8 318.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 77 1357.6 ais 4

a o.o 0 o.o 2 34.6 1 its 0 o.o 1 21.0 1 41.2 0 o.o i 217.4 a o.o 0 o.o z 11.8 1 8.0 0 0.0 19 866.7 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 138 2879.9 4計
0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 7.7 0 o.a a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 7 19550.6 102 6
0 0.0 1 20.3 2 149.4 1 28.9 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 39.5 0 o.o 0 o.o 1 1.4 0 0.0 0 0.0 4 130.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 132 2984.0 198 6

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.4 0 o.o 1 149.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 9 4bO.4 ais 6

0 o.o 1 20.3 2 149.4 1 28.9 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 39.5 0 o.o 0 o.o i 1.4 1 8.4 0 o.o 6 286.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 148 22995.0 6計
0 o.o 0 o.o 1 37.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 244.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 31 2454.2 84 7
0 o.o 0 o.o 3 129.7 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 310.0 1 22.4 0 o.o 0 o.o 8 682.5 1 45.8 1 56.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 90 8850.2 118 7

0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o i 55.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 136.4 0 o.o 0 0.0 1 26.4 0 o.o 0 o.o 6 157.4 1 2.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 72 733.2 170 7

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 2.3 214 7
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 155.5 0 o.o 0 0.0 1 10.6 0 o.a 0 o.o 3 164.6 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 11 477.8 216 7

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 41.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 13 93.1 254 7
0 0.0 0 o.o 4 166.7 0 0.0 1 55.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 291.9 0 0.0 1 310.0 3 59.4 a oo 0 0.0 22 1290.4 2 48.2 1 56.5 0 o.o 0 o.o a o.o 218 12610.8 掛
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 14 750.7 7 a4.o 1 7.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 175 2218.2 164 8

0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 29.0 0 0.0 0 o.a 4 154.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 103 1025.1 169 8

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.1 1 55.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 157.0 zoi 8
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 29.0 0 0.0 0 o.o 19 913.0 8 99.0 i 7.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 285 3400.3 8計
0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1041 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 4 141.9 1681g
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 oo 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 104.1 0 o.o 0 oo a 0.0 0 o.o a o.o 4 141.9 9計
0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 292.6 0 o.o 0 o.o 6 108.6 0 o.o 1 330.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 49 7523.1 92 io

0 o.o 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.8 0 o.o 0 o.o 1 45.4 2 ao.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 66 1401.5 116 10

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 11.8 0 0.0 0 o.o 4 65.7 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 61 878.9 117 10
0 o.o 0 o.o 1 79.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 684.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 76 442L7 134 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 15000.0 172 io

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.a 7 2290.5 173 io
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 24 699.8 185 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 43.8 187 10

0 o.o 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 22.8 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 111.8 1 62.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 36 9342.7 199 io
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 14.8 0 o.o 0 0.0 1 132.8 0 o.o 0 o.o 1 6.8 0 o.o 0 o.o 56 4108.7 202 io

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 14 336.5 229 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.3 5 9.0 241 10
0 o.o 0 o.o 3 82.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 aas 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 321.0 0 o.o 0 o.o 22 1148.3 3 82.5 1 330.0 1 6.8 0 oo 1 0.3 399 46056.2 10計

0 o.o 0 o.o 1 28.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 278.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 36 928.5 itsIii
0 0.0 0 o.o i 28.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 278.1 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 oo 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 36 9285 11計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 10.6 0 o.o 0 o.o 4 276.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 7.4 0 o.o 119 3247.0 206 12

0 0.0 0 o.o 1 87.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 86.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 3 303.3 1 31.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 36 2969.4 213 12

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 86.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 22 176.6 223 12

0 0.0 0 o.o 1 87.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 86.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 10.6 0 o.o 0 o.o 8 665.8 1 31.4 0 o.o 0 o.o 1 7.4 0 o.o 177 6393.0 12計
0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 295.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 15 422.8 104 13

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 14 884.2 114 13
0 0.0 0 0.0 1 16.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 5 171.5 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 30

'713
.6 210 13

0 o.o 0 0.0 i 31.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 590.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 340.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 29 5239.5 224 13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.9 1 149.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 32.4 0 o.o 1 80.5 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 12 710.5 238 13

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 16.9 242 13
0 o.o 0 o.a 2 389.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 a 10.4 0 o.o 0 0.0 2 195.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 87 1661.5 243 13

0 0.0 0 0.0 4 437.1 0 o.o 0 0.0 0 oo 0 o.o 1 0.9 i 149.7 0 o.o 1 590.0 z 10.4 1 32.4 0 o.o 12 1083.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 191 9649.0 13計

0 o.o 1 11.6 a 14.3 1 17.2 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 4.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o a o.o 45 995.0 2771中 期
0 o.o 1 11.6 2 14.3 1 17.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 4.4 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 45 995.0 中期計
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 88.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 13 165.5 埋5111

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 1 88.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 13 165.5 11計
0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 6 11.9 162115-6
0 o.a a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o a 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 6 11.9 5-6計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 i.i 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 12.2 1462 7-8
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 191.2 1612 7-8

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 1.1 0 o.o 0 o.o 1 i6.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 16 203.4 7-8計

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 5.7 1124 7-13
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 3.1 1471 7-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 oo 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 8.8 7-13計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 86.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 87.0 1043 9-13
0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 622.0 1232 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 5 19.8 1237 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 49.6 1251 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 2.5 1253 9-13
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 10.0 1258 9-13

0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 285.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 86.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 371.9 1280 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 3.9 1287 9-13
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 7 13.3 1307 9-13

0 o.o a o.a 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1668.4 1411 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 1 0.5 1415 9-13
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 3.2 1425 9-13

1 185.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 21 853.1 1511 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o a o.o 1 74.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 136.1 1539 9-13
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 12.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 3 925.2 1562 9-13

0 o.o a o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.6 1575 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 9.6 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 14.0 1594 9-13
0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 5.1 1608 9-13

0 o.o 0 o.o i 85.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 91.7 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 16 1207.7 1625 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 69.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 340.1 1634 9-13
0 o.o 0 o.a 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 1 13.0 1656 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0



第13表 ツ家遺跡石器組成 覧
段階 遺構勘. 1原;膏 王尉片 工石核 工襖状剥片 1換状磁 鑑形石器 錐形石器1ヒ形石器ISc状石器 IRf 工Mf 工系欝 丑原石 II剥片 II石核 H撰 状剥片∬襖状石核 打製斧形
2 67住 0 o.o 2 1.2 1 2.3 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o i 4.9 2 2.6 6 11.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2 70住 0 o.o 6 9.8 1 gas 3 5.4 1 3.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 1.7 0 o.o 1 1.2 13 94.1 0 0.0 z 55.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 4 167.7

2 71住 1 22.8 3 3.4 2 8.2 2 3.7 0 o.o 0 o.o 1 1.6 0 o.o a o.o i 0.6 0 o.o 10 40.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 51.5

2 75住 0 o.o 10 14.8 5 19.1 4 3.7 12 ao.i 2 1.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 8.7 20 54.8 58 142.8 0 0.0 6 112.7 0 o.o 0 o.o 0 0.0 4 293.6

2 79住 i 6.6 3 5.6 0 o.o 5 9.9 3 5.8 1 1.7 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 7 12.8 za 42.4 0 0.0 5 62.2 1 111.0 0 0.0 0 o.o z 155.0

a 82住 1 6.6 5 17.3 4 25.0 2 4.0 6 17.3 2 3.4 0 o.o 0 o.o 4 25.2 2 2.3 4 8.4 30 109.5 a o.o z 19.4 0 o.o a o.o 0 0.0 a 94.7

2 86住 3 86.3 27 46.4 3 16.0 9 17.6 12 32.5 3 2.0 0 o.o 0 o.a 1 1.1 5 11.9 0 o.o 63 213.8 0 0.0 6 299.5 1 384.0 1 14.2 1 115.7 2 213.9

2 101住 0 o.o 1 1.2 0 o.o 1 0.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 1.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

2計 6 122.3 57 99.7 16 143.1 26 44.9 34 99.2 8 8.7 1 1.6 0 o.o 6 28.0 14 28.4 34 79.8 202 655.7 0 o.o 21 548.8 2 495.0 i 14.2 1 115.7 15 976.4

2-3 117住 a 43.2 3 2.3 2 13.2 z 0.6 4 13.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 2.4 16 74.8 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2-3 129住 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 101.6

2-3計 2 43.2 3 2.3 z 13.2 2 0.6 4 13.1 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 2.4 16 74.8 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 101.6

2-4194住 0 o.o 2 2.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 a.o 3 4.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2-4計 0 o.o 2 2.8 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o i 2.0 3 4.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0

3 66住 0 o.o 2 4.1 2 10.1 0 o.o 2 6.5 1 1.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.2 0 o.o 8 23.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

3 74住 1 32.6 1 2.5 0 o.o 3 7.6 i 1.6 1 0.6 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 2 11.7 9 56.6 0 0.0 1 19.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 116.4

3 103住 0 o.o 3 zs 2 23.8 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.7 2 0.8 8 28.1 0 o.o 1 10.6 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0

3計 i 32.6 6 9.4 4 33.9 3 7.6 3 8.1 2 2.2 0 oo 0 o.o 0 o.o 2 1.9 4 12.5 25 108.2 0 0.0 2 29.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 i 116.4

4【95住 0 o.o 3 8.9 3 56.0 1 0.6 i 5.3 0 o.o 0 o.o 1 16.2 0 0.0 0 o.o 1 1.1 10 88.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 42.7 0 o.o 3 328.0

4計 0 o.o 3 8.9 3 56.0 1 0.6 1 5.3 0 o.a 0 o.o 1 16.2 0 o.o 0 o.o i 1.1 10 88.1 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 42.7 0 o.o 3 328.0

9-13161住 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 6.2 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.2 2 7.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o

9-13計 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 6.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1.2 2 7.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 57住 0 0.0 1 os 0 0.0 0 o.o 3 48.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 6.2 4 21.7 10 76.5 0 o.o 3 138.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 81住 0 o.o 5 6.6 3 11.3 2 2.8 3 6.7 0 o.o 1 4.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 20.2 20 51.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 51.0 0 o.o

10 87住 4 138.0 20 36.7 5 38.9 16 24.2 22 91.5 5 2.7 0 0.0 0 o.o 8 20.0 16 37.4 10 40.9 106 430.3 0 o.o 6 236.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 163.0

10 102住 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 576.0

10計 4 138.0 26 43.8 8 50.2 18 27.0 28 146.3 5 2.7 1 4.1 0 o.o 8 20.0 18 43.6 20 82.8 136 558.5 0 o.o 9 375.1 0 o.o 0 0.0 1 51.0 4 739.0

11 30住 i zo.2 7 13.6 2 37.4 4 7.6 8 23.4 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 8 51.2 10 36.3 40 189.7 0 o.o 4 iiss 0 o.o 1 9.9 0 0.0 4 705.4

11 53住 0 o.o 3 15.6 0 o.o 1 2.8 1 2.9 1 1.7 0 0.0 0 o.o 1 4.1 a 8.5 3 27.4 12 63.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

11 64住 1 1.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.2 0 o.o 3 3.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11 65住 2 27.4 ii 24.6 0 o.o 12 23.3 2 11.8 3 1.8 0 o.a 0 o.o 1 4.0 5 13.4 14 57.6 50 163.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 31.5 0 o.o 1 289.7

11 72住 2 21.2 1 1.9 2 24.8 i 1.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 1 1.9 7 51.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 1 93.5

11 83住 1 3.1 2 1.2 i 20.2 1 0.7 2 10.6 2 i.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 15.2 13 52.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11 93住 0 o.o 2 2.9 0 0.0 0 o.o 1 6.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 11.0 7 20.7 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0

11 97住 0 o.o 0 o.o 1 9.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 9.3 0 o.o 1 4.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11 99住 0 o.o 0 o.o 1 5.6 0 o.o 0 o.o i 1.0 0 o.o 0 o.o 1 8.0 0 o.o 0 o.o 3 14.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 177.9

11 113住 a 0.0 1 0.9 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 2 5.2 3 6.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11計 7 73.7 27 60.7 7 97.3 19 35.8 14 55.5 8 7.2 0 o.o 0 o.o 3 16.1 16 73.3 38 154.6 139 574.2 0 0.0 5 i20.o 0 o.o 2 41.4 0 o.o 7 1266.5

12 63住 0 o.o 1 o.1 1 5.6 0 o.a a 5.3 1 0.5 0 o.o 0 o.o 1 3.1 a 9.8 7 11.6 is 36.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

12 91住 3 43.8 17 42.7 2 3.8 2 1.3 9 28.7 2 2.2 0 o.o 0 o.o z 6.1 12 36.5 33 69.7 82 234.8 0 o.o z 48.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 3 240.5

12計 3 43.8 18 42.8 3 9.4 2 1.3 ii 34.0 3 2.7 0 o.o 0 o.o 3 9.2 14 4b.3 40 81.3 97 270.8 0 o.o z 48.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 240.5

中期168住 1 io.o 1 0.3 0 o.o 0 0.0 2 2.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 1.0 3 2.7 8 16.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 239.7

中期計 1 10.0 1 0.3 0 o.o 0 o.o 2 2.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.0 3 2.7 8 16.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 i 239.7

2 壇 0 o.o 1 1.5 0 o.o 1 0.4 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1.9 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0

2 127土 0 o.o 0 o.o i 212.7 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 212.7 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o

z 416土 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1.9 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.6 0 o.o 3 3.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

2計 0 0.0 1 1.5 1 212.7 2 2.3 0 o.o 1 0.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.6 0 o.o 6 217.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 178土 4 44.0 1 0.1 2 4.5 0 o.o z as 0 o.o 2 4.8 0 o.o 3 8.6 5 14.6 6 69.0 25 148.1 0 0.0 7 331.3 0 o.o 0 o.o i 126.0 8 942.4

9-13 297土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 1 2.4 i 1.6 2 4.0 0 o.o 0 o.o a o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 300土 0 o.o 1 1.3 0 o.o 0 o.o i 4.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 3 12.2 2 2.3 7 19.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 859.3

9-13 412土 2 17.2 3 7.2 0 o.o 3 6.7 i 1.9 0 o.o 1 1.9 0 o.o 1 3.4 6 24.2 8 15.0 25 77.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 415土 i 29.4 2 3.7 0 o.o 1 2.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 1 4.2 4 4.2 9 43.6 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 420土 0 o.o 1 0.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 1 0.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o

9-13 455土 1 0.7 0 o.o a o.o 0 o.o 1 6.7 1 0.7 a 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 3.6 5 11.7 1 50.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

9-13 457土 0 o.o 3 5.1 1 14.0 0 o.o 1 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.1 1 os 7 24.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 103.1

9-13 462土 1 15.6 2 14.8 0 o.o 1 3.4 2 12.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 is.8 3 8.1 11 Boa 0 o.o a o.o a o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 464土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 8.7 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 183.8

9-13 467土 0 o.o 2 26.4 i 7.7 4 3.7 3 11.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 z.z 3 7.3 14 58.3 0 o.o 1 96.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 65.0

9-13計 9 106.9 IS 59.5 4 26.2 9 15.9 12 48.8 1 0.7 3 6.7 0 o.a 4 12.0 20 78.7 30 111.9 107 467.3 1 50.0 8 427.8 0 0.0 0 o.o 1 126.0 18 2153.6

後期 296土 0 o.o 1 2.6 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 5.0` 0 o.o 3 7.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

後期 324土 0 o.o 0 o.o 1 0.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 4.2 4 4.8 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a

後期 449土 1 4.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.4 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 7.7 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o

後期 452土 0 o.o 0 o.o a 8.9 0 o.o 3 18.4 1 0.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 3 9.6 9 37.4 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

後期計 1 4.3 i 2.6 3 9.5 0 o.a 4 ais 1 0.5 0 o.o 0 0.0 0 0.0 2 5.0 6 13.8 18 57.5 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o

中期 2土 0 o.o 1 4.0 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 1 4.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 54土 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 1 5.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 5.3 4 10.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 104.4

中期 55土 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1.9 2 3.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.3 0 o.o 1 2.0 5 10.8 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o

中期 91土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 16.8 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0

中期 120土 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 2.0 2 2a 3 4.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 125土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 2.5 2 2.5 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 59.5

中期 172土 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1.3 1 0.3 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 24.8 9 26.4 0 o.o 1 4.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

中期 180土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 116.2

中期 200土 2 22.6 0 o.o 1 3.0 a o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 25.6 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 205土 0 o.o 1 3.4 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 1 2.1 2 5.5 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 278土 0 o.o 1 1.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.3 0 0.0 2 6.0 4 8.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 291土 0 o.a 2 7.8 0 0.0 0 0.0 1 10.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 2.6 0 o.o 4 ai.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 299土 0 o.o 3 2.5 1 7.5 a 0.0 1 2.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 25 5 iz.o 11 27.0 0 o.o 1 58.5 a 0.0 0 o.o 0 o.o 3 112.5

中期 306土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 11.2 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 7.9 0 o.o 2 19.1 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o

中期 308土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 79.5

中期 316土 a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 2 171.4

中期 319土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 2.3 0 o.o 1 0.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 6.4 1 0.3 7 9.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 323土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 0.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 1.5 2 1.8 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

中期 341土 1 10.8 1 0.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 11.1 0 o.a 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 0.0

中期 349土 1 4.0 0 0.0 1 13.4 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 17.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o

中期 350土 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 1.9 i 1.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 363土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a i 1.3 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.3 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o a o.o 0 o.o

中期 364土 1 2.9 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 6.8 0 o.a 2 9.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 423土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 128.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 439土 0 o.o 0 o.o 1 6.0 2 5.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 8.1 1 os 5 20.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 451土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 4.9 1 4.9 0 0.0 2 108.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 478土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 2 182.0

中期 480土 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 6.1 1 6.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 縄紋P3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.6 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3.7 a 5.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o

中期 縄紋P9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期計 5 40.3 9 19.6 4 29.9 7 21.6 9 30.5 2 0.9 0 0.0 0 0.0 2 4.6 9 36.3 30 75.7 77 259.4 0 o.o 7 315.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 11 825.5

縄紋時代遺構計 39 615.1 169 353.9 55 681.4 89 157.6 123 471.4 31 26.1 5 12.4 i 16.2 26 89.9 97 315.1 zii 621.8 846 3360.9 1 50.0 54 1865.7 2 495.0 4 98.3 3 292.7 64 6987.2

A区混入資料群 15 206.E 83 140.0 45 973.8 28 46.8 74 270.8 22 23.0 3 6.8 0 o.o 27 120.0 86 283.2 194 478.5 577 2549.6 4 395.0 35 1119.0 a 140.9 a 99.7 0 o.o 75 7049.1

B区混入資料群 13 153.0 12 30.0 7 63.0 5 10.3 14 54.9 1 1.6 0 0.0 0 o.o 1 4.1 7 60.2 32 79.8 92 456.9 0 o.o 4 187.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o 6 piss

試掘 0 o.o 2 1.1 1 4.4 1 0.5 1 1.5 t 1.4 0 0.0 0 o.o 1 10.0 2 16.8 0 o.o 9 35.7 0 o.o 4 138.0 0 o.o 1 23.0 0 o.o 0 o.o

一ツ家総計 67 974.8 266 525.0 108 1722.6 123 215.2 212 798.6 55 52.1 8 14.2 1 16.2 55 22.0 192 675.3 437 1180.1 152 6403.1 5 445.0 97 3310.1 4 635.9 7 221.0 3 292.7 145 14751.8

単砿点数重量㈲ 工原石 1剥片



磨製斧形Hヒ形石器ESc状演器 ∬Rf IIMf 丑系計 m原 石 礫石器A類 礫石器B類 礫石器C 複含石器 皿状石器 砥石状石器錘状満器棒状石器刀形石器 春孔石製品 皿系計 総計 遺構麟d, 段階
0 0.0 0 o.o 1 58.5 0 o.o 0 o.o 1 58.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 7 69.5 67住 z

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 6 222.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 102.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 102.4 zo 419.2 70住 2

1 74.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 19.2 3 144.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 13 185.0 71住 2

0 o.o 0 o.o 1 35.4 2 77.1 2 26.2 15 545.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 442.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 442.0 74 1129.8 75住 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 24.7 IO 352.9 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 30 395.3 79住 2

0 0.0 1 24.8 0 o.o 0 o.o 0 0.0 5 138.9 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 35 248.4 82住 2

0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 141.4 1 57.0 15 1225.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 127.0 2 1250.0 1 926.0 a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 4 2303.0 82 3742.5 86住 2

1 272.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 272.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 274.3 101住 2

2 346.5 i 24.8 2 93.9 5 218.5 6 127.1 56 2960.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 229.4 3 1692.0 1 926.0 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 2847.0 264 6464.0 2計

0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 16 74.8 117住 2-3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 101.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 596.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 596.0 2 697.6 129住 2-3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 101.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 596.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 596.0 18 772.4 2-3計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3445.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 3445.0 4 3449.8 94住12-4

0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 3445.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 3445.0 4 3449.8 2-4計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 63.4 0 o.o i 63.4 0 o.a 0 0.0 0 o.o 1 848.0 a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 848.0 10 934.9 66住 3

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 38.0 3 173.6 a o.o 0 o.o 1 287.7 a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 287.7 13 517.9 74住 3

1 20.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a 30.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1178.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1178.0 11 1236.9 103住 3

1 20.2 0 o.o 0 o.o 1 63.4 1 38.0 6 267.8 0 o.o 0 o.o 1 287.7 1 848.0 1 1178.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 2313.7 34 2689.7 3計

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 370.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 760.0 0 o.o 0 0.0 1 32.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 792.5 16 1251.3 95住14

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 370.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 760.0 0 o.o 0 0.0 1 32.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 792.5 16 1251.3 4計

0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 7.4 61住lg-13

0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 7.4 9-13計

0 o.o 0 o.o 1 28.2 a o.o 1 iios 5 277.4 0 o.o 0 o.o 1 287.9 1 27.4 1 asi.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 566.3 18 920.2 57住 10

0 o.o 0 o.o 1 59.0 0 o.o 0 o.o z 110.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 922.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 922.0 23 1083.7 81住 10

0 o.o 0 o.o 1 31.2 i 24.8 0 o.o 11 455.4 0 o.o 0 o.o 1 470.0 0 o.o 1 456.0 1 2515.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 3441.0 iao 4326.7 87住 io

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 576.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 354.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 1 354.0 z 930.0 102住 10

0 o.o 0 o.o 3 118.4 1 24.8 1 110.5 19 1418.8 0 o.o 0 o.a a 757.9 a 381.4 3 1629.0 1 zsis.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 8 5283.3 163 7260.6 10計

z 372.8 0 o.o 0 o.o 1 49.8 2 69.8 14 1323.2 a o.o 0 o.o 0 0.0 2 534.9 2 740.7 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 382.0 a 0.0 0 o.o 6 1657.6 60 3170.5 30住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 12 63.0 53住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 3.5 64住 11

0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 2 321.2 0 o.o 0 0.0 1 488.0 1 498.0 1 120.4 1 1460.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 4 2566.4 56 3051.5 65住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 93.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o s 144.7 72住 11

0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 470.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 470.0 14 522.2 83住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 ioag.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1028.0 8 1048.7 93住 11

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.5 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 13.8 97住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 177.9 0 o.o 0 o.a 2 894.0 1 362.0 1 328.0 1 3550.0 a o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 5134.0 9 5326.5 99住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 6.1 113住 11

2 372.8 0 o.o 0 o.a 1 49.8 2 69.8 19 1920.3 0 o.o 0 0.0 3 1382.0 .4 1394.9 6 2687.1 2 5010.0 0 o.o 0 o.o 2 382.0 a o.o a o.o 17 10856.0 175 13350.5 11計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 15 36.0 63住 12

0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 72.5 0 o.o 6 361.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 3 1270.0 1 4700.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 5970.0 92 6566.4 91住 12

0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 gas 0 0.0 6 361.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 3 1270.0 1 4700.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 4 5970.0 ion 6602.4 12計

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 239.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 178.7 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 178.7 io 435.0 68住1中 期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 239.7 0 0.0 0 o.o 0 o.a 1 178.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 1 178.7 10 435.0 中期計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1.9 埋2 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a i 212.7 127土 z

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 3 3.0 416土 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 6 217.6 2計

0 0.0 0 o.o 0 0.0 3 103.3 0 o.o 19 1502.8 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 44 1650.9 178土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 4.0 297土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 4 859.3 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 1 592.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 592.0 12 1471.2 300土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 25 77.5 412土 9-13

0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 1 470.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 470.0 io 513.6 415土 9-13

0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 0.9 420土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 50.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 61.7 455土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 103.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 526.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 526.0 10 653.6 457土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 460.0 0 0.0 i 37.2 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 497.2 13 567.3 462土 9-13

0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 183.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 4 192.5 464土 9-13

0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 161.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 16 219.8 467土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 103.3 0 o.o 31 2860.5 0 o.o 0 0.0 1 460.0 1 526.0 3 1099.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 5 2085.2 143 5413.0 9-13計

0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 7.6 296土 後期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 4.8 324土 後期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 644.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 644.0 3 651.7 449土 後期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 37.4 452土 後期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 1 644.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 6aa一.o 19 701.5 後期計
0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.0 2土 中期

a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 104.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 114.9 54土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 1 748.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 748.0 6 758.8 55土 中期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 91土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 4.1 120土 中期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 59.5 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 3 62.0 125土 中期
0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 1 4.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 10 30.4 172土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 116.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 116.2 180土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 25.6 200土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 5.5 205土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 4 8.9 278土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 zi.2 291土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 22.6 5 193.6 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 16 220.6 299土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 2 19.1 306土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 79.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 79.5 308土 中期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 171.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 171.4 316土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.a a o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 7 9.6 319土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 1.8 323土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 2 11.1 341土 中期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 2 17.4 349土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1.9 350土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 0.0 1 1.3 363土 中期

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 9.7 364土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 128.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 izs.o 423土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 0.0 5 20.5 439土 中期

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 108.3 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 113.2 451土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 182.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 442.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 442.0 3 624.0 478土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 6.1 480土 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 5.3 縄紋P3 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.2 縄紋P9 中期

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 22.6 19 1163.7 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 1190.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1190.0 98 2613.1 中期計

5 739.5 1 24.8 5 212.3 12
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"1…纒 綾雛i養i……撫 鞍雛 暴……甕

2 67住 0 o.o 6 11.0 a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

2 70住 0 0.0 13 94.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 59.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 105.9 2 87.3 0 0.0

2 71住 0 0.0 io 40.3 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 19.2 0 o.o

2 75住 0 o.o 57 140.8 1 442.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 1 13.0 3 88.3 0 o.a

a 79住 0 o.o 20 42.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 23.2 2 15.1 0 o.o

a 82住 1 16.6 29 92.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 24.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2 86住 0 o.o 62 213.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 926.0 0 o.o 1 127.0 0 o.o 0 o.o 4 1712.0 7 376.0 0 o.o

2 101住 0 o.o 2 1.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 272.5 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0

2計 1 16.6 199 636.8 1 a4z.o 0 0.0 0 o.o 1 926.0 2 83.8 2 399.5 0 o.a 0 o.o S 1854.1 is 585.9 0 o.o

2-3 L 117住 a o.o 16 74.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2-3 129住 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 596.0 1 101.6 0 0.0

2-3計 0 o.o 16 74.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 596.0 1 101.6 0 o.o

2-4194住 0 o.o 3 4.8 0 o.o 0 o.o 1 3445.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

2-4計 0 o.o 3 4.8 0 o.o 0 o.o 1 3445.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0. o.o 0 o.o 0 .o.o

3 66住 0 o.o 8 23.5 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 848.0 0 o.o 0 o.o

3 74住 0 o.o 9 56.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 287.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 116.4 0 0.0

3 103住 0 o.o 8 28.1 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 zo.2 0 o.o 1 1178.0 1 10.6 0 o.o

3計 0 0.0 as 108.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 287.7 1 20.2 0 o.o z 2026.0 a 127.0 0 o.o

4195住 0 o.o 9 71.9 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 3 835.2 0 o.o 0 o.o

4計 0 o.o 9 71.9 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 835.2 0 o.o a 0.0

9-13161住 0 o.o 2 7.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13計 0 o.o 2 7.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

10 57住 0 o.o 10 76.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 287.9 a o.o 0 o.o 2 278.4 2 146.9 0 o.o

10 81住 0 0.0 ao 51.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 922.0 0 o.o 0 o.o

10 87住 0 o.o 106 430.3 1 470.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 3 3014.8 3 127.2 0 0.0

10 102住 a 0.0 0 0.0 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 354.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

10計 0 o.o 136 558.5 1 470.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 641.9 0 o.o 0 o.o 6 4215.2 5 274.1 0 o.o

11 30住 0 o.o 37 133.0 1 400.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 0 o.a 3 1014.8 a o.a 1 29.0

11 53住 0 0.0 12 63.0 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

11 64住 0 o.o 3 3.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0

11 65住 0 o.o 50 163.9 1 1460.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 986.0 0 o.o 0 o.o

ii 72住 0 o.o 7 51.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

11 83住 0 o.o 13 52.2 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o i 470.0 0 o.o 0 o.o

11 93住 0 o.o 7 20.7 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11 97住 0 o.o 1 9.3 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.5 0 0.0

11 99住 0 o.o 3 14.6 0 o.o 0 0.0 1 3550.0 0 o.o 0 0.0 a 894.0 0 0.0 0 o.o 2 690.0 0 o.o 0 0.0

11 113住 0 o.o 3 6.1 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

11計 a o.o 136 517.5 2 1860.0 0 o.o 1 3550.0 0 o.o 0 o.o 2 894.0 1 16.8 0 o.o 8 3160.8 1 4.5 1 29.0

12 63住 0 0.0 15 36.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

12 91住 a o.o 81 228.4 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o, 0 o.o 1 4700.0 0 o.o 0 0.0 4 926.6 1 82.5 0 o.o

12計 0 o.o 96 264.4 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 4700.0 0 o.o 0 o.o 4 926.6 i 82.5 0 0.0

中期168住 0 o.o 8 16.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 178.7 0 o.o 0 0.0

中期計 0 o.o 8 16.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 178.7 0 o.o 0 o.o

2 埋2 0 o.o i 0.4 0 o.o 0 0.0 a o.o a 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0

2 127土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 212.7 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 .o .o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

a 416土 0 o.o 3 3.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

2計 0 o.o 4 3.4 0 o.o 1 212.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 178土 0 o.o 24 85.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 297土 0 o.o 2 4.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 300土 a o.o 7 19.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 592.0 0 o.o 0 o.o 1 318.0 0 o.o a o.o

9-13 412土 a o.o 25 77.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 415土 0 o.a 9 43.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 470.0 0 o.o 0 o.o

9-13 420土 0 o.o 1 0.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 455土 0 o.o 5 11.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

9-13 457土 0 o.o 7 24.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o i 526.0 0 o.o 0 o.o

9-13 462土 0 o.o 11 70.1 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 460.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 37.2 0 o.o

9-13 464土 0 o.o 1 8.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

9-13 467土 0 o.o 14 58.3 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 96.5 0 o.o 0 o.o

9-13計 0 o.o 106 404.3 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o z 1052.0 0 o.o a 0.0 4 1410.5 1 37.2 0 0.0

後期 296土 0 o.o 3 7.6 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

後期 324土 0 o.o 4 4.8 o, o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o

後期 449土 0 o.o 2 7.7 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 644.0 0 o.o 0 o.o

後期 452土 0 o.o 9 37.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

後期計 0 o.o 18 57.5 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 644.0 0 o.o 0 o.o

中期 2土 0 o.o 1 4.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0

中期 54土 0 o.o 4 10.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

中期 55土 0 o.o 5 10.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 1 748.0 0 o.a 0 o.o

中期 91土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0

中期 120土 a 0.0 3 4.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o

中期 125土 0 0.0 2 2.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 59.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 172土 0 o.o 9 26.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o

中期 180土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0

中期 200土 0 o.o 3 25.6 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0

中期 205土 0 o.o 2 5.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 278土 0 o.o 4 8.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 291土 0 o.o 4 21.2 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

中期 299土 0 o.o 11 27.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 2 58.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 306土 0 o.o 2 19.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 308土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 79.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 316土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 319土 0 0.0 7 9.6 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

中期 323土 0 o.o z 1.8 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 341土 0 o.o 2 11.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 349土 0 o.o 2 17.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 350土 0 o.o 1 1.9 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 363土 0 o.o 1 1.3 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

中期 364土 0 o.o 2 9.7 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 423土 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o

中期 439土 0 o.o 5 zos 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

中期 451土 0 o.o 1 4.9 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 1 45.8 0 o.o 0 0.0

中期 478土 0 o.o 0 o.o 1 442.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 151.6 0 o.o

中期 480土 0 o.o 1 6.1 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期 縄紋P3 0 o.o 2 5.3 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o

中期 縄紋P9 0 o.o 1 4.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o

中期計 0 o.o 77 259.4 1 a4a.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 4 197.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 793.8 1 151.6 0 o.o

縄紋時代遺構計 i 16.6 835 2985.5 5 3214.0 1 212.7 Z 6995.0 1 926.0 6 aso.s 10 7975.1 2 37.0 0 o.o 40 16640.9 27 1364.4 i 29.0

A区 混入資料群 0 o.o 562 1885.4 i 59.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 193.3 4 2139.8 3 403.6 11 2836.0 18 4331.1 49 4131.1 0 o.o

B区 混入資料群 0 0.0 88 390.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 228.1 i 6.5 0 o.o a 233.6 3 222.5 0 o.o

試掘 0 o.o 7 18.1 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a 0.0 a o.o 0 o.o 1 32.4 0 0.0 0 o.o

一ツ家総計 1 16.6 1485 5260.9 6 3273.0 1 212.7 a 6995.0 1 926.0 9 474.1 is 10343.0 6 447.1 11 2836.0 60 21205.6 79 5718.0 1 29.0

単位濾 数,璽量(瀞黒雲母.蕎英質流紋濫 黒耀覆 .鍮縫欝 濯ラヌ讃安慮岩 多孔質蜜由暑 輝籔安山器 ピン器 石莫閃緑器 蛇紋器 砂質礫嵩 麟 硬砂岩 細粒砂岩

一144一



馨質泥.貰.、1..一嚢饗.. ..難質薫饗.. i硬・質.薫饗...欝難.:翼饗...、黒色頁碧 .猫叛欝...輝緑凝阪岩 綴蜷灰難 凝穣堵「「....チ鍛 簸..;.無樵 彗. 湘 罐 フェ遊蒸 、硅.質.饗 蓬霧 .. .'総 欝 、 遣撚9. 段階 ・

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 58.5 0 o.o 7 69.5 67住 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 50.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 1 22.4 0 0.0 0 o.o 0 o.o 20 419.2 70住 a

0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 74.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 1 51.5 0 o.o 0 o.o 13 185.0 71住 a

0 o.o 1 19.6 1 10.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 51.4 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 7 362.7 0 o.o i 2.0 74 1129.8 75住 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 5.8 1 15.0 0 o.o 0 o.o 5 293.8 0 o.o 0 o.o 30 395.3 79住 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 114.1 0 o.o 0 o.o 35 248.4 82住 a

0 o.o 1 159.1 i 139.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o i 0.3 0 o.o 4 89.2 0 o.o 0 o.o 82 3742.5 86住 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 3 274.3 101住 2

0 o.o 2 178.7 a 149.4 0 o.o 1 50.5 0 o.o 2 51.4 0 o.o 2 79.8 1 is.o 1 0.3 1 22.4 21 911.3 1 58.5 1 a.o 264 6464.0 2計
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 16 74.8 117住 2-3

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o曹 0 o.o 0 o.o 2 697.6 129住 2-3

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 0.0 0 0.0 18 772.4 2-3計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 4 3449.8 94住12-4

0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 3449.8 2-4計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 63.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.a 10 934.9 66住 3

0 o.o 0 o.o 1 38.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 19.2 0 o.o 0 o.o 13 517.9 74住 3

0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 11 1236.9 103住 3

0 o.o 0 o.o 1 38.0 0 o.o 0 o.o 1 63.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.a 0 o.o 0 o.o 1 19.2 0 o.o 0 o.o 34 2689.7 3計
1 16.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 36.6 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 291.4 0 o.o 0 o.o 16 1251.3 95住14

1 16.2 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 1 36.6 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 0.0 0 0.0 2 291.4 0 o.o 0 o.o 16 1251.3 4計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 7.4 61住lg-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 2 7.4 9-13計

1 28.2 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 2 102.3 0 0.0 0 o.o 18 920.2 57住 10

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 2 110.0 0 o.o 0 o.o 23 1083.7 81住 10

0 o.o 2 31.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 a2i.s 1 31.2 0 o.o 120 4326.7 87住 10

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 576.0 0 o.o 0 o.o 2 930.0 102住 io

1 as.2 2 31.4 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 1010.1 1 31.2 0 o.o 163 7260.6 10計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 87.4 0 o.o 0 0.0 1 120.7 0 0.0 3 738.0 0 o.o 3 56.7 0 o.o 7 439.2 1 134.9 0 0.0 60 3170.5 30住 11

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 12 63.0 53住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 0.0 3 3.5 64住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 120.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 321.2 0 o.o 0 o.o 56 3051.5 65住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 93.5 0 o.o 0 o.o 8 144.7 72住 11

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 14 522.2 83住 11

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 1028.0 a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 8 1048.7 93住 ii

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o z 13.8 97住 ii

0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 177.9 0 o.o 0 o.o 9 5326.5 99住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0
●o

.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 6.1 113住 11

0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 87.4 0 0.0 0 o.a 1 120.7 0 o.o 5 1886.4 0 o.o 3 56.7 0 0.0 11 1031.8 1 134.9 0 0.0 175 13350.5 11計

0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 a o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 15 36.0 63住 12

0 o.o 0 o.o 1 60.5 0 o.o 0 o.a 0 o.a a o.o a o.o 1 392.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 170.0 0 o.o 1 6.4 92 6566.4 91住 12

0 0.0 0 o.o 1 60.5 0 o.o 0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o i 392.0 0 o.o 0 o.o 0 o.a 2 170.0 0 o.o 1 6.4 107 6602.4 12計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 239.7 a o.o 0 o.o 10 435.0 68住1中 期
0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 0.0 i 239.7 0 o.o 0 o.o 10 435.0 中期計
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 1.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 1.9 埋2 z

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 212.7 127土 2

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 3.0 416土 a

0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 1.5 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 6 217.6 2計

0 0.0 1 85.5 2 189.2 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 12.8 1 63.0 0 0.0 15 1215.3 0 o.o 0 o.o 44 1650.9 178土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 4.0 297土 9-13

0 o.o 0 o.o 1 197.3 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 2 344.0 0 0.0 0 o.o 12 1471.2 300土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 25 77.5 412土 9-13

a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 10 513.6 415土 9-13

a o.o 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 0.9 420土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 50.0 0 o.o 0 o.o 6 61.7 455土 9-13

0 o.o 1 39.6 0 0.0、 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 63.5 0 o.o 0 o.a 10 653.6 457土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 13 567.3 462土 9-13

0 o.o 1 48.8 1 83.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 52.0 0 o.o 0 o.o 4 192.5 464土 9-13

0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o oi. o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 1 65.0 0 o.o 0 o.o 16 219.8 467土 9-13

0 o.o 3 173.9 4 469.5 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 ia.s 1 63.0 a o.o 21 1789.8 0 o.o 0 o.o 143 5413.0 9-13計

0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 7.6 296土 後期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 4.8 324土 後期
0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.a 0 0.0 3 651.7 .449土

後期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 9 37.4 452土 後期
0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.a 19 701.5 後期計
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 4.0 2土 中期
a o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 1 104.4 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 5 114.9 54土 中期
a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 6 758.8 55土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 16.8 0 o.o 0 o.o 1 16.8 91土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 4.1 120土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 a o.o 3 62.0 125土 中期
0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 4.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 10 30.4 172土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 116.2 0 o.a 0 o.o 1 116.2 180土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 3 25.6 200土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o a 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 2 5.5 205土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 8.9 278土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 4 21.2 291土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 135.6 0 o.o 0 o.o 16 220.6 299土 中期
a o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 19.1 306土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 79.5 308土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 171.4 0 o.o a o.o a 171.4 316土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 7 9.6 319土 中期
0 o.o a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 1.8 323土 中期
0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 11.1 341土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 17.4 349土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a 0.0 0 o.o 1 1.9 350土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 1 1.3 363土 中期
0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 9.7 364土 中期
0 o.o 0 0.0 0 o.o a o.o 0 o.o 1 56.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 71.5 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 0.0 a 128.0 423土 中期
0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 5 20.5 439土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 a o.o 0 o.o 1 62.5 0 o.o 0 o.o 3 113.2 451土 中期
0 0.0 0 o.a 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o i 30.4 0 o.o 0 o.o 3 624.0 478土 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 6.1 480土 中期
a o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 2 5.3 縄紋P3 中期
0 0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o a o.o 0 o.o 1 4.2 縄紋P9 中期
0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o z 160.9 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 ass 0 o.o 0 0.0 9 532.9 0 o.o 0 0.0 98 2613.1 中期計
2 44.4 7 384.0 8 717.4 2 87.4 1 50.5 4 260.9 3 172.1 0 o.o 8 2358.2 4 103.3 6 121.5 1 22.4 77 5996.2 3 224.6 a 8.4 1059 51228.3 縄紋時代遺構計
1 6.6 5 412.5 7 708.4 0 o.o 0 o.o 5 266.2 3 15.3 1 21.0 3 760.0 3 192.0 9 153.8 3 19.2 62 5414.3 1 0.5 5 576.8 759 24525.9 A区 混入資料群
0 0.0 0 o.o 3 306.3 0 o.o 0 o.o 1 63.0 1 17.4 0 o.o 2 303.7 0 o.o 3 55.1 0 o.o 8 574.5 0 o.o i 11.8 114 2412.5 B区 混入資料群
0 o.o 0 o.o 1 2.1 0 o.o 0 o.o 0 0.0 0 o.o 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 17.6 0 o.o 4 1 0 o.o 0 o.o 15 211.3 試掘
3 51.0 12 796.5 18 1732.1 2 87.4 i 50.5 10 590.1 7 204.8 1 ai.o 13 3421.9 7 295.3 is 330.4 4 41.6 t47 11985.0 4 225.1 8 597.0 1947 78378.0 一ツ家総計
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第85図 小池遺跡縄紋時代住居趾単位石器群グラフ(1)
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第86図 小池遺跡縄紋時代住居趾単位石器群 グラフ(2)
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第87図 一 ツ家遺跡縄紋時代住居趾単位石器群 グラフ(1)
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第88図 一ツ家遺跡縄紋時代住居趾単位石器群グラフ(2)
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第89図 小池遺跡縄紋時代住居趾単位石器群グラフ(3)
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第90図 一ツ家遺跡縄紋時代住居趾単位石器群 グラフ(3)
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第91図 縄紋時代の遺物(1)

一152一



第92図 縄紋時代の遺物(2)
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第93図 縄紋時代の遺物(3)
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第94図 縄紋時代の遺物(4)
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第95図 縄紋時代の遺物(5)
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第96図 縄紋時代の遺物(6)
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第97図 縄紋時代の遺物(7)
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第98図 縄紋時代の遺物(8)
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第99図 縄紋時代の遺物(9)
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第100図 縄紋時代の遺物(10)
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第101図 縄紋時代の遺物(11)
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・第102図 縄紋時代の遺物(12)
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第103図 縄紋時代の遺物(13)・
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第104図 縄紋時代 の遺物(14)
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埋甕2

第105図 縄紋時代の遺物(15)
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第106図 縄紋時代の遺物(16)
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第107図 縄紋時代の遺物(17)
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第108図 縄紋時代の遺物(18)
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第109図 縄紋時代 の遺物(19)'
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第110図 縄紋時代の遺物(20)
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.
第111図 縄紋時代の遺物(21)
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第112図 縄紋時代の遺物(22)
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第113図 縄紋時代の遺物(23)
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第114図 縄紋時代の遺物(24)
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第115図 縄紋時代の遺物(25)
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第116図 縄紋時代の遺物(26)
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第117図 縄紋時代の遺物(27)

一178一



第118図 縄紋時代の遺物(28)
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第119図 縄紋時代の遺物(29)
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第120図 縄紋時代の遺物(30)
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第121図 縄紋時代の遺物(31)
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第122図 縄紋時代の遺物(32)
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第123図 縄紋時代の遺物(33)
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第124図 縄紋時代の遺物(34)
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第125図 縄紋時代の遺物(35)
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第126図 縄紋時代の遺物(36)
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第127図 縄紋時代の遺物(37)
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第128図 縄紋時代の遺物(38)
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第129図 縄紋時代の遺物(39)
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第130図 縄紋時代の遺物(40)

一191一



第131図 縄紋時代の遺物(41>
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第132図 縄 紋 時 代 の 遺 物(42)尖 頭石器(1)、 鑑形石器(2～11)、 錐形石器(12～14)
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第133図 縄 紋 時 代 の 遺 物(43)錐 形石器(15～17)、1ヒ 形石器(18～20)

一194一



第134図 縄 紋 時 代 の 遺 物(44)Isc状 石器(21～28)

一195一



一196一



一197一



第137図 縄 紋 時 代 の 遺 物(47)打 製斧形石器(40～44)、 磨製斧形石器(45～48)
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第138図 縄 紋 時 代 の 遺 物(48)IIヒ 形石器(4g・50)、IISc状 石器(51・52)、IIRf(53～56)
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39図 縄 紋 時 代 の 遺 物(49)

礫 石 器A類(57)、 礫石 器B類(58・59)、 礫 石 器C類(60・61)、 複 合石 器(62～64)、 皿状 石器(65・66)
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第140図 縄 紋 時 代 の 遺 物(50)

錘状石器(67～69)、 有孔石製品(70～73)、 棒状石器(74・75)刀 形石器(76)
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第141図 縄紋時代の遺物(51)
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第142図 縄紋時代の遺物(52)
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2.古墳時代の遺物

(1)土 器(第143図)

125住 か ら土 師器15点 が 出土 している。器種 別内訳 は高杯2点 、鉢2点 、甕11点 であ る。計測値 や観 察所見

については第15表 にまとめてい るので参 照 されたい。

高杯はハケ調整を行 う完形品の1と 、赤色塗彩 とミガキを行う破片の2が ある。鉢 もミガキと赤色塗彩 を

行い、成整形の入念な3と 塗彩がなくナデのみでやや雑 に仕上げる4か らなる。甕には大小があ り、小型品

は口径 ・器高にばらつきが少ない。基本形態は頚部が くびれ外反口縁 をなし、胴部は肩が張る。6の み頚部

の収約が弱い。櫛描紋 を施紋す る もの(6・8～12・15)と しない もの(5・13)、 前者では頚部 に櫛 描横線紋 を

施す もの(12・15)と そ うで ない ものがあ る。 これ らのほかに北陸系 の甕が1点 伴出 してい る(7)。

土器群は櫛描紋を施す甕が多いことなどの様相からみて古墳時代前期でも古い段階に位置づけられよう。

(2)鉄 器(第143図)

125住 か ら鎌が1点 出土 している。二等辺 三角形 を呈す る薄手 ・偏平 な もので、基 部 を欠 く。基 部寄 りの中

央には着柄のための孔が設けられている。無茎 ・平根式に分類される。

第15表 古墳時代の土器一覧
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1 高杯
11.4
(13.4)
11.3

榿褐色
石英 ・長石

堅緻
外/杯 部:ハ ケ→ 端部 ヨコナデ 、脚部:ハ ケ→ 裾 端部 ヨコナデ

内/杯 部:ハ ケ→ 端部 ヨコナデ 、脚部:ナ デ→ 端 部 ヨコナ デ

2 高杯 =
一

赤褐色
石英 ・雲母

堅緻
外1オ サエ ・ナデ→ 赤色 塗彩 ・ミガ キ
内/杯 部:オ サエ ・ナデ→赤 色 塗彩 ・ミガ キ、脚部:オ サエ ・ナデ

3 鉢
13.2

6.8

7.5
赤褐色 石英・長石

堅緻
外/赤色塗彩 ・ミガキ
内/赤色塗彩 ・ミガキ

4 鉢
(17.0)
6.0
8.4

榿褐色 石英・長石
堅緻

外1ナ デ ・ヨコナデ→ 横 ミガ キ?

内/ハ ケ ・ヨコナデ→ 横 ～斜 ミガ キ

5 妻
13.2

一
暗褐色 石英・長石

堅緻
外1ハ ケ→ 口縁部 ヨコナ デ、胴部:横 ミガキ

内/胴 部ヘ ラ ナデ、 口縁 部 ハ ケ→ ヨコナ デ
外面スス付着

6 甕
13.2

5.3

14.2

暗～赤褐色
石英
堅緻

外/ナ デ ・ヨコナ デ→上 半部櫛 描波 状紋 ・下 半部 縦 ミガ キ

内/ヘ ラナデ ・ヨコナデ→ 横 ミガキ
外面スス付着

7 甕
(17.4)

=
暗～茶褐色

'

石英 ・長石
堅緻

外1ハケ→口縁部ヨコナデ・面取 りした端部に凹線状の条み られる。
内/ナデ→口縁部ヨコナデ

外面スス付着

8

し

甕
13.3
(6.0)
15.0

暗～茶褐色
石英 ・長石

堅緻
外/胴 部:ハ ケ→ 縦 ミガキ 、口頚 部:ハ ケ ・ヨコナ デ→ 櫛描 波状紋

内/ヘ ラナデ ・ヨコナデ→ 横 ミガ キ
外面スス付着

9 甕
12.9

6.5

1f.5

暗～黒褐色
石英 ・長石

堅緻
外/ヘラナデ・ヨコナデ→上半部櫛描波状紋・下半部縦 ミガキ
内/胴部:ケズリ→横 ミガキ、口縁部ヨコナデ→横 ミガキ

外面スス付着

10 甕
(13.9)
5,0
12.6

暗～黒褐色
石英・長石

堅緻
外1ヘ ラナ デ ・ヨコナデ→胴 部縦 ～斜 ミガキ ・口頚 部櫛 描波状 紋

内/ヘ ラナ デ ・ヨコナデ→横 ミガキ
外面スス付着

11 甕
18.4

一
榿褐色 石英・長石

堅緻
外1ハ ケ ・ヨコナデ→櫛 描波 状紋

内1ヘ ラナ デ ・ヨコナデ→横 ミガキ
炉体に使用

12 甕
(ZO.2)

= 暗褐色
石英・長石

堅緻
外1ハ ケ ・ヨコナデ→櫛 描波 状紋 ・頚 部櫛 描横 線紋

内/ヘ ラナ デ ・ヨコナデ
外面スス付着

13 甕
15.8

6,0

14.5
茶褐色

石英・長石
堅緻

外/口 縁 部 ヨ コナデ、胴 部ハ ケ→下 半部 ミガキ

内1ハ ケ ・ヨコナデ
外面スス付着

14 甕 4.4
一

暗褐色 石英・長石
堅緻

外1ナデ内
/ナデ

15 甕
20.3

8.0

29.8
茶褐色 石英・長石

堅緻
外1上半部:櫛描波状紋・頚部櫛描横線紋、下半部:縦ミガキ
内1胴部ヘラナデ→横 ～斜 ミガキ、ロ縁部横 ミガキ

外面スス付着
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第143図 一ツ家遺跡古墳時代の遺物
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3.奈 良 ・平 安 時 代 の 遺 物

(1)土 器 ・陶器(第16～19表 、第144～162図)

小池遺跡 ・一ツ家遺跡 では、竪穴住居趾 ・掘立柱建物趾 ・溝 ・土坑 ・ピッ トな どの遺構 や、遺構外 の包含層 か

ら膨大 な量 の奈 良 ・平安 時代 の土器 ・陶器が 出土 してい る。本報告書で は、可能 な限 り実測 を行 い、722点 を

図化提 示 している。 これ らを整理 報告す る際に使用 す る器 種 ・器形 の名称 、分類 、土 器群 の編年観 は文献1

に よった。出土 した土器 ・陶器 の種別 は、土 師器 ・黒色 土器 ・須恵器 ・灰粕 陶器 ・緑紬 陶器であ る。以下 、各遺

跡 ご とに土器様相 を概観 す る。

①小池遺跡第2次 調査 出土土器 の様相

本遺跡 の調査 で は、松 本平土器編年 の4期(8世 紀第3四 半期)か ら10期(10世 紀中葉)ま での各期 の遺構1

の多寡 に応 じて多量の土器陶器が 出土 した。 これ らの うち小池2次 調査で は、512点 を図化 ・提示 した。 まず・

これ らの出土土器 の種別 ・器種 の概観 を行い、古代各期 の土 器様相 につ いてその概要 を述べ る・

〈種 別 ・器種 〉

小 池2次 調査でみ られ る土器 ・陶器 の種別 は、土師器 ・黒色土器A(内 黒土 師器)・ 須 恵器 ・灰紬 陶器 ・緑紬 陶

器で ある。特 に緑粕 陶器 は、小 池遺跡第1次 調査 で総数58点 と膨大 な量が出土 してお り(文 献2)、 今 回の調

査で も水 瓶 などの特殊 な器形 を含 めて40点 が 出土 してい ることか ら、本遺跡 の特徴 的な もの とい える。

土師器=食 器では、杯 ・椀 ・盤、煮炊具 には甕 ・小型 甕 ・羽釜 ・甑 ・円筒形土器がみ られる。杯 ・椀 は、すべ て

底部 回転糸切 り技法 である。100・131・292は 、杯C(甲 斐 型杯)で ある。388の 甕 は、口縁外面 に波状文がみ

られる特殊品 である。

黒色土器=内 面 のみ黒色処理 される黒色土・器Aが多量 にみ られ、内外面黒色処理 される黒色土器Bは1点 の

み(438)で あ る。器種 は、杯 ・蓋 ・椀 ・皿 ・鉢 がみ られる。すべ てロクロ調整 、底部糸切 りであ るが、497の

杯 は腰部手持 ちヘ ラケズ リされ る。368は 、内面 ミガキ調整 し、黒色 処理 された蓋 である・

須恵器=食 器 としては、杯A(無 台)・ 杯B(有 台)・ 蓋 ・鉢、貯蔵具 に長頸壺 ・甕 ・四耳壼がみ られ る。

灰 粕陶器:食 器 に碗 ・皿 ・段 皿、貯蔵具 に平 瓶 ・双耳壺 か香 炉の小 片(507)・ 小 瓶が み られ る。時期 は7期

か ら10期 まで の ものが み られ る。510は 、器壁がやや厚手 で流 し掛 け施紬 され、 断面 四角形 の高 台 を貼 り付

けるものであ るため、黒笹14号 窯式 に比定 され る。

緑紬陶器:合 計40点 が 出土 し、 うち26点 が遺構 か らの 出土 である。 しか し、 これ らのほ とん どが小破片

で、図化提 示で きたのは12点 のみであった。出土量 の多 い遺構 として は、86住 が6点 と際 だってい る。以下、

100住2点 ・93住・94住・102住・139住・147住・179住・195住・233住 ・236住・247住 ・溝27(中 世 の遺構)か ら各1点 、

溝40(中 世 の遺構)か ら6点 、H区 包 含層か ら4点 、F区 検 出面 ・G区検 出面 か ら各2点 であ る。器 形 は、皿6

点 ・段皿2点 ・碗3点(506は 輪花碗)・ 水 瓶1点 ・不明28点 で皿が多い。52・503・19・353・493は 、体部 ヘ ラミガキ

調整 され、胎土 は灰 白色 の硬質 、紬 は淡黄緑色 を呈 し、全面施紬 されてい る。 この種 の特徴 がみ られる も

のが 、他 に小 片で16点 出土 している。39・225・394・492は 、体 部全 面 にヘ ラ ミガキ され、胎 土 は暗灰色 また

は青灰色 の硬 質で、濃緑色 の粕が施 されてい る。ほか に小 片で11点 がみ られ る。504・506は 、ヘ ラミガキ調

整 は されず 、胎土 は青灰色 の硬 質、紬 は濃淡 の強い やや濁 りのあ る緑 色 を呈す る。 ほか に小 片1点 あ り。

505は 、ヘ ラ ミガキ調整 されず、胎土 は灰 白色か ら淡灰色、紬調 は淡緑色 でやや濁 りが ある。 内面見込 み部

には トチ ン痕 がみ られ、底裏 中央部 に回転糸切 り痕 がみ られ る。 口縁端部 は僅か に外反 し、貼 り付 け高 台

の内側 に凹線 が一条巡 る。

<各 時期 の様相>

4期:124・132・196住 土器群が該当す る。食器 では、須恵器杯A・B、 土 師器杯C(甲 斐 型杯)、 黒色土器A杯
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A、 貯蔵具 では須 恵器壺 ・甕類 の破片 、煮炊具 では土 師器甕B・C、 小 型甕B・C・Dが み られ る。須恵器杯Aは 、

底 部回転ヘ ラ切 りの ち手持 ちヘ ラ削 りされる もの(135)、 回転ヘ ラ切 りのちナデ(137)と 、 回転 糸切 りさ

れ るもの(101・103・136ほ か)が み られるが、量 的には回転 糸切 りされ るものが主体 である。黒色土器A杯A

は、 当該期 か ら出現 す る器形 で、底部 に手持 ちヘ ラケズ リされ る ものがみ られる(102)。131の 土 師器杯C

(甲斐 型杯)に は、「神」 陵 」 とい う墨書が み られる。

5期=85・127・154・155・260住 土 器群が該 当す る。食器 では、4期 に引 き続 き須 恵器が 主体 となる。須 恵器

杯Aは 、すべ て底部 回転糸切 りであ る。294の 底部 には、墨書が み られる。黒色土器A杯Aは 、量 的には少 な

い ものの安定 的にみ られる。

6期=本 遺跡の当該期 の土 器群は、非常 に少 ない。僅か に125住 が該当す る。量的 に も少 な く、須恵器杯A、

黒色土器A杯Aの 法量や破片資料 のなか に黒色土器Aが 多い ことなどか ら判 断 して、本期 として捉 えた。

7期:6期 の土器様 相 を示す遺構 が少 なか ったの に対 し、7期 は遺構 数が増 えて良好 な土 器群が み られ る。

105・110・122・129・141・157・221・251・256・262・275住 土器群が相 当する。 この時期 には食器 に大 きな変化がみ

られ、黒色土器Aと 灰粕陶器 に碗 ・皿の器形がみ られる。また、食器 の主体 は須恵器か ら黒色 土器Aに 移行 し、

灰 粕 陶器 と軟質須 恵器が伴 う。灰 紬陶器 で は、光 ヶ丘1号 様式 が主体 で、僅か に黒 笹14号 様式 がみ られ る

(sio)0

8期=94・135・142・158・174・178・181・244・273住 が相 当す る。食器 は、土師器 ・黒色土器A・軟 質須 恵器 ・灰粕

陶器 ・緑粕陶器で構成 される。器種 は、土 師器杯A・ 椀 ・盤A、 黒色土器・A杯A・椀 ・皿B・鉢A、 軟質須恵器杯A、

灰 紬陶器碗 ・皿、緑紬 陶器碗 があ る。前期 よ りも椀 ・皿へ の指 向が強 ま り同一器形 の食器 が異 なった器種 で

つ くられている。煮炊具 は、甕Bと 小 型甕Dが 多い。

9期=87・97・138・139・147・182・192・233・266住 ・4竪・墓趾1が 相 当す る。食器 では黒色土器Aの 割合 が急激 に

減少 し、土 師器が主体 とな り灰 粕陶器 ・緑 粕陶器 で構成 され る。 この期 の灰紬陶器 は、光 ヶ丘1号 窯式が主

体 で、大原2号 様式 もみ られ る。緑紬陶器 は139住 か ら段皿(225)が 出土 してい る。

10期=こ の時期 の遺構 は、急 激 に減少す る。93・270住 出土土器i群が相 当す る。食器の主体 は、土 師器 と

な る。灰紬陶器 は、大原2号 窯式 と虎漢 山1号 窯 式がみ られ る。93住 か らは、緑粕陶器水瓶(39)が 出土 し

てい る。

② 一ツ家遺跡 出土土器 の様相

小池遺跡2次 では、4～10期 の長期 間継続 した土器様 相が窺 えたが、一 ツ家遺跡 では7～8期(9世 紀後 半～末)

と12～15期(11世 紀初頭 ～12世 紀初)と い う断絶 した2つ の画期 の土器様相 を呈す る。 これ らは、竪穴住居

趾 ・溝 ・土坑 ・ピッ トな どの遺構や、遺構外 の包含層 な どか ら多量 の土 器 ・陶器が出土 した。本遺跡で は、210

点 を図化提示 した。

〈種別 ・器種 〉

本遺跡 で出土 した土器 の種別 は、土師器 ・黒色土器A・軟質須 恵器 ・灰紬 陶器 ・緑粕陶器であ る。器種別 にみ

る と食器が多 く、煮炊 具 ・貯 蔵具 が少 ない。

土師器=食 器 では、杯 ・椀 ・盤B・鉢A、 煮炊具 は甕 ・小型甕 ・羽釜 ・甑がみ られる。杯 ・椀 ・盤 ・鉢 などは、すべ

てロクロ調整 ・底部回転糸切 りである。

黒色土器A=杯A・ 椀 ・皿Bの 器形のみみ られる。

軟 質須恵器:7～8期 の時期 のみ にみ られる器種 であ る。本遺跡 の該期 の住居 肚で は、安定 した量が 出土

している'。.

灰粕 陶器=食 器 が多 く、碗 ・輪花碗 ・皿 ・瓶類 な どの器形 がみ られる。光 ヶ丘1号 窯式以 降の時期 に該当す

る。黒笹14号 様 式の ものはみ られない。
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緑 紬陶器:32住 ・35住・36住・土207・ 土309・ 溝1・溝=2の各遺構 か ら、合計9点 出土 した。内訳 は、溝2か ら小

片2点 が 出土 した他 は、各 遺構 か ら1点 ず つ の 出土 で あ る。 この うち図化提 示 で きたの は4点 のみ であ る

(560・567・709・719)。 器形 は、碗2点(567・719)・ 皿2点(560・709)で 、709は 輪花皿 である・560・567・719

は、体部 ヘ ラ ミガキ され、胎土 は灰 白色 の硬質 である。紬 は、 淡黄緑色 または淡緑色 で、全 面 に施紬 され

る。709の 輪花皿 は、器面ヘ ラ ミガキはな されず、高台 内端 に一条の凹線が巡 り段状 とな ってい る・胎土 は

青灰色の硬質で、紬 は濃緑色 を呈す る。

<各 時期の様相>

7期=該 期 の土器様相 は出土遺物が少 な く判然 としない。僅か に126住 が相 当す る。黒色 土器A杯A(695)、

軟質須恵器杯A(693・694)、 土師器甕(697)・ 小型甕(696)が あ る。

8期:食 器 は、土師・器・黒色 土器A・軟 質須 恵器 ・灰紬 陶器 で構 成 される。灰紬 陶器 は、光 ヶ丘1号 窯式 に比

定 される。器種 では、椀 ・皿が主体 とな り、煮炊 き具 では甕Bと 小 型甕Dの 組 み合 わせが多 い。27・34・39・45・

118・119・120・121'・123・128住土器群が相 当す る。

9～11期=該 当す る土器群 はみ られない。

12期:該 期 の土 器 は、非 常 に少 ない。40住 出土 土器が相 当す る。土 師器杯Aは 小型 化 し、大(609・610・

611)・ 小(608)の2法 量み られる。灰紬 陶器は、底部回転糸切 り痕が残 り、漬 け掛 け施粕 され る。虎渓 山1

号 窯式か ら丸 石2号 窯式 に比定 され る。

13期:出 土土器 の なか で、食器 の 占め る割合 が高い。土師器杯Aは 、 口径 の平均 が9.5cmと 小型 化が進 ん

で いる。法 量 の大 きい もの はみ られない。542は 、盤Bで ある。灰紬 陶器 は、虎漢 山1号 窯式 と丸石2号 窯式

がみ られる。20・22・28住 出土土器群 が相 当する。

14期=出 土遺物が少 ない。僅か に33住 土器群が相 当す る もの と考 え られ る。食 器では、土師器 ・灰紬陶器

が主体 となる。土 師器杯Aは 、径13cmと9cmの 大小2法 量み られ る。いずれ も13期 よ りさらに小型化 している。

灰粕 陶器 は、丸石2号 窯式 の ものが み られる。549は 、 口縁 の一部 を人為 的 に打 ち欠 いてい る もの であ る。

煮炊具 は、羽釜が2点 出土 してい る。552は 、口縁端部が外反 してい る。

15期138住 出土土器群が 良好 な資料 である。食器 は、土 師器 ・灰粕 陶器で構成 され る。煮炊 具 は、土師器

羽釜(582)が あ る。貯蔵 具 は、灰粕 陶器広 口瓶(583)が み られ る。土師器杯 は、 ます ます小型化 の傾 向

を強め、杯が皿状 の器形 となってい る。 口径 の平均 は9.2cm・器高の平均 は1.8cmの 小型 品 と、口径15.6cm・ 器

高4.7cmの 大型 品がみ られ る。灰紬 陶器は、丸石2号 窯式の碗 や広 口瓶 が出土 した。

③ 文字関係 資料

小 池遺跡 お よび一 ツ家遺 跡で は、墨書 土・器・刻書土器 ・転 用硯 な どの文字 関係資料 が多量 に出土 した。特

に墨書土器 は、小 池遺跡1次42点(未 報告)・ 小 池遺跡2次61点 ・一 ツ家 遺跡6点 の合計109点 が 出土 した。 こ

こで は、未報 告であ る小池 遺跡1次 調査 分 も含め て概要 を述 べ る。 なお、小 池1次 出土墨 書土 器 は、第17表

に掲載 した。

〈墨書 土器 〉

墨書土器 は、小池遺跡1・2次 ・一 ツ家遺跡か ら総数109点 が 出土 した。出土遺構 の内訳 は、竪穴住居趾 が最

も多 く59軒 か ら90点 、次いで土坑5基 か ら5点 、竪穴状遺構2基 か ら2点 、 ピッ ト2基 か ら2点 、溝 か ら1点 、検

出面 ・包含 層 か ら9点 で竪穴住居趾 か ら出土す る割合 が高い。各遺構 の出土量 をみ る と、一部の遺構 に際だ

って多量 の 出土量 があ るわけではな く、様 々な遺構 か ら少 量ずつ 出土 す るのが当該遺跡 の特徴 で ある。文

字 の種類 では段 が14点 と多 くみ られ る。 この文字 は8軒 の住居趾か ら出土 してお り、短期 間に同一文字 を共

有す る集団 がい た もの と考 え られ る。他 に判 読で きた文 字 と しては、内(50)・ 福(189)・ 神(131)・ 長

(148)・ 金(216)・ 北(236)・ 村(263)月(303)・ 八(303)・ 古(325)・ 仁(406)・ 夫(433)・ 九(386・
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390・398)・ 県?(431)・ 桜(443)・ 入(467)・ 寺(500)・ 上(511)・ 是(721)な どがみ られ る・墨書 され

る器種 は、黒色土器Aが65個 体(70文 字)で 最 も多 く全体の59.6%を 占める。以下 、土 師器24個 体(27文 字)

22.0%、 灰 粕陶器10個 体(11文 字)9.2%、 須恵器6個 体(6文 字)5.5%、 軟 質須 恵器4個 体(6文 字)3.7%で

ある。墨書 され る部位 は、体部外 面正位34点(28.8%)、 体部外面逆位23点(19.5%)、 底裏22点(18.6%)、

体部外面横位5点(4.2%)、 内面 見込 み3点(2.6%)で 、体 部外 面正位 に書かれ る ものが多い。 時期 別 にみ

る と4期:1点 、5期:1点 、6期:2点 、7期:8点 、8期:15点 、9期:9点 、13期:1点 、14～15期:1点 と8期

が最 も多い。10期 以降 はほ とんどみ られな くな り、僅か に13～15期 に2点 出土 したのみであ る。

〈刻書土器 〉

ここで対象 とす る刻書土器 は、焼成後 に鋭利 な工 具で線刻 した もの を指 し、焼成時 に施 され たヘ ラ記 号

とは区別す る。小 池遺跡1次 で6点 、2次 調査 で1点 の合計7点 出土 した。94は 、黒色土器A杯Aの 底裏 に×の刻

書が なされ ている。小池1次 出土分 もすべて ×の刻書 で、須恵器杯A、 黒色土器A杯A・ 椀 、土 師器杯Aな どの

底裏や内面見込み、体部外 面 にされている。

<参 考文献>

1長 野県埋蔵文化財センター1990 .『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘報告書4』松本市内その1総 論編

2松 本市教育委員会1991『 小池遺跡』

第16表 墨書部位および墨書土器の種類
5'、

講 繊
鑛 纏

一'琵 翻 雛 灘織謹
.薩1叢 醜 黙 鞭.

1叢 雛

轟 簑i'

羅 一 難欝難難、1鼎

、。勲 、 灘難 難 聾 ・、璽雛 藝
灘 … 難"

鍵麗 遜
S?3"

蕪騒
土師器杯A 3 3 2 6 2 2 18

土 師器

24個 体 ・27文字

土師器杯C 2 1 3

土師器椀 1 2 1 4

土師器杯or椀 1 1

土師器小型甕D 1 1

黒色土器A杯A 20 10 1 13 5 49

黒色土器A
'

65個 体 ・70文字

黒色土器A椀 5 4 1 1 1 12

黒色土器A杯or椀 1 4 1 2 8

黒色土器A皿B 1 1

須恵器杯A 4 2 6 須恵器6個 体・6文字

軟質須恵器杯A 2 1 1 4 軟須恵4個 体・4文字

灰紬陶器碗 1 6 1 8 灰紬 陶器

10個 体 ・11文字灰紬陶器皿 3 3

小 計 34 23 5 31 22 3 118 109個 体 ・118文 字
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第17表 小池遺跡1次 墨書土器一覧

講購離羅 離 、懸 器 猿' 灘 霧 簾 縫 　
、
欝離灘載 譲鰯 蜷 灘 藩 ・

1 1住 5～6 黒色A 杯 上 体部外面・逆位

2 6住 8 土師 杯 ? 体部外面横 位

3 〃 〃 黒色A 杯 ? 体部外面・正位

4 7住 6 黒色A 杯 r
体部外面・逆位 墨書2ヶ 所

今 体部外面・逆位

5 17住 8 黒色A 杯 其 体部外面・逆位

6 22住 7～8 黒色A 杯 ? 体部外面 ・底裏 ・不明 墨書4ケ 所

7 27住 7 黒色A 杯 宗 体部外面・正位

8 30住 9 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

9 〃 〃 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

10 〃 〃 土師 椀 ? 底裏

11 〃 〃 黒色A 椀 方 底裏

12 〃 〃 土師 杯 ? 体部外面・不明

13 〃 〃 土師 椀 ? 体部外面・逆位

14 33住 8 黒色A 椀 ? 体部外面・横位

15 35住 8 灰粕 碗 ? 底裏

16 36住 6 黒色A 杯 合 体部外面・正位

17 39住 10 土師 椀 ? 体部外面・不明

18 46住 8 黒色A 杯 福 体部外面・逆位:

19 〃 〃 黒色A 杯 上 体部外面・正位

20 50住 9 灰紬 碗 ? 底裏

21 59住 8 黒色A 杯 右 体部外面・逆位

22 〃 〃 軟質須恵 ・ 杯 激 体部外面・正位

23 〃 〃 黒色A 小甕 生 体部外面・正位

24 60住 8 土師 杯or椀 ? 体部外面・不明

25 61住 7～8 黒色A 〃 ? 体部外面・逆位

26 62住 7 土師 杯 ? 体部外面・不明

27 68住 7 黒色A 皿B 大 底裏

28 71住 8～9 黒色A 杯 ? 体部外面・不明
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繋醜 七.擁 羅 囎轡 議 難,
譲 灘螺撚 雛鑛 難 難 七

'灘蕪i難 雛懇議纂

縮鱗・'.懸灘謹驚"

懸懇灘羅灘 謎羅灘雛黙 華彗鱗.

,'・灘'揺

、 難 難 譲 懸'灘 灘 灘騰麟雛1
29 74住 7 黒色A 杯 琴 体部外面 ・逆位

30 76住 7 黒色A 杯 ? 体部外面 ・不明 墨書2ケ 所

X 底裏

31 〃 〃 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

32 〃 〃 須恵 椀 ? 体部外面・不明

33 77住 8～9 黒色A 椀 ? 体部外面・不明

34 82住 8 土師 杯 ? 内面見込み

35 〃 〃 土師 杯 天 体部外面・逆位 墨書2ケ 所

丈 体部外面・逆位

36 83住 8 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

37 〃 〃 黒色A 椀 石 体部外面・正位

38 2土 土師 杯 ? 内面見込み

39 P6 須恵 杯 ? 体部外面・不明

40 P7 〃 杯 `Y 底裏

41 7溝 黒色A 椀 ? 体部外面・不明

42 排土 軟賓須恵 杯 ノ＼ 体部外面・逆位

第18表 小池遺跡2次 墨書土器一覧

麟難
冊

,雅、

'縄 灘 撒'

霧

灘灘 羅鞭 灘i蒙
、難 …惹轟'

"韓 識 強
、

欝 聾難 ・難 纏
、',灘 欄

灘蕪灘 一

鋸繊蹴
。難灘 魏 蘇 撒 繊

'贈七

雛 撒 羅 羅 灘 峯鑛

'灘鑛 難

難羅 一 騨羅 襲

43 86住 8～9 黒色A 杯 ? 底裏

44 〃 〃 土師 杯 ? 底裏

45 〃 〃 土師 杯 ノ＼ 体部外面・正位 、

46 〃 〃 土師 杯 ? 体部外面・正位

47 87住 9 土師 杯 ? 体部外面・正位

48 94住 8 黒色A 椀 内 体部外面・逆位

49 〃 〃 灰紬 碗 ? 体部外面・不明

50 97住 9 黒色A 杯or椀 ? 体部外面・不明

51 101住 8～9
一

黒色A 〃 ? 体部外面・逆位

52 〃 〃 黒色A ク ? 体部外面・逆位

53 162住 8～9 黒色A 〃 ? 体部外面・横位

54 166住 8～9 土師 杯 福 体部外面・逆位

◎ 底裏
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鑛灘灘 薫、鰹 繊灘 灘羅 羅 麟翻 、器 遡 萎 譲離 懸
'糧翻 纏 襲鍵 麟

、・撫鑛 購i繋

55 174住 8 黒色A 杯 民 体部外面・正位

56 〃 〃 軟質須恵 杯 尺 体部外面・正位

57 129住 7 黒色A 杯 尺 体部外面・正位

58 132住 4 土師 杯C 神 体部外面・正位 甲斐型杯

民 体部外面・正位 墨書2ヶ 所

59 135住 8 黒色A 杯 長 体部外面・正位

60 〃 〃 黒色A 杯 尺 体部外面・正位

61 139住 9 土師 杯 金 体部外面・正位

62 〃 〃 土師 椀 ? 体部外面・不明

63 142住 8 黒色A 杯 北 体部外面・正位

64 147住 9 黒色A 杯
.村

体部外面・正位

65 155住 5 須恵 杯 ? 底裏

66 157住 7 黒色A 杯 月 体部外面・正位 墨書2ケ 所

入 底裏

67 189住 5～6 黒色A 杯 古 体部外面 ・正位

68 192住 9 黒色A 椀 更 体部外面・正位

69 〃 〃 黒色A 椀 尺 体部外面・正位

70 〃 〃 灰粕 段皿 乖 底裏

71 195住 9 黒色A 杯or椀 ? 体部外面・不明

72 204住 9 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

73 〃 〃 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

74 〃 〃 黒色A 杯 ? 体部外面・不明

75 244住 8 黒色A 杯 仁 体部外面・正位

76 〃 ク 黒色A 杯 夫 体部外面・逆位

77 ク 〃 黒色A 椀 尺 体部外面・正位

78 〃 〃 黒色A 杯 尺 体部外面・正位

79 235住 5～7 黒色A 杯 九 体部外面・正位

80 236住 5～6 黒色A 杯 九 体部外面・正位

81 〃 〃 黒色A 杯 九 体部外面・正位

82 237住 5～7 黒色A 杯 九 体部外面・正位
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灘 ⑧i 幽畿謎構 離 糊 器 種i 器 形 業R一`一 、 、叢慧 纏 難 醸 難 '.灘

83 246住 5～6 須恵 杯 ? 体部外面・不明

H4 247住 7～8 灰紬 碗 更 底裏

85 〃 ク 灰粕 碗 尺 底裏

86 〃 〃 黒色A 杯 更 体部外面 ・正位

87 248住 7～8 灰紬 碗 夫 底裏

88 〃 〃 黒色A 椀 更 体部外面 ・逆位 墨書2ケ 所

県 体部外面 ・逆位

89 251住 7 黒色A 杯 ? 体部外面 ・不明

90 〃 〃 黒色A 杯 桜 体部外面 ・横位

91 269住 910 黒色A 椀 入 体部外面・正位

92 4竪 土師 杯 ? 体部外面・不明

93 14竪 土師 杯 ? 体部外面・不明

94 1808土 黒色A 椀 激 体部外面・逆位

95 1568土 黒色A 杯or椀 民 体部外面・正位

96 F検 黒色A 杯or椀 ? 体部外面・逆位

97 N壁 灰粕 碗 更 底裏

98 検出面 灰粕 碗 ? 内面見込み 墨書2ケ 所

上 底裏

99 検出面 黒色A 杯 不明 体部外面・不明

100 H検 須恵 杯 ⑨? 体部外面・不明
'

101 G排 土 黒色A 杯 寺 体部外面 ・逆位

102 G排 土 土師 杯C ? 底裏 甲斐型杯

103 排土 黒色A 杯 天(Yか?) 体部外面・正位

第19表 一ツ家遺跡墨書土器一覧

醜 鐵灘 織灘縣 麟鞘翻 灘 講鎌 織・織 霜。醤 羅灘 鞭
藻"

鞭 盤 灘
104 22住 13 土師 杯, ? 体部外面・不明

105 37住 7～8 軟質須恵 杯 ? 体部外面・不明

106 41住 7～8 黒色A 杯 ? 体部外面・正位

107 45住 8 黒色A 杯 激 底裏

108 408土 7～8 灰粕 皿 西(?) 底裏

109 477土 14-15 土師 杯 是 体部外面・横位
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(2)鉄 器 ・鉄製品(第163～165図)

小池遺跡56点 、一 ツ家遺跡22点 、合計78点 を図化 ・提 示 した。 中世 の溝i状遺構 にか な りの量、古代 の もの

が混入 してい るが 、明確 に区別 で きない もの も多 い ため敢 えて分離せ ず、 中世 の遺物 に含 めて提示 してい

る。また器種 名や分類記号 につい ては吉 田川西遺跡 の報告 に従 った(参 考文献参 照)。 鉄津 な どの鍛 冶関係

資料 について も本稿で触れ ることとす る。

器種 は釘 ・鎌 ・刀子 ・鎌 苧引鉄 ・紡錘 車 ・毛抜型鉄製 品・馬具 な どがあ る。

①小池遺跡

住居趾 出土 品 と して86住 か ら釘 が2点 出土 している(1・2)。100住 か らも釘(3～6)が 出土 している。3・4

はあるいは鎌 の茎部 か。105住 の7は 釘 の先端部 、126住 か らはラッパ状 に口の 開 く筒状 の製品(8)、128住

の9は 釘で あろ う。130住 か らは切先 と茎部 の末端 を欠いた3類 の刀子(13)、 釘?(14)が 出土 してい る。131

住 では先端部が直 に折 れ曲が った釘(15)が あ る。

133住 の18は 皿類 の大型 の鎌で 、着柄部 には木質 が残 る。135住 か らは釘2点 が出土 して い る(11・12)。

142住 の 皿類 の刀 子(25)は 茎部 をわずか に欠損 す る。159住 では鉄 板 に方形 の孔 を穿 った不 明品(10)、

162住 か らは釘(16)と 厚 い板状の不 明 品(17)が 出土 してい る。180住 の26はW類 の刀子 で、茎 部 を失 っ

てい る。194住 か らは2点 の釘(23・24)、196住 では鋏具(19)、 釘?(20)、 不 明品(21・22)が 得 られている。

221住 の32は ほぼ完形 の5類 の刀子 、34は 鎌 の茎部 である。236住 か ら紡錘車が(33)、246住 では刀子(30)、

251住 か ら も9類 の大型 ・完形 の刀 子が 出土 して い る(29)。255住 か らは苧 引鉄(28)、 先端 が方形 の刀物

(27)が 、263住 か らは2類 の刀子(31)が 得 られでい る・270住 では4点 の釘(35～38)が 出土 ・

竪穴状遺構 で は竪4か ら2点 の釘(39・40)、 鎌 の箆被部?(41)が 得 られている。竪15か らは茎 部 をわずか

に欠 くIa類 の鎌 が出土 している。

土坑 墓1か らは木 質の付着 した釘9点(43～51)、 毛抜 型鉄 製品(52)、 刀子(53)が 出土 、釘 は木棺 に用

い られた もの と解釈 される。

土坑 では土1313か ら鐡(55)、8類 の刀子(54)、 土1358か ら釘?が 出土 している。

②一 ツ家遺跡

住居趾 出土 品 としては21住 か ら皿c類 の鎌(57)が 、22住 か らは毛抜型鉄製 品(75)、23住 か らWc類 の鎌 、

24住 か ら6類 の刀子(64)が 出土 してい る。29住 の71は 馬具 か。33住 か らはWc類 の鍛(66)、36住 か らは鋏

具 の完 形品(78)、40住 か らは紡錘車 の軸(76)、43住 か らは2類 の刀子 完形 品が 出土 してい る(63)。96住

か らは鎌 の茎部?(62)、 刀子(68・69)、Ib類 の鎌(67)が 出土 した。

118住 か らは苧引鉄(70)が 得 られてい る。119住 か らは2点 の鎌が 出土 した。59は,.の 鎌 の折損 品を再

利 用 して いる。60はIV類 の鎌 だが 、着柄 部 の折 り曲げが通常 と逆 向 きにな ってい る。121住 か らは釘2点

(73・74)と 袋 状鉄斧 の完形 品(77)が 得 られ てい る。126住 か らは孤a類 の鉄 鎌(61)、127住 では釘(58)が

出土 している。

③鍛冶 関係 資料

小 池 、一 ツ家両遺跡 ともに鍛冶 にかか る遺構 は、一 ツ家遺跡の96住 でその可能性 が高い ほか、 明確 な も

の は検 出 され てい ない。 しか し住居趾 を中心 に鉄津 を少 量出土 した遺構 は少 なか らず存在 してい る。 まず

小 池遺跡で は86住 で3点(287g)、93住1点(236g)、100住1点(285g)、126住2点(28g)、139住3点(187g)、

148住1点(153g)、157住1点(275g)、191住1点(184g)、248住2点(375g)、262住1点(105g)、263住1点

(225g)、266住1点(35g)が 出土 してい る。

一 ッ家遺 跡で は17住1点(50g) 、22住3点(84g)、28住1点(26g)、31住1点(328g)、36住2点(852g)、

38住1点386g、40住1点78g、43住2点284g、46住1点(8g)、80住2点(94g)、96住 塊状1点 ・粒状27点(290g)、
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103住 上面粒状多数(789)、127住1点(249)が 出土 している。96住 は鍛冶遺構を伴 う住居趾 と考 えられ、

そのため打鍛の際生 じる粒状の津が床面の一部 に集中 して存在、隣接する縄紋時代の103住 の存 した地点に

も鉄津が廃棄されたとみなされる。

〈参考文献〉

(財)長 野県埋蔵文化財センター1989 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3』吉田川西遺跡

(3)銅 製品 ・銭 貨(第163～165図)

銅 製品は一ツ家遺 跡の29住 か ら管状の製 品が 出土 している。長 さ35mm、 外径11～13mm、 内径5～7mmを

測 る。何 かに装着 して使用 した ものであろうか。

銭貨 は一 ツ家遺跡 の溝2中 央 部か ら皇朝十二銭の寛平大寳(初 鋳890年)が1点 出土 している。 「寛」の字の

一部 を欠損す るが
、文 字 は明瞭 である。裏面 は箔 が下方 に1mm程 ず れている。銭径(外 径)19.Omm、 内径

(至輪径)14.5mm、 銭厚1.20～1.45mmを 計 測す る。 なお溝2は 中世の遺構 であ りその頃 まで本銭が伝世 した

のか、 あるい は元 々周 囲の平安 時代 の遺構 に伴 っていた ものが混 入 したのか 、特定 はで きない。 また渡 来

銭 については中世 の遺物 の節 で触 れるこ ととす る。
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<凡 例>K=灰 和陶器 、R=緑 紬陶器、NS:軟 質須恵器

第144図 奈 良 ・平 安 時 代 の 遺 物(1)
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第145図 奈良 ・平安時代の遺物(2)
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第146図 奈良 ・平安時代の遺物(3)
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第147図 奈良 ・平安時代の遺物(4)
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第148図 奈良 ・平安時代の遺物(5)
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第149図 奈良 ・平安時代の遺物(6)
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第150図 奈良 ・平安時代の遺物(7)
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第151図 奈良 ・平安時代の遺物(8)
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姻 奈良 ・平安時代の遺物(9)
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第153図 奈良 ・平安時代の遺物(10)
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第154図 奈良 ・平安時代の遺 物
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第155図 奈良 ・平安時代の遺物(12)
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第156図 奈良 ・平安時代の遺物(13)
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第157図 奈良 ・平安時代の遺物(14)
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第158図 奈 良 ・平安時代の遺物(15)
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第159図 奈良 ・平 安時代 の遺物(16)
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第160図 奈良 ・平安時代の遺物(17)
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第161図 奈良 ・平安時代の遺物(18)

一233一



第162図 奈良 ・平安時代 の遺物(19)
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第163図 奈良 ・平安時代の遺物(20)

一235一



第164図 奈良 ・平安時代の遺物(21)
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第165図 奈良 ・平安時代の遺物(22)
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4.中 ・近 世 の 遺 物

(1)土 器 ・陶磁器(第20・21表 、第166～168図)

①小池遺跡

中世の土器・陶磁器は、個体識別は容易で総数最低203個 体ある。内訳は輸入陶磁器が136個 体、古瀬戸系

陶器13個 体、山茶碗・捏鉢 ・常滑産壷・三筋壷などの東海系無紬陶器は28個体、中世土師器皿22個 体、在地産

揺鉢3個 体、不明品1個体がある。輸入陶磁器が多いのが最大の特徴である。

近世の遺物はわずかに8点で溝29出 土の志野丸皿が遺構か らの出土である。17世 紀前半に属す。紋様はな

く、厚い長石紬がかかる。ほか7点 は18世紀後半以降の遺物で、検出時に得 られている。

以下、中世の遺物 について遺構 ごとに触れてい くことにする。

85住 に蓮弁紋青磁碗、86住 に白:磁H類 の碗がある(1)。2軒 とも平安の住居で遺物の年代 とは合わない。

90住か ら細めの鏑蓮弁紋が施された青磁碗が出土 している。間弁が推定される。

95住 から東海産捏鉢(2)と 在地産の須恵質の揺鉢(3)が 出ている。2は 口縁端部に沈線があ り、精胎で

明るい灰白色を呈す。3は 竪13の 揺鉢と接合する。捏鉢より13世紀末から14世紀前半の年代が与えられる。

102住 で口禿の白磁皿、104住 でV類 と思われる白磁碗、125住 から青磁碗、126住 か らV類(4)の 白磁碗、

129住 より錆蓮弁の青磁碗、131住 からロクロを使用せず口縁部 を横ナデ した手捏ね土師器皿、138住 からは

底部が厚 く角高台 となる青磁碗、149住 か ら杯か と思われる白磁、160住 から鏑蓮弁紋の青磁碗、167住 では

浅い器形の手捏ねの土師器皿が出ている。102～167住 は平安以前の住居である。

183住 では29点 が出土 している。輸入陶磁器(14個 体)は 青 白磁合子の身、白:磁碗(5)、IX類 の白磁皿、

同安窯系の青磁碗、龍泉窯系の碗が10点 ある。5は 内側の粕 をすべて拭 き取 り、体部を打ち欠 く。龍泉窯系

の碗は、劃花紋2点 ・細めの蓮弁紋6点 ・無紋・輪花碗がある。7の底部は薄 く、高台径 も狭い。13世 紀中葉 ま

でを主体 とするが、7やIX類 の白磁はそれより新 しい。東海系無粕陶器は8点 ある。6は 古手の山茶碗で灰色

味を帯びる。 もみがら痕はない。捏鉢は4点 あ り、45と 同形態の口縁部片がある。ほかに常滑産の壷3点 が

ある。在地製品は8点 あ り、7点 が土師器皿である。いずれもロクロを使用 しない。法量的には、大一1点

(9)、小一6点(8な ど)が あり、13世紀前葉 くらいに位置づけられる。在地製品ではほかに不明品(10)が

ある。脚片 とすると端部の角が接点 となるので、面取 りをして平 らにした意味がない。口縁部片 と理解す

ると、15世 紀以降急増する内耳土鍋に酷似する。外面は丁寧な横 ナデをする。本遺構 は13世紀前葉か ら半

ばの年代を与えられるが、この時期県内では鍋の出土が乏 しく注意しておきたい。

195住 か ら45と 口縁形態が酷似する東海系捏鉢、251住 から鏑蓮弁紋青:磁碗、262住 か ら青磁皿、265住 か

ら手捏ね土師器皿、266住 で同安窯系青磁碗がある。195住 ～266住 は平安以前の住居である。

267住 から細めの錆蓮弁か と思われる青磁碗の破片資料がある。

竪3か ら古瀬戸系陶器のおろし皿(12)が 出ている。端部をやや厚 くし、わずかな凹みをもたせている。

14世紀前半の所産である。竪6に 古瀬戸系陶器の水注(13)が あ り、13世 紀後半から14世紀前半 くらいであ

る。竪8か らIV類の白磁碗、同安窯系青磁碗、鏑蓮弁紋の青磁碗2点 、古瀬戸系陶器の水注(26)の 口縁部

片、東海系捏鉢と壷があり、捏鉢は明るい灰 白色を呈 し緻密な胎土である。壷(27)は 捏鉢 と焼 きも胎土

も同 じである。手捏ね土師器皿(14)が 出土 し13世紀半ばから後葉におさまる。竪9か らV類 の白磁碗、鏑

蓮弁紋青磁碗3点 、蓮弁紋碗(15)、 東海系捏鉢2点 が出ている。16は灰色の胎土で比較的緻密/端 部を厚 く

して隅丸につ くり出す。 もう1点は端部が丸 く、胎土は粗い。時期的にはどちらも13世紀半ばかその前後で

考えられる。竪10に は白磁(器 種不明)と 鏑蓮弁紋をもつ青磁碗がある。竪11の 青磁皿(17)は 、体部の

立ち上が りは外反気味である。ほかに古瀬戸系陶器の水注把手片がある。
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竪12に12個 体 があ る。IX類 の白磁皿(19)、 鏑蓮弁紋 をもつ青磁碗5点 、無紋 と思 われる1点 があ る。 白磁

は13世 紀後半 か ら14世 紀半 ば、青磁碗 はいずれ も13世 紀 中葉 に属す。手捏 ねの土 師器皿が2点 あ り、18は 口

縁端 部 を面取 りし、底部 にケズ リを入 れた ようなナデつけが あ る。28は 口縁部付近 を横 ナデする・2点 とも

13世 紀中葉 か ら後 葉 にあた る。 ほか に須恵質揺鉢(20)が ある。底部径 は約11cmで 、静止糸切 りが残 る・3

や29は 粘土板 か ら積 み上げ てい ったの に対 し、20は 粘土柱 か ら切 り離 してい る ことか ら、一定 の需要 に こ

た えるべ く固定 された供給地が あったこ とを示す。 ほか に時期不明の陶器の皿があ る。

竪13か ら、高台の高 さが1cmの 東 海産捏鉢 があ る。体部外面 にケズ リが ある。緻密 な胎土でや や暗い灰 白

色 を呈す。13世 紀前葉 か ら半ば くらいであろ うか。 ほかに95住 と接合 した須恵質揺鉢(3)が ある。

土1005よ りV類 の 白磁 碗、土1045か ら6点 の鏑蓮 弁紋の青磁碗 、土1046か らも同様 な青磁碗 、土1062か ら

古瀬戸系 陶器 のおろ し皿(22)が 出土 してい る。 口縁 端部 を角張 らせ 、面取 りを したあ とご く浅い 凹線 を

施す 。土1080に 青磁 碗、土1098に 蓮弁紋 の青磁碗 、土1103か らは尾張 産 と思 われ る山茶碗(23)が あ る。

高 台 にもみが ら痕 がみ られ る。12世 紀後半 あた りに比定 したい。土1140か らIX類 の 白磁 皿、土1226よ り三

筋壷(25)が 出土 した。体 部下半か ら底 部へ縦方 向のケズ リが ある。内面 は丁寧 な横 ナ デ と指 頭圧痕 が観

察 され る。底 部 よ り直線的 に立 ち上が り肩部 の張 りは少ない。土1228よ りV類 の白磁碗(24)、 土1240出 土

の須 恵質揺鉢(29)は 、灰 白色 で胎土 はやや粗 い。土1310か ら同法量 の土 師器皿(98・99)が あ る。糸切 り

離 し痕が あ り、右回転 ロク ロの使 用が わか る。時期比定 で きない。土1507か ら青 白磁 水注が あ り、体部 に

型押 紋が み られる。土1895出 土 と同一個 体 と考 え る。土1529よ り白磁碗、土1564か ら手捏 ね土 師器皿(32)、

土1818か らも手捏 ねの土 師器皿(33)が あ る。32は 内面 を丁寧 に磨 く。33は 後援 を横 ナ デ し、底 面付近 を

指 オサエ してい る。13世 紀前葉 ころであ ろ う。土1831の 青磁 皿(34)は 体 部が 「く」状 に弱 く折 れ る。土

1858か ら間弁 の ある鏑 蓮弁紋青磁碗 、土1873か ら鏑蓮弁 紋青磁碗 、土1877か ら古 瀬戸 系陶器 の花瓶(35)

が 出土 してい る。鉄粕施粕 で、張 り出 した体 部 に数条 の沈線 があ る。14世 紀前半 の所 産であ ろ う。土1878

か ら東海産捏鉢が あ り、高 台は1.2cm、 断面 は細 く三角形状で体部最下段 にケズ リが み られる。土1883に 青

磁碗、土1889か らロクロ土師器皿(36)、 土1890か ら東海産捏鉢(37)、 白っぽい胎 土で端部 を肥厚 化 し溝

をいれる。中津川産 で14世 紀前半 くらい と思わ れる。土1895か ら青 白磁 の水 注が でている。土1507出 土 と

同一個体 と考 えた。

溝25か ら輸入 陶磁 器14点 、東海産捏 鉢2点 、土 師器皿1点 が 出土 してい る。IV類 の白磁碗(40)と ～1類か

と思 われる白:磁皿(43)の ほか、器種不明の1点 が ある。青磁 は皿1点 のほか は碗 である。皿(39)は 内面

見込 みに櫛描状紋 を施 す。42は 紋様 が はっ きりしない。 この ほか劃花紋1点 、細 めの鏑蓮弁紋7点 、無 紋1点

が あ る。捏鉢 は口縁部 を弱 くナデ締 めて端部 を外へ 出す もの(45)と 、器高 を平均 に保 った まま端部 まで

成形 し四角 くお さめ るもの(44)の2種 類があ る。前者 は13世 紀前半 に位置つ くと思 うが 、後者 は同 じかや

や古い。41は 口径14.4cmの 深めで大 きめの土 師器皿 である。手捏ねで、13世 紀前葉であ る。

溝26よ り鏑蓮弁紋青磁碗 が1点 ある。溝27か ら輸入 陶磁器10点 、古瀬戸系陶器4点 、東海産捏鉢3点 があ る。

IV類 と思 われ る白磁碗(47)、V類 の碗4点 、輪花の よ うに口縁端部 を くぼめる皿1点 、IX類 の皿(46)が あ

る。青磁 は劃花紋、鏑蓮 弁紋 、無紋の3点 ある。古 瀬戸系 陶器4点 は水注で、胎土 、粕調か ら2個 体 と考えた。

時期 的 には13世 紀後 半か ら14世 紀前 半 にお さまる と思 う。捏鉢(48)は 口縁 部 をナデ締 め端部 に厚み を持

たせ沈線が入 れ られ る。

溝30か ら17点 出土 してい る。輸入陶磁器 は白磁 の碗(V類 か?)が1点 あ るほか は青磁碗11点 、杯1点 が あ

る。碗 は細め0)錆 蓮弁紋(53・54)5点 、太めの鏑蓮弁紋:(52)3点 、鏑 のない蓮弁紋1点 、底部片2点 がある。

底部片 は細 めの高台で底面 も薄 く、13世 紀後葉か ら14世 紀中葉の所産であ る。東海産捏 鉢1点 は 口縁 をナデ

締 めて端部 を肥厚 化 させたのちわずか に くぼ ませてい る。土 師器皿が3点 あ り、 うち2点 は ロクロ(51)で 、
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1点 はロクロを使 ってい ない(50)と 思 われる。

井戸2の 出土遺物 にはV類 の 白磁碗 と古 瀬戸系 陶器 のお ろ し皿(11)と 丸 皿が ある。11は14世 紀前半 で、

口縁端部 にご く浅い くぼみがあ る。丸皿 は灰紬で大窯期 の可能性があ る。3点 と も時期 は合 わない。

検 出面 ではF区 に24点 あ り、V皿類 の 白磁 碗(56)、IX類 皿 、青 白磁梅瓶 、青磁劃花紋碗(55)、 細 め ・太 め

の蓮弁紋青磁碗 があ る。G区 か らも7点 あ り青磁碗が多い。H区 で 白磁 ・青磁碗(57)が 出土 してい る。

② 一ツ家遺跡

総数 に して最低139個 体 を得 てい る。個 体の識別 が難 しい。 内耳土 鍋が半分 の72個 体 、古 瀬戸系 陶器 ・大

窯製 品各20点 、輸入 陶磁 器14点 、在地産土 師器11点 、東海系捏鉢1点 、不 明1点 となる。12点 の輸入 陶磁器

と捏鉢 の計13点 が14世 紀代 までの遺物 で、ほかはすべ て15世 紀 か ら16世 紀代 の遺物 である。

竪2か ら15世 紀代 の古瀬戸系 陶器の縁紬 皿、内耳土鍋4点 、不 明品があ る。竪3に 内耳土鍋 が4個 体 以上あ

る。58は 口縁部 を強 く外 へ広 げたあ と直立 させ る。口縁部幅 は4.Ocm以 内で短めであ る。16世 紀半 ば くらい

の特徴 であ る。59～61は 口縁 部内側 に3条 の凹凸 となる横 ナデを残 し、 口縁部幅 は4.5cm前 後 と長 い。58よ り

古い様 相 を示 す。竪5の 大 窯期 の皿(62・63)は 灰粕施紬 で63は 底面 に輪 トチが こび りつ く。

26住 か らH類 白磁碗 、120住 か ら大窯期 の丸 皿、124住 か ら龍泉窯系 の青磁 碗があ る。3軒 の住居 は平安 時

代以前の住居 で、遺物 とは合わない。

土坑墓 か ら4枚 の手 捏ね土師器皿(64～67)が 出た。64～66の 胎土 は きめ細かい胎 土 なが ら混和材 と して

使 われ る砂 は粗 い。赤 褐色粒子 は含 まれず、色 調 も白っぽい。67は やや大 き く、口縁 部 をナデ締 め る よう

に横 ナデを してい る。64～66は13世 紀 中葉 ころに考 え られるが、67は 色 調 ・技 法か らそれ よ りやや先行す る。

土14の 東海系捏鉢(66)は 、口縁 部 を面取 りし、鋭 く三角 形状 に尖 らせ る。緻1密で暗灰 白色 、12世 紀後葉

か ら13世 紀 初頭 に位 置づ け られ る。土26か らV類 白磁碗 、土44か ら3条 の横 ナデ痕 を もつ内耳土鍋(69)、

土46と48で 接合 した古瀬戸系 陶器の折縁深皿 、土56か らも折縁 深皿(70)が あ る。15世 紀前 半 に属 す。土

61に 内耳土鍋 、土66に 大窯期の丸皿 と内耳土鍋 、土83か らも内耳土鍋 、土372に も3個 体分 の内耳土鍋(72・

73)が あ る。いずれ も16世 紀前葉 か ら中葉 くらいであ る。ほか に71の ロクロ土 師器皿 もあ る。

溝:1に古瀬戸系 陶器 の天 目茶碗(74)と おろ し皿が ある。74は やや厚 めで 口縁部 は弱 くくびれ る。 おろ し

皿 は、底部か ら体部へ の立 ち上が りに横 ナデによる弱い締めがある。15世 紀後半 の所産であ る。

溝3で は46個 体 中33個 体 が内耳土鍋であ る。75・76・78は 大窯 製品で、ほか に灰 紬碗、丸皿2点 、天 目茶碗 、

鉢が ある。 ロクロ土師器 皿は9個 体 ある(77・79・81)。80は 輸 入陶磁器 の青磁碗 で、底部 は厚 く高台 は高 め

で ある。貫 入が多 い6明 代 の所産 であ る。 ほか に蓮弁紋 の碗 が ある。内耳土鍋 は、82～84の よ うに口縁部

を外へ 一度 クランク状 に開 く個体 と、85の よ うに3条 ない し2条 の横 ナ デ痕 を残 す個 体があ る。法量 の上 で

は口径25cm以 下 の小(82)と 、83～85の ように30cm前 後 あ る大の2種 存在 す る。口縁 部幅は平均4cm前 後 し

か ない。内耳 土鍋 よ り16世 紀前葉か ら中葉の年代 、大窯製 品 もそれを裏付 けてい る。

溝'4では86を 明代 の青磁碗 と考 えた。 白磁端反皿、88・89が 大窯期 の灰粕施紬 の丸皿 、ほかに揺鉢 があ る。

87は ロクロ土 師器皿 で、溝3出 土の79と 胎 土 ・器形 とも酷似す る。内耳土鍋 は5個 体 あ り、90を 図示 した。外

へ大 き くクランク状 に開 き立 ち上が らせ る。口縁 部幅は短 く3.5cmし かない。ほかの破片資料 をみて も短 く、

溝3と 同時期 か新 しい様相 を示す。16世 紀半ば に位置づ けた い。

溝5か ら42個 体が 出土す る。大窯製品が5点 に対 し、古瀬戸系陶器は14点 あ り、溝3・4よ り古 い遺構iであ る。

古瀬戸系陶器 は91～93に 折縁深皿 を示 した。92・93は 口縁 部 を肥厚 させてお り、14世 紀 中葉か ら後葉、91は

15世 紀半 ばである。99は 灰粕平碗 、97は 天 目茶碗であ る。ほか に縁紬 皿 ・壷があ る。大窯製品 と考 えた98な

どの天 目茶碗が5個 体 ある。94は 細 めの鏑 蓮弁紋青磁碗 、95はIX類 白磁 皿で13世 紀後葉か ら14世 紀半 ばの生

産であ る。 ほかに古代末期 のIV類 白磁碗 な ど3点 あ る。96は ロクロ土 師器皿で口縁 を外 反 させ る。15世 紀代
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